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			時空魔法で異世界と地球を行ったり来たり②

			かつ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			０５３　リルラ襲撃

			０５４　団長との取引

			０５５　まとめ回

			０５６　とある日本の月曜日

			閑話　エレナの日本語学習

			０５７　水の神殿

			０５８　新魔法実験

			０５９　３匹のオークと……

			０６０　街を探索

			０６１　薬品製作

			０６２　雷精霊

			０６３　職人ギルド

			０６４　オーク討伐

			０６５　商店街と短大

			０６６　狼と黄色い朝日

			０６７　おっさん２人の怪しげな密談

			０６８　万里の長城から札幌へ

			０６９　味噌バターコーン

			０７０　新魔法（地味）

			０７１　アジド危機一髪

			０７２　兄妹マラソン大会

			０７３　和菓子パワー

			０７４　空手道部

			０７５　街で情報収集

			０７６　スカベ村へ

			０７７　新防具と作戦会議

			０７８　ゴブリン殲滅作戦開始

			０７９　ゴブリン殲滅作戦続行

			０８０　ゴブリン王子

			０８１　ゴブリン王子２

			０８２　魔石

			０８３　ビリビリ魔石

			０８４　会社の岐路

			０８５　第１回コスプレ会議

			０８６　戦争の気配

			０８７　エレナと王様

			０８８　闇風

			０８９　奴隷商

			０９０　属性強化魔石

			０９１　共同作業

		

	
		
			０５３　リルラ襲撃

			　

			　俺たちが肉体強化のマナ結晶の参拝を終えて神殿を出ると、とある人物が10人の部下たちを引き連れて待ち構えていた。

			　銀色の鎧(よろい)を着たそいつは、アヤと準決勝を戦った『鉄壁のリルラ』だった。

			　そして、10人の部下たちは素早く俺たちを取り囲んだ。
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			「やっと出てきましたね、待ちくたびれました」

			「ん？　あんたは、アヤに負けたリルラじゃないか、どうかしたのか？」

			「ま、負けたですって！」

			「え？　負けてないとでも思ってるのか？」

			「勝った負けたは関係ありません。平民には貴族に対するあのような無礼な行いは許されないと言っているんです！」

			「『無礼』ね～、申し訳ないけど、そういうのよく分からなくって」

			「問答無用です。あなた方は貴族を侮辱した罪で、ここで死んでもらいます」

			「うわ！　アヤ、コイツこんなこと言ってるけど、どうする？」

			「兄ちゃん、ナイフ出して」

			「いいけど、【クイック】は、必要か？」

			「ううん、いらない」

			「そうか」

			　俺は、インベントリから日本製のナイフを出してアヤに渡した。

			　リルラはナイフを見て３歩後ろに下がった。

			　どうやらトラウマになってしまっているようだ。

			「どうした？　ナイフが怖いのか？」

			「ち、違う！　えーい、お前たち、こいつらを引っ捕らえよ！」

			　なんか悪代官みたいなセリフで笑いそうになってしまった。

			　部下たちは俺たちを威嚇するように、それぞれ１歩前に進み出た。

			　エレナは俺にしがみついて怖がっている。

			「ほら、アヤ、エレナが怖がってるぞ」

			「エレナちゃん、ちょっと待っててね」

			　アヤがそう言うと、アヤの姿が一瞬ブレたように見え、その場を一陣の風がくるりと舞った。

			　バタバタバタ。

			　次の瞬間、10人の部下たちはその場で一斉に倒れこんだ。

			【追い風】、【突風】、【軌道修正】、新たに【運動速度強化】が加わって、アヤはとんでもないスピードになっていた。

			「はい、兄ちゃん、また持ってて」

			「もういいのか？」

			「うん」

			　俺はアヤからナイフを渡され、インベントリにしまった。

			「しかし、【肉体強化魔法】ってすごいね、体がすごく早く動くのに、体が動きに振り回されずに、ちゃんとコントロールできたよ」

			「それはいいな、今度、魔物退治の時に【クイック】ありでも試してみようぜ」

			「それ面白そう」

			　リルラは、口をぽかんと開けたアホ面で固まったまま、俺たちが楽しそうに会話しているのを見つめていた。

			「なあ、リルラさんよ、アンタは俺たちを殺そうとしていたよな？　それはつまり、負ければ逆に俺たちに殺されることも覚悟しているということだよな？」

			「な、な、なんですって！　貴族の中で一番権威のある家の公女である私を、殺すというのですか!?」

			「なんだ、自分が殺される覚悟もないのに他人を殺そうとしてたのか。お前の権威とやらはその程度なのか？」

			「お、おのれ、言わせておけば……」

			「で、どうするんだ？　お前一人で俺たちと戦うのか？」

			　リルラは黙りこんでしまった。

			「それじゃ、帰るか」

			「うん」「はい」

			　俺たちは立ち尽くすリルラの横を通りすぎて歩き出すと、硬直から立ち直ったリルラが後ろから話しかけてきた。

			「ま、待ちなさい!!」

			「まだ何か用なのか？」

			「私にこのようなことをして、お父様が黙っていませんよ！」

			「なあ、あんたのお父様って、もしかして……ライルゲバルト貴族連合騎士団長か？」

			「え!?　お、お父様を知って……」

			「やっぱりそうか～。そうなんじゃないかと思ってたんだよね～」

			「あなたは、お父様を知っていながら、なぜ私に歯向かうのですか！」

			「それは、いろいろと因縁があってだな～。まあ、いいや。とりあえず、これ以上ちょっかいを出してくるようなら、こっちも黙ってないからな？　ちゃんと覚えておけよ」

			「待ちなさい、このままおめおめと見逃すわけにはいかない！　私と決闘をしなさい！」

			「嫌だね！」

			「んな！　ま、待ちなさい！　権威ある貴族の決闘をないがしろにするつもりか！」

			「俺は貴族じゃないし」

			　俺が、さっさとその場を立ち去ろうとすると……。

			「逃がすものですか!!」

			　リルラは後ろから細剣で襲ってきた。

			「なあ、アヤ、こいつを、なんとか、してくれ」

			　俺はリルラの攻撃をひょいひょい避けながらアヤに助けを求めた。

			　リルラは、余(よ)裕(ゆう)綽(しやく)々(しやく)の態度で攻撃を避ける俺が気に喰わないらしくムキになってメチャクチャに切りつけてきている。

			　まあ、当たらないけどね。

			「兄ちゃんなら簡単に勝てるでしょ？」

			「俺は、女の子を傷つけたりは、しないんだ」

			　攻撃を避けながら会話していると、言葉が途切れ途切れになってしまうな。

			「もう、仕方ないな～」

			　アヤは、なにかしらの魔法を使い始めた。何の魔法だ？

			　依然としてリルラは俺を攻撃し続けているのだが、疲れてきたのか、徐々に攻撃のスピードが落ちてきた。

			　そして、ハアハアと肩で息をして額に汗をかき始めた。

			　ん？　ちょっと様子が変だな。

			　汗のかき方が尋常じゃなくなってきた。

			　リルラは、ついに攻撃の手を止め、大粒の汗をかいてハアハアしている。

			　なんかエロいなとか思っていたら……。

			　なんと！　いきなり、リルラが脱ぎだしたではないか!!

			　まあ、脱いでるのが鎧(よろい)なので、あまりエロくはないけど……。

			　しかも、相当焦っていて、大急ぎで脱いでる感じだ。

			「あ、暑い！　いや、熱い!!」

			　リルラが鎧(よろい)を脱ぎ終わると、体のあちこちが赤くなっていた。火傷(やけど)の後だろうか？

			「アヤ、何の魔法を使ったんだ？」

			「北風と太陽の魔法！　鎧(よろい)を【ドライヤー温風魔法】で熱したんだよ」

			「なるほど～」

			「おのれ！　この侮辱、絶対に許しません!!」

			　リルラは鎧(よろい)の下に着ていた薄着の格好のまま、地面に落ちている自分の細剣を拾おうとして……。

			「熱っ！」

			　どうやら、細剣は熱くなっていて拾えなかったようだ。

			「おのれ！　おのれ!!」

			　リルラは、それでもこりず、素手で向かってきた。

			　俺はもう、避ける気も起きずミット打ちの要領でパンチを受けていた。

			「アヤ～。コイツまだ襲ってくるんですけど～」

			「もう、しつこいな～」

			　アヤがそう言うと、俺とリルラの間にピューと風が吹いた。

			　すると、リルラの服がビリッビリッと破けてバラバラになって落ちてしまい、リルラは下着姿になってしまった。

			「キヤー!!」

			　リルラが異常事態に気がついて上下を隠しながらしゃがみこむと、ボロンっと何かがこぼれ落ちた。

			　なんだろうと拾ってみる。

			「あっ！」

			　それは、ブラだった。

			　しかも、そのブラには、ぷよぷよの何かが入っていて、上げ底されている。

			　リルラのあらわになった体型を見てみると、ペッタンコと言うわけではないが、かなり平坦な体型だった。

			　リルラは俺の視線と手に持っている物体から、事態を把(は)握(あく)したらしく、その場でうずくまってワンワン声を上げて、泣き始めてしまった。

			「アヤ、やりすぎだよ、どうするんだ、これ」

			「そんなこと言ったって～」

			　俺とアヤが途方に暮れていると……。

			「セイジ様、私の服はまだインベントリに入っていますよね？　どれか一着、出してあげてください」

			「ああ、分かった」

			　エレナの服を適当に一着出してリルラにそっと掛けてやったが、リルラはいつまでも泣き続けていた。

			　俺たちを殺そうとしたとはいえ、このまま放置するのはかわいそうなので、リルラを送り届けることにした。

			　俺は、アヤとエレナに掴まっててもらい、リルラの肩に手をおいて【瞬間移動】でとある場所に移動した。

		

	
		
			０５４　団長との取引

			　

			　俺たちがとある部屋に着くと、偉そうな男が一人で書類整理をしていた。

			　俺は、素早く部屋に【バリア】を張った。

			「こんばんは」

			「ん？　誰だ!?」

			「直接会うのは久しぶりですね、ライルゲバルト貴族連合騎士団長さん」

			　以前、冒険者にビーコンを付けてこの部屋を見たことがあるので、地図にこの場所も登録されていたのだ。

			「お、お、おまえは……マルヤマ・セイジ!!　そ、それに、エ、エレナ姫様！！！」

			「え？　お、お父様!?　それに、エレナ、姫様って??」

			「リルラ!!　リルラ！　なぜそのような格好で!!　き、きさま！！！　リルラに何をした！！！！」

			　騎士団長さんは、怒りに我を忘れて、机を飛び越えて飛びかかってきた。

			　面倒くさいので、軽く電撃を浴びせて動けなくした。

			「おのれ!!　出合え！　出合え、クセモノだ!!」

			　時代劇かよ！

			「悪いけど、【バリア】の魔法を張ってるから、いくら叫んでも外には聞こえないよ」

			「くそう!!」

			　騎士団長さんは、あまりの怒りに下唇を噛み、血が滲んでいた。

			「勘違いしないでくれよ、俺たちはこのリルラに殺されそうになったので返り討ちにしただけで、こちらから襲ったわけじゃないからな」

			「そんな戯(たわ)言(ごと)信じられるか!!」

			「だいたいあんただって、俺を殺そうとして返り討ちにあったじゃないか、親子揃って同じことをするなんて、面白い親子だよな」

			「では、なぜリルラはそのような格好なのだ!!」

			「女の子を傷つけるのは趣味ではないから、武器や防具を奪って無力化させようとしたのだが、それでも襲ってくるのでやむを得ず、こうしたまでだ。それとも、あんたと同じように手首をスパッとやれば良かったのか？」

			「ぐぬぬ」

			「とりあえず、こんな恰好のまま放っておくわけにもいかないからここに連れてきたのだが、引き取ってもらえるかな？」

			「何が望みだ？」

			「え？　どういうこと？」

			「このような脅しをしておいて、とぼける気か？」

			「何が脅しだよ！　後ろから不意打ちしたり、冒険者を使ってオークに襲わせたり、リルラだって部下を10人使って取り囲んで殺そうとして来たんだぞ？　俺たちは、振りかかる火の粉を振り払っただけだろ！」

			「貴族が平民を殺そうとして何が悪い！」

			「またそれかよ、言っておくが俺たちは平民じゃないぞ」

			「平民じゃないだと!?　では、貴族だとでも言うのか！」

			「まず、エレナは王族なのだから貴族ではないよな」

			「ああ、その通りだ」

			「え!?　お父様、その人は王族なのですか？」

			「ああ、そうだ」

			　リルラは急に畏(かしこ)まって、三歩さがって跪(ひざまず)いた。

			「そして、俺とここにいるアヤは、異世界人だ」

			「異世界人!?　お父様！」

			「そっちの女は知らんが、確かにその通りだ」

			「俺の国は日本という国なのだが、日本では王制、貴族制などの古い制度は廃止され、王族や貴族などは存在しない、もちろん平民などもいない」

			「何を戯けたことを、では誰が国を治めるのだ？」

			「強いていえば、内閣総理大臣かな」

			「では、お前がそのなんとか大臣だとでもいうのか？」

			「違うな」

			「では平民と変わらんではないか！」

			「まあ待て、俺は、２つの権利を有している。１つ目は、間接的にだが内閣総理大臣を誰にするかを決める権利。２つ目は、条件に合致すれば内閣総理大臣になれる権利だ」

			　まあ、若(じやつ)干(かん)端(は)折(しよ)ったり違ってたりするところもあるけどね。

			「な、なんだと……」

			「内閣総理大臣つまり、この国でいうところの王だ。お前には王を決める権利や王になる権利を持っているのか？」

			「も、持っていない……」

			「国の体系が違うから一概に言えないが、俺と貴様、どっちが権威ある立場だ？」

			「そ、そんな戯言、信じられるか！」

			「じゃあ、俺の国に来て確かめてみるか？　ただし、俺の国に来たら貴様は単なる違法入国外国人、つまり犯罪者と同等の扱いだがな」

			「……」

			「反論がないという事は理解したということかな？」

			「……」

			「そういえば、この国の法律では、立場が上の者は、下の者の命を奪ってもいいんだっけか？」

			「そ、それは……」

			「まあ、俺はお前らと違って、立場が下だからといって命を奪ったりはしないから安心しな。ただし、もう二度とちょっかいを出さないと約束するならな」

			「わ、分かった、もう手出しはしない」

			「じゃあ、握手」

			「お、おう」

			　俺と、騎士団長さんは握手を交わした。

			　それを見ていたリルラは唖然としていた。

			「ところで、手打ちのついでに『エリクサー』の作り方を教えてくれないか？」

			「な、なんだと！　なぜそれを」

			「タダでとは言わない、ここにＳランクの塩がある、これと交換でどうだ？」

			　俺はインベントリから１㎏の塩を取り出した。

			「んな!!　こ、これがすべて塩だと!?」

			「本物だぜ？　あんたらがこの前使った塩も、俺が商人ギルドに売った物だし」

			「ま、まさか、あの塩も……。そういえば、商人ギルドの副長がそのような事を言っていた」

			「どうする？　前の塩より10倍くらいの量があるから、結構な量のエリクサーが作れるんじゃないか？」

			「わ、分かった、その取引に応じよう」

			「お、お父様！　あれは我が家に代々伝わる秘術」

			「秘術があっても材料がなければ、宝の持ち腐れなのだ」

			「わ、分かりました」

			「よし、じゃあ取引成立だな」

			「だが、秘術を書き記した書物は１冊しかないので、譲るわけにはいかん、この場で見るだけにしてもらおう」

			「ああ、いいぞ」

			「え!?　そ、それでいいのか？」

			「ああ」

			「そ、そうか」

			　俺は、塩を騎士団長さんに手渡した。

			　騎士団長さんは、しぶしぶ秘術書を差し出した。

			「本当に見るだけで良いのだな？」

			「ああ、いいよ」

			　俺は、【白熱電球】魔法で暗かった部屋の中を明るくした。

			「なに！【光の魔法】だと!?」

			　違うけどね。

			　騎士団長さん、リルラだけじゃなくアヤとエレナも驚いていた。

			「兄ちゃん兄ちゃん、それどうやってるの？」

			「これは【白熱電球】だよ」

			「なるほど～」

			　アヤは自分でもやってみようと試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)していた。

			　そんなアヤを尻目に秘術書を確認してみると、それは20ページほどで、『ポーション』から『エリクサー』まで、いくつかの薬品の作り方が掲載された本だった。

			　俺は、おもむろにスマホを取り出して、１ページずつ開いては、スマホで撮影していった。

			　字が大きく書かれていたので、スマホの写真でも十分読むことができた。

			　撮影のたびに光るフラッシュに、騎士団長さんとリルラは驚き戸惑っていた。

			「そ、その魔道具はなんだ!?」

			「これは、写真、つまり写し絵を保存する道具だ」

			「そんなものまで持っているのか……」

			　どうやら、エリクサーなどの薬品を作る為の材料は、塩以外はこちらの世界のアイテムを使う必要があるみたいだ。今度、材料を集めて作ってみよう。

			「さて、撮影も終了したし、帰るか」

			「はーい」「はい」

			「エレナ姫様、お待ちを！」

			「なんでしょう？」

			「エレナ姫様は、なぜコヤツと行動をともにしていらっしゃるのですか？」

			「それは、私がお父様によって投獄されてしまった時、セイジ様が助けだしてくださったのです。お城に戻ることができなくなってしまった私をセイジ様はずっと守ってくださってくれているのです」

			「王様が姫様を投獄!?　なぜそのようなことに？」

			「私が魔王軍との戦争について、皆に聞いて回ったのがいけなかったらしく、戦争が終わるまで牢から出さないと言われました。ライルゲバルト貴族連合騎士団長様は、魔王軍との戦争について、何か知っていますか？」

			「そ、それは……」

			「教えてはもらえないのですか？」

			「姫様、申し訳ありません」

			「そうですか、では私は自分で調べます」

			「……」

			　これは何かありそうだな。

			　俺は、仕方ないのでアリアさんに付けていた【追跡用ビーコン】を外して騎士団長に付けておいた。

			　うーむ、【追跡用ビーコン】がもっと欲しいな。

			「セイジ様、さあ帰りましょう」

			「おう」

			　俺たちは、日本に帰宅した。

		

	
		
			０５５　まとめ回

			　

			　俺たちは日本に帰ってきた。

			「やったぜ！　エリクサーのレシピをゲットしたぜ!!」

			「悪の親玉と仲良しになるのはちょっとしゃくだけど、まあ仕方ないか」

			「あいつは別に悪の親玉ってわけじゃないぞ」

			「そうなの？　まあいいや。で、材料は何がいるの？」

			「えーと」

			　俺は、スマホで撮った画像を確認した。

			〈薬品製作〉

			【エリクサー】

			材料：

			傷治癒薬１００㎖

			マンドレイクの根10ｇ

			賢者の石10ｇ

			蒸(じよう)留(りゆう)酒１００㎖　※度数90％以上。

			必要スキル：

			【薬品製作】レベル５

			製作手順

			１．マンドレイクの根を乾燥させ、細かく砕く。

			２．傷治癒薬と蒸(じよう)留(りゆう)酒を混ぜ合わせる。

			３．砕いたマンドレイクの根を投入してよく混ぜる。

			４．賢者の石を投入し、一昼夜寝かせる。

			５．賢者の石がすべて溶けたのを確認する。

			６．不純物を取り除いて完成。

			　

			　このように書かれていた。

			（言語習得により、単位は日本で使われているものに変換されている）

			　俺は、二人に画像を見せた。

			「私は読めないや」

			　そういえばアヤは読めないんだった。

			「エレナ、材料の中で知ってるアイテムはある？」

			「えーとですね～。傷治癒薬と蒸(じよう)留(りゆう)酒は知ってますけど、度数の事は良く分かりません。マンドレイクの根と賢者の石は、知らないです」

			「傷治癒薬と賢者の石は、作り方が別のページに書いてあるから、自分たちで作れるかも」

			　俺は傷治癒薬と賢者の石の作り方が書いてあるページの画像を開いた。

			〈薬品製作〉

			【傷治癒薬】

			材料：

			薬草50ｇ

			紫草の根20ｇ

			魔力水２００㎖

			必要スキル

			【薬品製作】レベル３

			製作手順

			１．薬草と紫草の根を乾燥させ、細かく砕く。

			２．魔力水に投入してよく混ぜる。

			３．火にかけ沸(ふつ)騰(とう)するまでさらによく混ぜる。

			４．火を止め粗(あら)熱(ねつ)を取る。

			５．不純物を取り除いて完成。

			　

			〈薬品製作〉

			【賢者の石】

			材料：

			辰(しん)砂(しや)50ｇ

			塩50ｇ　※Ｓランク以上。

			魔力水２００㎖

			必要スキル：

			【薬品製作】レベル４

			製作手順

			１．魔力水に塩を入れ、ゆっくりかき混ぜる。

			２．辰(しん)砂(しや)を投入して、一昼夜寝かせると完成。

			　

			　レシピに『必要スキル』という項目があるということは、薬品の製作に【薬品製作】スキルが必要ということだ。

			「いろいろと大変そうですね」

			「まずは【薬品製作】スキル上げをしないとダメみたいだ」

			「うわ、面倒臭そう。私、そんなにスキル上げしないからね～」

			「じゃあ、俺とエレナで【薬品製作】スキルを上げることにしよう」

			「はい、頑張ります」

			　なんだかエレナは嬉しそうだ。エレナは、こういうことが好きなのかな？

			　さらに俺たちは、今後のことを話し合った。

			「まずは３人それぞれの目標を決めよう」

			「目標？」

			「ああ、俺はとりあえず、仕事に役立つ魔法をもっと覚えたいのと、エレナの手助けをしたいと思ってる」

			「セイジ様、ありがとうございます。私は、お父様が魔王軍との戦争で何をしているのかを調べたいです」

			「じゃあ、俺もそれを手伝うぞ」

			「私だってエレナちゃんの手伝いをするよ、後、エレナちゃんを守れるくらいに強くなりたい」

			　３人の意見をまとめると。

			１．魔王軍との戦争の調査。

			２．各地のマナ結晶を参拝して魔法の習得。

			３．冒険者として活動してレベルアップ。

			　ついでに。

			４．薬品製作をやってみる。

			　こんな感じかな。

			「最初に戦争の調査だけど、まずは魔王軍に滅ぼされた村の調査かな、その村はどこにあるんだっけ？」

			「イケブの街の北の方にあるそうです」

			「アジドさんはまだスガの街に向かってる最中だから、イケブの街に行けるようになるのはもうちょっと時間がかかりそうだ、それまでは他を優先させることにしよう」

			「はい、分かりました」

			　忘れている人もいるかもしれないが、アジドさんはドレアドス王国の８つの街を、ぐるぐると巡って、各地で商売をしている人だ。

			　俺は、その人に【追跡用ビーコン】を取り付けて、行ける街を増やしている最中なのだ。

			　イケブの街からの移動も考えないといけないけど、それはイケブの街に着いてからでいいか。

			「次に、マナ結晶の参拝だけど、次の街はスガの街だから水のマナ結晶と氷のマナ結晶だな」

			「毎日お風呂に入っている私は、きっと【水の魔法】のレベルが高いんだろうな。楽しみ～」

			「そのことなんだけど、毎日水に触れる人が【水の魔法】を覚えやすいっていう説、少し違う気がしてるんだ」

			「え？　そうなんですか？」

			「兄ちゃんは、どうしてそう思うの？」

			　俺は、以前から考えていた仮説を２人に説明することにした。

			「俺とアヤは、だいたい同じ環境で育ってきたよな？」

			「うん、そうだね」

			「にもかかわらず、魔法のレベルがだいぶ違うだろ？」

			「そういえばそうだね、じゃあ何が関係してると思うの？」

			「俺の仮説だけど、その属性に対する知識の差なんじゃないのかな？」

			「知識、ですか？」

			「俺は学生時代に電気についてかなり勉強したんだ。俺の【雷の魔法】のレベルが高いのはそのせいじゃないかと思うんだ」

			「なるほど～、でも私は電気のことなんて全然勉強してないけどレベル３だったよ？」

			　おいおい、これから短大に通う奴が何を言っているんだ！

			　まあ、アヤの行く短大は文系だからある程度は仕方ないけど……。

			「日本で電気製品に囲まれて生活してれば、勉強してなくても少しは知識がたまるだろう」

			「そうか～、そうかもしれない」

			「セイジ様！　じゃあ、私も勉強をしたら、もっと魔法が使えるようになるんですか!?」

			「その可能性はあると思うよ」

			「じゃあ、私、勉強をしたいです！」

			　エレナは、目を輝かせて力説している。アヤにも見習ってほしいものだ

			「そうだな、日本語の勉強をしながら理数系の勉強もやってみよう」

			「なんで理数系限定なの？」

			「風、雷、水、氷、土、闇、火、光、理科系が多いだろ？　そもそも、文系は魔法に役立ちそうにないし」

			「土と闇は理科系でもなさそうだけど？」

			「土は生物の植物関係や地学が関係してそう。闇は良く分からないけど、醗(はつ)酵(こう)とかが関係しているかもしれない」

			「うーん、苦手科目ばっかり……」

			「アヤさん、私と一緒に勉強しましょう！」

			「うーん、魔法の為には勉強するしかないか～」

			　これでアヤも少しは勉強する気になるだろう、しめしめ。

			「最後に冒険者としての活動と薬品製作だけど、レベル上げ、ゴールド稼ぎ、材料集めを平行してやっていく感じかな？」

			「平行ってどういうこと？」

			「町の外に材料を集めに行って、ついでに魔物を倒して、それをギルドで換金して、お金に余裕が出来たら店とかで材料を購入してもいいし、薬品ができたらそれも換金できるし」

			「１石３鳥？　４鳥？　みたいな感じだね」

			「そゆこと～」

			　今後の方針が決定し、俺は仕事に、アヤとエレナは勉強に、土日は冒険者活動にと、俺たちは日々の暮らしを頑張っていく決意を固めた。

		

	
		
			０５６　とある日本の月曜日

			　

			　異世界から帰ってきた翌日の月曜日、会社に行くと、同期入社の５人全員が俺の席に勢揃いしていた。

			「なんだ!?　勢揃いして」

			「丸山にお願いがあるんだ」

			　忘れている人がいるかもしれないので一応言っておくと、丸山は俺のことだ。

			　しかし、これはもしかして、合コンのお誘いか？

			「お願い？　なんだ？　改まって」

			「なんか最近、バグを見つける能力が開花したと聞いて」

			　ドキッ!?

			　まずいな、魔法を使って仕事をしたことで、社内で目立ってしまったか？

			　しかし、仕事柄バグを見つけておいて、それを放置しておくわけにもいかないしな～。

			「それでだ、俺たちのプロジェクトも、丸山にレビューをして欲しいんだ」

			「レビュー？　まあいいけど、あれ？　俺たちのプロジェクトって、お前たち５人で同じプロジェクトをやってるのか？」

			「違うよ」

			　ん？　なんか嫌な予感がする。

			「俺たち、それぞれでやってるプロジェクトを、ひと通りレビューしてほしいと思って」

			「えーと、それぞれって、５人それぞれで５つのプロジェクトを、俺一人でひと通りレビューしろってこと？」

			「たのむ！　今度おごるからさ～」

			　５人は、示し合わせたかのように、俺を拝み倒してきた。

			「えーと、部署が違うから、そう簡単にはＯＫできないよ？」

			「お前のところの部長さんにはもうＯＫもらってるよ」

			　おいー！　部長の奴、安請け合いしやがって！

			「分かったよ、やるよ」

			「そうか、ありがとう！」

			「で、いつまでにやればいいんだ？」

			「今日中……」

			「は？」

			　とんでもないことを言い出しやがった。

			「えっとですね、説明させてください。明日で年度末だろ？　今日中にバグが見つかれば、明日中に直せるかもしれないだろ？　そしたら、今期の実績をだな～」

			　５人は、俺をさらに拝み倒してきた。

			「分かったよ、やるよ！　でも、さっと流す程度にしかやらないからな！」

			「それで十分だよ、ありがとう」

			　俺の机の上には５つのプロジェクトの資料が山積みになっていた。

			　どうしてこうなった！

			　量が多すぎるので、５プロジェクト全体の中で致命度の高いバグから順番に見つけて、順次報告していった。

			　結局その日は、５人が取っ替え引っ替えバグについての質問をしに来て一服する暇もなかった。

			　

			　仕事をし終えて家に帰ると、エレナが出迎えてくれた。

			「ただいま」

			「お帰りなさいませ、セイジ様、だいぶお疲れみたいですね」

			「いやー、今日はいろいろ面倒な仕事を振られちゃって、さすがに疲れたよ」

			「それじゃあ、私が癒やして差し上げますね」

			　なんか、淫(いん)靡(び)な響きのあるセリフだが、変な事ではないですよ？

			　俺が疲れて帰ってくると、いつもエレナが【回復魔法】で疲れを癒やしてくれるのだ。

			　これが気持ちいいのなんのって！

			　それはまさに天にも昇る心地良さで、身も心も癒やされるのだ。

			「セイジ様、気持ちいいですか？」

			「ああ、エレナ気持ちいいよ～」

			「兄ちゃん、エレナちゃん、何をしてるの！」

			「ああ、アヤ、ただいま。何って、エレナに魔法で疲れを癒やしてもらってたんだが？」

			「え、あ、そうだよね、あははは」

			　アヤ、お前、もしかして……。

			　癒やしじゃなくて、いやらしいことと勘違いでもしたのか？

			「エレナちゃん、バカ兄ちゃんが終わったら私にも癒やしの魔法をかけて～」

			「はい、少々お待ちくださいね」

			「アヤは一日中遊んでたんだろうし、そんなに疲れてないだろ？」

			「そんなことないもん！　今日は高校の友達が何人か東京に出てきて、みんなで集まってカラオケに行って５時間も歌ったんだから、もう疲れちゃって疲れちゃって」

			「やっぱり遊んでたんじゃないか！」

			　その後、アヤの言い訳を聞いていたと思ったら、いつの間にか遊びに行って楽しかったという自慢話に変わっていた。

			　な、何を言っているのか分からねーと思うが……（略）

			「アヤが遊びに行っていたということは、エレナは１人で留守番してたのか？」

			「はい、午前中はＤＶＤを見ていて……あ、でも、午後は商店街の本屋さんに買い物に行きました」

			　買い物だと!?　そうか、エレナにはお小遣いを渡しておいたから、それを使ったのか。

			　しかし、ちゃんと買い物できたのかな？

			　初めてのお使いをさせる親の気持ちが分かった気がした。

			「１人で出かけたのか？」

			「はい、いけませんでしたか？」

			　まあ、【警戒】魔法が反応しなかったということは大丈夫だったということなのだが、やっぱり気になってしまう。

			「兄ちゃん、心配しすぎだよ。エレナちゃんは15歳なんだから、一人で買い物くらいできるよ」

			「まあ、そうなんだけど……。エレナにとって日本は外国なんだから、いろいろ分からないこともあるだろ？」

			「心配してくださっていたのですね、大丈夫です、皆さん親切でしたので」

			　親切にしてくれたか～、それはそれで別方向に心配ではあるんだけど……まあ、心配しすぎるのは良くないよな。

			「ところでエレナ、本屋で何を買ったんだ？」

			「えーとですね～」

			　エレナは、テーブルの上に本を並べ始めた。

			「まずは、日本語を覚えるのなら『絵本』がいいとお聞きしたので、『シンデレラ』と『しらゆきひめ』と『ももたろう』を買いました」

			　ベタだが、日本語学習にはいいかもしれないな。

			「後は、『しょうがっこういちねんせい』の『こくご』、『さんすう』、『りか』、『しゃかい』、『どうとく』の本を買いました」

			　エレナはテーブルに本を並べてニコニコ顔だ。

			　保健体育がないだと!?　これは俺が直接手取り足取り腰取り教えるしか……。

			　アヤが何やら怖い顔をしているので、この件は保留にしておこう。

			「エレナちゃん、社会と道徳も勉強するの？」

			「はい、魔法とは関係ありませんけど、ドレアドス王国にとっても、お手本にするべきことが学べそうなので」

			「エレナちゃんって、ちゃんとお姫様なんだね」

			　エレナは偉いな～。

			　俺はエレナの頭をなでなでしてあげた。

			　エレナはすごく偉いので、頭以外もなでなでしてあげよう。

			　さて、頭以外でなでなでしやすいのはどこだろう。

			　そんなことを考えていると、アヤが怖い顔で睨みつけてきたので、この件も保留にしておくことにした。

		

	
		
			閑話　エレナの日本語学習

			　

			　火曜日からエレナの勉強が始まった。

			　俺が仕事に行っている間にアヤがエレナの勉強を見てくれていた。

			「それじゃあ、まずは『ひらがな』の勉強からね」

			「はい！　アヤさん！」

			「だめだめ！　私のことはアヤ先生と呼びなさい」

			「アヤせんせい？」

			　アヤはなぜか、女教師風の服装をして、伸び縮みする指し棒を持っていた。どこから持ってきたやら……。

			　なぜ、俺がこの風景を見れているかというと……。

			　それは仕事の合間に【追跡】で、見ているからなのだ。

			　まあ、マルチモニタで見ている感じかな。

			「そう、日本では何かを教わるときは、相手を先生と呼ばないといけないって法律があるのですよ」

			「そうだったんですか、分かりました。アヤ先生！」

			　アヤの奴め！　エレナに嘘を教えてるんじゃないよ！

			　アヤは満面の笑みで授業を進めていた。

			「じゃあ、50音表を読んでみましょう」

			「はい、アヤ先生」

			　アヤ、お前って奴は……。

			　先生って呼ばれるたびに、ニヤけるのを何とかしろよ、なんかキモいぞ！

			　エレナが一生懸命50音表を読み上げる姿はとってもかわいかった。

			　

			「おい丸山、なに仕事中に、ニヤけてるんだ！」

			「す、すいません」

			　ヤバイ、俺もいつの間にかニヤけてしまっていた。

			　仕事に集中しなければ。

			　

			「では、この字はなんという字ですか？」

			「はい、『あ』です」

			「正解です！　次、この字は？」

			「これは……『や』です」

			「またまた正解です！　では、この２つを続けて読むと、どうなりますか？」

			「『あ』…。『や』…。『あや』!!　アヤ先生の名前です！」

			「大正解です!!」

			「アヤ先生、あまり抱きつかないでください。く、苦しいです」

			　アヤめ、事あるごとにエレナに抱きつきやがって。まったくもって、うらやま…。けしからん！

			　しかし、アヤは教えるのが上手いな。将来は教員にでもなるのかな？

			　どうやら、ドレアドス共通語と日本語は、発音や文字に共通するものが多いらしく、エレナはどんどん日本語を覚えていった。

			「それでは、次は絵本を読んでみましょう」

			「はい、アヤ先生」

			　アヤは『しらゆきひめ』の絵本を取り出してエレナに読み聞かせた。

			「……白雪姫は王子様と結婚し、末永く幸せに暮らしましたとさ、めでたしめでたし」

			　アヤが絵本を読み終わり、顔を上げると、なぜかエレナは泣いていた。

			「なんでエレナちゃん泣いてるの!?」

			「だって、白雪姫が幸せになって本当に良かったです！」

			「だからって、泣くことないでしょ！」

			　そうだそうだ、泣くことはない。

			　もし、エレナが毒りんごを食べてしまったら俺が生き返らしてあげるから！

			　どうやって生き返らせるかだって？

			　それはもちろん！　……アレに決まっている。

			「何だか、誰かに見られている気がする!?」

			「アヤさんどうしたんですか？」

			「兄ちゃん！　きさま！　見ているなッ！」

			　やばい！　俺がのぞいているのに気がつかれたか!?

			　いやいや、そんなはずはない。落ち着け俺、素数を数えるんだ。

			「アヤさん？」

			「いや、兄ちゃんにのぞかれている気がしたんだけど、気のせいだったみたい」

			「そうですよ、セイジ様がのぞきなんてするわけないですよ」

			　くっ！　エレナにそう言われると、無性に罪の意識が俺を苛(さいな)んできた。

			　あまりのいたたまれなさに、俺は【追跡】の映像をそっと閉じた……。

		

	
		
			０５７　水の神殿

			　

			　火曜日から金曜日まで、俺は仕事の日々。

			　そして、アヤは高校生から短大生にジョブチェンジした。と言っても入学式が行われただけで、講義は来週からだそうだ。

			　そしてエレナは、次のマナ結晶参拝に向けて氷に関する勉強に勤しんでいた。

			　氷や雪に関する本やＤＶＤを見たり、アイスクリームやかき氷を食べたり、アヤに引率されてアイススケート場に遊びに行ったりもした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして土曜日の朝、俺たちはスガの街に来ていた。

			「セイジ様。私、【氷の魔法】を覚えられるでしょうか？」

			「氷についていろいろ勉強もしたし、きっと大丈夫だよ」

			　エレナは不安そうにしているが、俺は大丈夫だと確信していた。

			　スガの街は観光スポットのような雰囲気があり、街の中心部から水の神殿に向かう道の両側には屋台がズラリと並んでいた。

			「風の神殿とは、だいぶ雰囲気が違うな」

			「ここは、【水の魔法】を使った薬品などを取り扱う店がたくさんあって、そういった薬品を購入したい人たちが集まってくるんです」

			「なるほど、ここはそういう街なのか」

			「兄ちゃん、見てみて、アクセサリーも売ってる」

			「買わないぞ」

			「買ってなんて一言も言ってないじゃん」

			「どうせ言うんだろ？」

			「あの、首飾りなんてエレナちゃんに似合いそう」

			　とりあえず【鑑定】してみた。

			　

			〈鑑定〉

			【身代わりの首飾り】

			所有者が致命傷を受けた時、身代わりとなって助けてくれる。

			一度発動すると壊れてしまう。

			レア度：★★★

			　

			　なんか、良さ気なアイテム来た！

			　値段を見ると３０００ゴールドだった。

			「すいません、この首飾り、何個ありますか？」

			「あと２個だよ」

			「じゃあ、その２個ください」

			「まいどあり～」

			　俺は６０００ゴールドを支払って２個の首飾りを受け取った。

			「兄ちゃん、なにいきなり買ってるの！」

			「まあいいじゃないか」

			　俺は、２人に『身代わりの首飾り』を手渡した。

			「いただけるんですか？」

			「ああ、その首飾りは所有者を守る効果のある魔道具だから、なるべく身につけておいてくれ」

			「はい、分かりました！　肌身離さずずっと身につけておきます」

			「兄ちゃん、ありがとう」

			　２人とも喜んでくれたみたいでよかった。

			　その後、俺たちは水の神殿に到着し、俺は受付の人に話しかけた。

			「こんにちは、拝観料はおいくらですか？」

			「水のマナ結晶への拝観料は、お１人様４５００ゴールド、氷のマナ結晶は10ゴールドになります」

			　風と雷のマナ結晶と同じ値段か。

			　属性魔法の拝観料はみんなこの値段なんだろうか？

			「それじゃあエレナ、俺とアヤは水のマナ結晶を参拝してくるから、ちょっと待っててくれ」

			「はい、行ってらっしゃい」

			　俺たちはエレナに見送られ、拝観料９０００ゴールドを支払って水のマナ結晶を参拝した。

			『【水の魔法】を取得しました。【水の魔法】がレベル４になりました』

			　レベル４か、うーむ、流体力学をもっとちゃんと勉強しておけばよかった。

			　どうやらアヤも習得できたみたいだ。

			　俺たちは、すぐにエレナのところに戻ってきた。

			「セイジ様、どうでした？」

			「俺はレベル４だった」

			「すごいです！」

			「私のレベルはいくつになってる？」

			「アヤは……レベル３だな」

			「え～!?　もっといくと思ってたのに……やっぱり兄ちゃんの言ってる知識が魔法のレベルに関係する話は当たってるっぽいね」

			「それでは、次は氷のマナ結晶参拝に行ってみよ～」

			「はーい」「はい」

			　俺たちは拝観料30ゴールドを支払って氷のマナ結晶を参拝した。

			『【氷の魔法】を取得しました。【氷の魔法】がレベル４になりました』

			　うーむ、またレベル４か、レベル５は結構ハードルが高いのかもしれないな。

			「セイジ様、どうですか？　私、【氷の魔法】を習得できましたか？」

			「まあ待て、今調べるから」

			　エレナに急かされつつ、【鑑定】してみると……。

			「エレナの【氷の魔法】は、レベル３だ」

			「ほんとですか!?　やりました！　また新しい魔法を覚えられました!!」

			「まあ、エレナちゃん、落ち着いて」

			「アヤのレベルも３だったよ」

			「まじか、やっぱりレベル４のハードルは高いのかな～」

			　そんなことを言いつつ、アヤとエレナは手を取り合ってぴょんぴょん飛び跳ねていた。

			「兄ちゃん、早速新しい魔法を使いに行こうよ」

			　本当は風の神殿も行きたかったのだが、アヤとエレナはすぐに新しい魔法を使いたいみたいだし、風の神殿はエレナが風について勉強してから改めて行くことにするか。

		

	
		
			０５８　新魔法実験

			　

			「ここらへんでいいか」

			　俺たちはスガの街を出て、少し歩いたところにある池の辺(ほと)りまで来た。

			「ここで新しい魔法をいろいろ試してみよう」

			「はーい」「はい」

			「まずは【水の魔法】からね、あそこに見える木を的(まと)にして攻撃してみよう。まずは、アヤから」

			「はーい」

			　アヤは10ｍくらい離れた位置にある木に向かって構え、両方の手のひらを内側に向け、見えないドッジボールを掴んでいるかのようなポーズを取った。

			「いっくよ～」

			　アヤの掛け声とともに、ドッジボールの中心の位置に、小さい水の玉が出現し、徐々に大きくなっていった。

			「え!?」

			　その様子を見ていたエレナが、なぜか驚いている。

			　水の玉の大きさが野球のボールほどになった。

			「水の玉(ウオーターボール)！」

			　そして、アヤの掛け声とともに、水の玉が動き出した。

			　しかし、速度が遅い。

			　水の玉はふらふらと目標の木に向かってゆっくり飛び、木に到着するとバシャッと音を立てて水の玉は弾けた。

			「ど、どうよ！」

			「速度がゆっくりだったけど、初めてにしては上出来だな」

			「いえいえ！　そんなことより、アヤさん、どうやって水を召喚したんですか!?」

			　エレナは、変なテンションになっていた。

			「え？　水を召喚？　水は、周りの空気から湿気を集めて作っただけだよ。押入れの湿気取りみたいな感じで」

			「しっけとり？」

			　どうやらエレナはよく分かってないみたいだ。

			「エレナ、雨はどうして降るのか知っているか？」

			「雨ですか？　雨は天に開いた穴から落ちてくるのではないのですか？」

			「なるほど……ここではそういう世界観なのか……」

			　異世界と地球との世界観の差に改めて愕(がく)然(ぜん)とした。

			「では、まずは実験をしてみよう」

			「実験ですか？」

			「アヤ、もう一度水を作ってくれ」

			「はーい」

			　アヤはさっきより短時間でさっきと同じ野球のボールほどの水の玉を創りだした。

			「じゃあエレナ、アヤの作った水をなるべくこぼさないように、１ヶ所に止めておいてくれ」

			「はい」

			　エレナは、アヤから水の玉を受け取って、自分の目の前に固定させた。

			　さすがエレナ、水の玉がピッタリと静止していて、まったく揺るがない。

			「それじゃあ、これから俺がこの水の玉を熱するから、エレナはこのまま、水を一滴もこぼさないようにするんだ」

			「は、はい」

			　俺はおもむろに、【電熱線】魔法を使ってエレナの水の玉を熱し始めた。

			　コポコポ……。

			　しばらくして、水の玉の下の方から泡が出始めた。

			　ボコボコボコ……。

			　次第に泡の量が増え大きさも大きくなっていった。

			「あ、あれ？　水が減ってます」

			「どうして水が減っているかその理由を、じっくり観察するんだ」

			「は、はい」

			　さらに熱し続け、ついに激しく沸(ふつ)騰(とう)し始める。

			「湯気がいっぱい出ると、その分どんどん水が減っていきます」

			「いいぞ、もっと観察するんだ」

			「はい！」

			　しばらくして、すべての水が蒸発し、なくなってしまった。

			「なくなっちゃいました」

			「エレナ、水がどこに行ったか分かったか？」

			「えーと、水は湯気になって消えちゃいました」

			「それは違うぞ、湯気になっても消えてない。見えなくなっただけだ」

			「見えなくなったんですか？」

			「そうだ、さっきの水は見えなくなって、この辺の空気に溶け込んじゃったんだ」

			「と、溶け込んだ!?」

			　エレナは辺りをキョロキョロ見回している。

			「つまり、空気に溶け込んだ湯気をまた集めたら～」

			「また水に戻せるのですね！」

			「そうだ、水を作り出すのはできそうか？」

			「やってみます！」

			　エレナは両手を上にあげて、集中し始めた。

			　しばらくすると、エレナの頭上にモヤモヤとした何かが集まり始めた。

			「いいぞ！」

			　エレナはニッコリ微笑んで、さらに集中を続ける。

			　しだいにモヤが白く色づいてきて雲のようになっていった。

			　俺とアヤがその様子を見守っていると……。

			　ぽつりぽつりと雲から雫が垂れてきて、ついにはバラバラと雨が降りだした。

			「きゃっ！」

			　エレナは、自分の魔法で作り出した雨で自分自身を濡らしてしまった。
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			「もう、エレナちゃん何やってるの！」

			　アヤは急いでエレナに【ドライヤー温風魔法】を使って乾かしてあげていた。

			「でも、水を作り出すことに成功したな」

			「はい！　セイジ様、ありがとうございます!!」

			　エレナはビショビショになりながら、嬉しそうに微笑んでいた。

			「よし、エレナも水を作れるようになったから、あの木に向かって攻撃してみるんだ」

			「はい！」

			　エレナは元気よく返事をして魔法を実行し始めたのだが……。

			　雲を作り出して、雨が降り出し、その雨を集めて水の玉にして、それを木に向かって飛ばして、ぱしゃっと木にぶつけた。

			　攻撃の威力も問題だが、全部の動作に掛かった時間が30秒を超えていたのだ。

			「エレナちゃん、いくらなんでも時間が掛かりすぎだよ」

			「す、すいません」

			　エレナはシュンとしてしまった。

			「エレナ、雲をここじゃなくて、あの木の上に作れないか？」

			「あの木の上ですか？　やってみます」

			　エレナが集中すると、木の上に雲ができあがり、雨がパラパラと木に降りかかった。

			「こっちの方が早くていいんじゃないか？」

			「でも、兄ちゃん、雨が降ってるだけだよ？」

			「あのまま、雨の量を増やせられれば、いい感じの攻撃になるかも。エレナ、できそうか？」

			「やってみます」

			　エレナがさらに集中すると、ザーっという強めの雨になった。

			　しかし、数秒も持たずに雨はやんでしまった。

			「どうした？　魔力がきれちゃったか？」

			「い、いえ、周りの水がなくなってしまって」

			「じゃあ、地面に落ちた水をもう一度使うんだ」

			「あ、はい。やってみます」

			　今度の雨はしばらく降り注いだ。

			　しかも、周りから集めた水も徐々に追加され、どんどん雨脚が強くなっていき、ついには土砂降りになった。

			「すごいじゃないか！　これならかなり使えそうだ！」

			「ありがとうございます！」

			　エレナは嬉しそうに何度も大雨を降らせては、飴(あめ)を舐めて魔力の回復を繰り返していた。

			「そろそろ、真打ち登場かな」

			「兄ちゃんも【水の魔法】をやるの？」

			「ああ、見とけよ見とけよ～」

			　俺は、水を生み出し、その水に水圧をかけていった。

			　水にかなりの水圧がかかったところで、ウォータージェットの要領で目標の木に向かって噴射した。

			　ウォータージェットは木に衝突し、大きな音を立てて穴を開けた。

			　そのままウォータージェットを横にずらしていくと、木は根本から斜めに切断され、重力にしたがってズズズっとズレて、バタリと倒れた。

			「兄ちゃんスゲー！」

			「セイジ様すごいです!!」

			　その後、しばらく【水の魔法】の練習を繰り返し、３人ともそれなりに使いこなせるようになっていった。

			「よし、次は【氷の魔法】だ」

			「はい」「はーい」

			　最初に挑戦したエレナは、雪を降らせる魔法になってしまった。

			　まあ、これも威力を増していけば使えるようになるだろう。

			　次に挑戦したアヤは、氷の球を作って木にぶつけた。

			　氷がそれなりに硬かったので、木には大きめな傷跡が出来ていた。結構威力があるみたいだ。

			「さて、再び真打ち登場！」

			「「わー」」

			　パチパチ

			　俺は、つらら状の氷を作り、回転を加えて木に射出した。

			　つららは木を貫通し、穴を開けた。

			「兄ちゃん、氷の威力も凄いね」

			「さすがはセイジ様です！」

			　ひと通り魔法の試し撃ちが終わった俺たちは、意(い)気(き)揚(よう)々(よう)と冒険に出かけるのであった。

		

	
		
			０５９　３匹のオークと……

			　

			　俺たちは、森で薬草探しをしていた。

			　俺の【鑑定】を使って、森の入り口付近の薬草を採取してたところ、薬草１２０本、紫草30本、氷草１１０本を入手できた。

			　それぞれの薬草の鑑定結果は以下の通りだ。

			〈鑑定〉

			【薬草】

			食べると若(じやつ)干(かん)体力が回復する。

			何種類かの薬品の材料にもなる。

			森の入り口付近に自生している。

			レア度：★

			　

			〈鑑定〉

			【紫草】

			葉は病気軽減薬の材料。

			根は傷治癒薬の材料になる。

			森の中に自生している。

			レア度：★★

			　

			〈鑑定〉

			【氷草】

			食べると胸焼けに効く。

			葉が病気軽減薬、火傷治癒薬の材料になる。

			スガの街周辺に自生している。

			レア度：★★

			　

			　採集のついでに、近くにいたゴブリンを10匹ほど倒し、『ゴブリンの耳』も収集していた。

			　この辺の薬草を採りつくしてしまうわけにはいかないので、ここでの採取はこのくらいで止めておこう。あとは森の中に自生しているという紫草がもうちょっと欲しいかな。

			「もうちょっと奥に行くか」

			「うん」「はい」

			　しばらく奥に進むと、紫草が多く自生している場所を発見した。

			「ここらへんでまた採取しよう」

			「はい」

			「兄ちゃん、魔物はいないの？」

			「近くに何匹かいるみたいだ。採取し終わったら様子を見に行ってみよう」

			「はい」「はーい」

			　紫草をあらかた採りつくし、移動しようかと思ったその時だった。

			「キャー！」

			　遠くで女の子の悲鳴が聞こえた。

			「行くぞ！」「うん」「はい」

			　俺たちは短く会話して、その悲鳴のした方へ走った。

			　その場所に到着すると、よく分からない状況になっていた。

			　この前戦ったのと同じ、肌の白いオークが３匹、その内の１匹が女の子を小脇に抱えている。

			　そして、残りの２匹は、肌の黒い別のオークと戦っていたのだ。

			　これ、どういう状況？　白と黒、どっちかが女の子を助けようとしているのか？

			　俺が、判断に迷っていると――。

			　エレナは躊(ちゆう)躇(ちよ)なく両方のオークに向けて【豪雨】の魔法を使用した。

			　いきなりの【豪雨】に驚いた白と黒のオークたちは混乱し、女の子を抱えていたオークは思わずその手を放してしまった。

			　地面に放り出された女の子は、怖さからなのか震えてしまって身動きがとれないでいた。

			　俺は、【瞬間移動】で女の子の側に行き、抱きかかえてすぐに【瞬間移動】で戻った。

			「大丈夫か？」

			「あ、ありがと……」

			　女の子はそのまま、気を失ってしまった。

			　俺は、インベントリからバスタオルを取り出して女の子を包んだ。

			「エレナ、オークは２種類いるのか？」

			「このへんではあまり見ないですが、黒いのは『黒オーク』と呼ばれています。普通のオークと黒オークは仲が悪いので、遭遇すると戦いになることが多いそうです」

			「どちらかが、女の子を助けようとしてたわけじゃないのか？」

			「違います、どちらも人間を見ると襲ってきます」

			　つまり、獲物を横取りしようとしたとか、そんな感じなのか。

			　そんな話をしていると、オークたちは混乱から回復して、また戦いを始めていた。

			「どうする？　両方やっつけるか？」

			「うん、やっつけよう」「その方がいいと思います」

			「じゃあ、俺はこの子を見てるから２人で戦ってみるか？」

			「うん」「はい」

			「じゃあ、【クイック】をかけたら戦闘開始だ」

			　俺が、２人に【クイック】をかけると、エレナはまた【豪雨】を使ってオークたちを攻撃した。

			　それと同時にアヤも飛び出し、合計４匹のオークたちの周りをぐるぐる回りながら日本製ナイフで切りつけていった。

			　しばらくして、アヤの素早い移動が【竜巻】を生み出し、【豪雨】と合わさっていった。

			　まるでミキサーの様に水流が回転していた。

			　オークたちが水流から逃れようと外に出てくると、アヤのナイフで切りつけられ、水流の中へ押し戻されてしまう。

			　しばらくオークの回転が続き、オークたちが動かなくなったのを確認したので、アヤはミキサーの回転を止めた。

			　そこに残っていたのは、動かなくなった３匹の普通オークと、ぎりぎり生き残った黒オークだった。

			「まだ、生きてるぞ！」

			「うわ、しつこい！」

			　エレナは、今度は【雪】を降らせ始めた。濡れた体を冷やして体力を奪う作戦なのだろう。

			　アヤもそれに合わせて、【氷の球】で黒オークを攻撃した。

			　しばらくあと、そこには黒オークの氷漬けが完成していた。

			「いえーい」

			　アヤとエレナはハイタッチをしてお互いを称え合っていた。

			「お前ら、すごいな！」

			　それは、俺の心からの感想だった。

			　しかし、ドライヤーとか、扇風機とか、ミキサーとか、アヤの魔法は、家電みたいなのばっかりだな。

			「この子を街に連れて行かないといけないから帰るぞ」

			「「はい」」

			　俺は、イカ臭い３匹の普通オークと黒オークの氷漬けをインベントリにしまって、スガの街の入り口から少し離れた位置に【瞬間移動】した。

			「すいません、森の中でオークに拐(さら)われていた女の子を保護したのですが、どうしたらいいですか？」

			　俺が門番の兵士に事情を説明すると、俺たちは詰所に案内された。

			　詰所のベッドに女の子を寝かせると、しばらくしてその子は目を覚ました。

			　話を聞き、失踪届が出ていたメグちゃんであることが分かり、兵士がメグちゃんのお母さんを連れてきてくれた。

			「メグ！　無事でよかった!!」

			「お母さん!!」

			　話を聞くと、街の中で遊んでいたはずのメグちゃんが急にいなくなり、探していたという。

			　街の中にいたはずなのに、なぜオークに拐(さら)われたのだろう？

			　街中に『危険』を示す怪しい犯罪者とかもたまに見かけるから、そいつらが関係しているのだろうか？

			「本当にありがとうございました。なんとお礼を言ったらいいか……」

			　メグちゃんはお母さんに連れられて帰っていった。

			　よかったよかった。

			「君たちは冒険者かい？」

			　兵士の一人が話しかけてきた。

			「はい、冒険者ギルドには登録してます」

			「それじゃあ、オークのことを冒険者ギルドに報告してきてくれないか？」

			「はい、分かりました」

			「あ、それと、これを冒険者ギルドに持って行ってくれ」

			　俺たちは書類を渡された。

			「これは？」

			「治安維持は本来俺たち兵士の仕事なのだが、君たちはその仕事の手助けをしてくれた。これはその証明書だ」

			「証明書？　これを冒険者ギルドへ提出すればいいんですか？」

			「ああ、それを提出すれば冒険者ギルドのギルドポイントを上乗せしてもらえるように手配してある」

			「そういうことですか、ありがとうございます」

			　俺たちは、詰所を出て冒険者ギルドに向かった。

		

	
		
			０６０　街を探索

			　

			　俺たちは、詰所を出て冒険者ギルドに向かった。

			　スガの街の冒険者ギルドは古臭い感じの建物だった。

			　仕事がはりだされているボードのＦランクのところを確認してみる。

			　薬草採取とゴブリン討伐はニッポの街と同じ内容で、最後の一つだけが違っていた。

			〈討伐依頼〉

			【スライム討伐】　（常時依頼）

			内容：スライムを１匹討伐。討伐した証に『スライムの核』を納品

			報酬：50ゴールド

			　

			　このへんにはスライムがいるのか、今度探してみよう。

			　薬草は自分たちで使うので、売らないが、ゴブリン討伐は報告しておこう。

			　俺たちは窓口に行き、ゴブリン討伐の報告とともに、証明書を提出して白と黒のオークの件を報告した。

			　報酬のゴールドとギルドポイントは、ゴブリン討伐で１５０ゴールドと、１人５ポイント、白と黒のオークの件で６００ゴールドと、１人20ポイントだった。

			　今回で、ギルドポイントが合計で35になり、３人とも20ポイントを超えたのでギルドランクがＦランクからＥランクに昇格した。

			　次のＤランクは１００ポイントだそうだ。

			　ぶっちゃけランクを上げることに執着はないので、ゆっくりやって行こうと思っている。

			　仕事ボードでＥランクの仕事を確認してみたところ、ほとんどの仕事は、時間が掛かるものばかりで、土日しか行動できない俺たちには無理だ。

			　出来そうなのは、この１つだけだった。

			〈討伐依頼〉

			【狼討伐】　（常時依頼）

			内容：狼を３匹討伐。討伐した証に『狼の牙』を納品。

			報酬：１００ゴールド

			　

			　前に倒した狼はＥランクの魔物だったのか、後でインベントリにしまってある狼の牙を取り分けておこう。

			　まだ日は高いが、これからまた外に行くのも遅くなりそうなので、宿をとってから街を探索することにした。

			　宿はちゃんと２部屋取れた。

			　べ、べつに寂しくなんかないですよ～。

			　最初に向かったのは、商人ギルド。

			　受付で堅実そうなお兄さんが対応してくれた。

			「ただいま、塩は在庫が余り気味なので買い取りはできません。今、品薄になっている『小麦粉』でしたら高値で買い取りますので、もしお持ちでしたらよろしくお願いします」

			　とのこと。

			　どうやら戦争の影響で小麦粉が足りなくなっているらしい。

			　俺は、インベントリに入れてあった１㎏入の強力粉を取り出して見てもらうことにした。

			「こ、これが小麦粉ですか!?　ちょっと待ってください、いま鑑定士を呼びますから」

			　何だか前と似た展開だな……。

			　けっきょく強力粉はＳランクと鑑定され、１００ゴールドで売れた。

			　１㎏で１００ゴールドだから、１００ｇのパンを10個作ったら、パン１個の原価が10ゴールド以上になってしまうじゃないか。そんな高いパン、どんな金持ちが食べるんだよ！

			　マナ結晶拝観料のためにお金も貯めないといけないし、今度、小麦粉を大量に仕入れてくるか。

			　商人ギルドを出ても、外はまだ日が高かった。

			「さて、アヤとエレナはどこか行きたいところある？」

			「セイジ様、私、武器が欲しいです」

			「じゃあ、武器屋に行ってみるか、アヤもそれでいい？」

			「うん、私も武器見てみたい」

			　俺たちは、武器屋に向かった。

			「こんにちは」

			「いらっしゃい」

			　武器屋にいたのは、線の細い女性だった。

			　武器屋に似合わない感じの人だと思っていたら、武器屋の中も思っていたのとちょっと違っていた。

			「剣とかは置いてないんですね」

			「うちは後衛専門の武器屋だよ」

			　後衛専門、つまり、弓矢、投げナイフ、ロッド、そんな感じの武器ばっかりが並んでいた。

			「すいません、この子が使う武器を探してるんですが、どのようなものがいいか、アドバイスをもらえませんか？」

			「よ、よろしくお願いします」

			　エレナは店長さんにお辞儀をした。

			「この子がね～。で、今まで武器を使った経験は？」

			「えーと、水のロッドを使っていますが、魔法を使ってばかりで、直接攻撃はしたことないです」

			「なるほど、水の魔法師さんなのか」

			「水以外にも、氷と回復の魔法も使えます」

			「そいつはすごいな。それだけ魔法を使えるのに魔法以外の攻撃もしたいのか」

			　エレナは、店長さんにいくつかの弓矢や投げナイフを用意してもらって、試し撃ちなどをしていたのだが、どれも上手く扱えなかった。

			「遠距離武器がダメなら、ロッドしかないか」

			「ロッドでしたら水のロッドがありますよ」

			「いや、ちょっと待ってな、いいの持ってくるから」

			　店長さんはそう言うと、奥からちょっと太めのロッドを持ってきた。

			「このロッドなら、打撃攻撃も出来るぞ」

			　俺は、そのロッドを鑑定してみた。

			〈鑑定〉

			【魔力のロッド】

			攻撃が当たった瞬間にＭＰを消費し攻撃力に変換する。

			魔力に比例して威力が上がる。

			レア度：★★★

			　

			　なんか良さそう、エレナ用だけじゃなくて俺のも欲しいくらいだ。

			「これは、いくらですか？」

			「５０００ゴールドだよ」

			　ギリギリ買える、しかし残金がほぼ無くなってしまう。

			「ちょっと高いですね、他のにしましょう」

			「いや、これにする！」

			「セイジ様、いいんですか？」

			「所持金ギリギリだけど、これはいいものだ。ぜひ買わねば！」

			「ほお、兄さん見る目あるね～。しかし、この武器は魔力が高くないと扱いづらいよ」

			「俺たちはみんな魔力が高いから、こういう武器はありがたいんだよ」

			「ほう、言うね～。じゃあ試してみるかい？」

			　俺たちは武器屋の裏庭に案内された。

			　そこには木でできた人形が数体設置されていた。

			「この人形で試してみな」

			　エレナは魔力のロッドを渡されて、少し戸惑っていた。

			「エレナ、頑張れ！」

			「は、はい」

			　エレナが素人丸出しの動作で人形の肩の辺りを叩いた。

			　バコォォン!!

			　魔力のロッドが人形の肩に当たった瞬間、すごい音がして、人形がぐらんぐらん揺れた。

			「おお、お嬢ちゃん凄いね！　さすが大きな口を叩くだけのことはあるな」

			「私もやってみたい！」

			　アヤがエレナから魔力のロッドを借りて構えた。

			「ほうほう、こっちの嬢ちゃんは武器の扱いも少しは出来るみたいだね」

			　アヤは、思いっきりダッシュして【すれ違い斬り】を人形の胴に叩き込んだ。

			　ズパァァァン!!

			　人形の胴から上が、放物線を描いて街の外へ飛んでいってしまった。

			「ワォ！　こりゃすごい。魔力は最初の嬢ちゃんと同じくらいだろうけど、威力の差は武器の扱いの差だね」

			　アヤはエレナとハイタッチをして喜んでいる。

			「すいません、人形を壊してしまって」

			「まあ、いいってことよ、どうせ安もんだし……で、兄ちゃんもやってみなよ」

			「いやいや、俺はいいよ」

			　俺がやったら人形を壊すだけじゃ済まなそうだしな。

			「なんだい、男なら思い切ってやってみなよ」

			「いやいや、ホントに俺はいいから」

			「もう！　アンタは男だろ！　そんな意(い)気(く)地(じ)のない奴には、これは売らないよ？」

			　ああ、もう、どうなっても知らないからな！

			「分かりました、やればいいんでしょ！　どうなっても知りませんよ？」

			　俺は魔力のロッドを受け取って、人形に向かって構えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日、スガの街付近で大きな地震が発生し、住民が避難するという騒ぎがあった。

			　幸(さいわ)い、建物にも人にも被害は出なかったのだが……。

			　なぜか、武器屋の裏庭で直径10ｍほどのクレーターが発見された。

		

	
		
			０６１　薬品製作

			　

			　すったもんだの末、魔力のロッドを購入して、逃げるように宿屋に戻ってきた。

			　今は、アヤとエレナの部屋に３人で集まっていた。

			「兄ちゃん、女の子の部屋に入ってきて何をするつもり？」

			「ここで【薬品製作】をやってみよう」

			「私、作ってみたいです」

			「作る時に道具とかいらないの？」

			「ふぉふぉふぉ」

			　俺は、わざとらしい笑い声を響かせながら、インベントリから大量のアイテムを取り出し、机の上に並べていった。

			　アルコールランプ、アルコールランプ用三脚台、ビーカー、フラスコ、試験管、試験管台、試験管ブラシ、ガラス棒、じょうご、ろ紙、ピペット(スポイト)、乳(にゆう)鉢(ばち)、乳(にゆう)棒(ぼう)、高精度デジタル測り。

			「こ、これは？」

			「いっぱいある！　理科室みたい～」

			「これで薬品を作るんだ」

			　これは仕事帰りに、池袋の十九パンズで買ってきたのだ。

			「さて、まずは体力回復薬を作るぞ」

			　俺は、薬草と塩を取り出した。

			「薬草を乾燥させないといけないんだけど、どうすればいいと思う？　２人とも、意見を聞かせてくれ」

			「温風を当てる」

			「水を魔法で取り除くのはどうでしょう」

			「じゃあ、２人はそれぞれその方法を試してみてくれ、俺は電熱線で熱してみる」

			　３人それぞれの方法で薬草を乾燥させて鑑定で調べてみた結果、エレナがやってみた『水を魔法で取り除く』方法が、一番品質がいいことが分かった。

			　俺とアヤは、エレナに【乾燥】魔法のやり方を教わって、３人で分担して薬草を乾燥させていった。

			　持っていた薬草を半分ほど乾燥させたところで、乾燥作業をいったん止め、次の作業にとりかかることにした。

			　乾燥させた薬草を、乳(にゆう)鉢(ばち)に入れて乳(にゆう)棒(ぼう)でゴリゴリと細かく砕いていく。

			　とりあえず、50ｇ分だけ砕いておいた。

			　次に、砕いた薬草を50ｇ、塩を10ｇ、魔法で水を２００㎖、それぞれ高精度デジタル測りで分量を計って取り分けた。

			　水２００㎖を入れたビーカーに、砕いた薬草50ｇと、塩10ｇを投入し、ガラス棒でかき混ぜる。

			　アルコールランプに火を付け、アルコールランプ用三脚台の上にビーカーを置き、沸(ふつ)騰(とう)するまでさらによくかき混ぜる。

			　沸(ふつ)騰(とう)したらアルコールランプの火を消し、ビーカーをインベントリに入れて時間を進ませ粗熱をとる。

			　フラスコにじょうごとろ紙をセットし、ビーカーの液体をゆっくり流しこむ。

			　これはコーヒー用のドリッパーでも良かったかもしれないな。今度買ってこよう。

			　フラスコの中の、ろ過された液体を【鑑定】してみた。

			〈鑑定〉

			【体力回復薬】

			飲むと体力を回復できる。

			品質：＋３

			レア度：★

			　

			　と、なっていた。

			　それと同時に、スキル取得のアナウンスも流れた。

			『【薬品製作】を取得しました』

			「やった完成だ！　【薬品製作】スキルも取得できた。結構簡単だな」

			「私もやってみたいです」

			　次は、エレナにやってもらった。

			　エレナが作った体力回復薬の品質は＋２だった。

			　俺より１低いのは、実験道具の扱いに慣れていないのが原因みたいだ。

			　それくらいなら、やっていればその内慣れるだろう。

			「セイジ様、やりました！」

			　エレナのステータスを見てみると、【薬品製作】スキルを習得していた。

			「さて、次はアヤだ」

			「はーい」

			　アヤが作った体力回復薬の品質は＋１だった。

			【薬品製作】スキルは習得していたが、なんか道具や材料の取り扱いが雑なんだよな。

			「なんかむずい」

			　細かい点はさておき、全員【薬品製作】スキルを習得したので、【薬品製作】レベル１のレシピを試してみることにした。

			　次に試すのはこれだ。

			〈薬品製作〉

			【病気軽減薬】

			材料：

			紫草の葉20ｇ

			氷草の葉20ｇ

			水２００㎖

			必要スキル：

			【薬品製作】レベル１

			　

			　作り方は体力回復薬とほぼ同じだ。

			　アヤは飽きて寝てしまったので、俺とエレナで作業を進めた。

			　紫草と氷草の葉っぱをとりわけて、薬草と同じように、乾燥させ、細かく砕いた。

			　後は体力回復薬と同じ手順で作業を進めて、病気軽減薬も完成させることが出来た。

			〈鑑定〉

			【病気軽減薬】

			飲むと病気を軽減できる。

			品質：＋２

			レア度：★★

			　

			【薬品製作】のレベルは上がらなかった。

			　まあ１回でレベルアップはしないか。

			　その後、同じように病気軽減薬を作っていくと、３本目で品質が＋３になった。

			　それと同時に、【薬品製作】のレベルが１から２に上昇した。

			「よし、レベルが上がった。次はエレナもやってみて」

			「はい」

			　エレナが作った病気軽減薬の品質は＋１だったが……俺と同じように３本目で＋２になり、【薬品製作】のレベルも１から２に上昇していた。

			　どうやら１から２のレベルアップは、３回必要らしい。

			　こんなに早くレベルが上がるということは……どうやら【薬品製作】に対しても【スキル習得度上昇】の効果があるようだ。

			　アヤはベッドでぐーすか眠ってしまっていたので放っておいて、俺たちは次のレシピにも挑戦することにした。

			〈薬品製作〉

			【火傷治癒薬】

			材料：

			薬草50ｇ

			氷草の葉20ｇ

			蒸(じよう)留(りゆう)水２００㎖

			必要スキル：

			【薬品製作】レベル２

			　

			　しかし、問題は蒸(じよう)留(りゆう)水だ。

			　これまでは、ただの水で良かったのだが、【薬品製作】レベル２以降は蒸(じよう)留(りゆう)水が必要になってくる。

			　蒸(じよう)留(りゆう)水は、水に【浄化】という【水の魔法】を使用することで出来るそうだ。

			　名前は蒸(じよう)留(りゆう)水となっているのに【浄化】で作れるということは、不純物をほとんど含まない『純水』なら、なんでもいいということかな？

			「エレナ、次のレシピは【浄化】という【水の魔法】が必要になる。まずは、それを使えるようにならないといけない」

			「【浄化】ですか？」

			「ああ、試しに水を綺麗にするイメージでやってみよう」

			「はい」

			　俺とエレナは、それぞれビーカーに水を入れて魔法の練習に取り掛かった。

			　しばらくして、俺の持っていたビーカーの水が淡く光り、何らかの魔法が発動したのが分かった。

			【鑑定】してみると、水が蒸(じよう)留(りゆう)水に変化していた。

			「やった、できた！」

			「セイジ様、すごいです」

			　俺は、エレナに何度かお手本を見せてあげると、しばらくしてエレナも【浄化】魔法を成功させることができた。

			「やりました！」

			「順調だな、これで次の薬が作れるぞ」

			「はい！」

			　材料はすでに揃っているので、さっそく火傷治癒薬を作成した。

			〈鑑定〉

			【火傷治癒薬】

			塗ると火傷を治療できる。

			品質：＋２

			レア度：★★

			　

			　それぞれ火傷治癒薬を10本ずつ作ったところで、俺たちの【薬品製作】レベルが２から３に上昇した。

			【スキル習得度上昇】の効果があったとしても、ちょっと早くに上がりすぎている。

			　他にもレベルが上がりやすくなる何かしらの原因が、あるのかもしれないな。

			　もしかして、日本から持ってきたちゃんとした道具を使ってるのが原因だったりするのかな？

			　エレナが眠たそうになってきたので、今日の薬品製作はここまでにすることにした。

			　今日の作成薬品は、以下の通りの結果になった。

			・体力回復薬【＋１】×１、【＋２】×１、【＋３】×１

			・病気軽減薬【＋１】×２、【＋２】×３、【＋３】×１

			・火傷治癒薬【＋１】×９、【＋２】×10、【＋３】×１

		

	
		
			０６２　雷精霊

			　

			「エレナ、お休み」

			「セイジ様、お休みなさい」

			　俺はアヤとエレナの部屋を出て、自分の部屋に戻った。

			　しかし、俺の活動はまだ終わらない。

			　俺は部屋に鍵を掛け、【瞬間移動】で街から少し離れた場所にある草原に移動した。

			　俺が何をするかというと、ずっと試していなかった魔法を、ここで試すのだ。

			　そう、それは【雷精霊召喚】だ。

			　前から実行しようと思っていたのだが、どうも嫌な予感がして、ずっと後まわしにしていたのだ。

			　しかし、いつまでも保留にしておくわけにもいかない。

			　俺は、覚悟を決めて叫んだ。

			「【雷精霊召喚】！」

			　ＭＰが大きく消費されるのを感じるとともに、目の前にビリビリと激しくスパークする『雷の玉』が現れた。

			　雷の玉は、次第に形を変え、だんだんと人間の形になっていった。

			　俺は、模造刀を構えながら様子をうかがっていた。

			「ふわーぁ、あれ？　あたい呼び出されたのか？」

			　それは、30㎝位の小さい女の子の形になって、宙にふわふわ浮いていた。

			　頭がトゲトゲで暴走族風のコスプレをした10歳くらいのＪＳと言った感じだ。

			「こんばんは」

			　俺はとりあえず挨拶をしてみた。

			「あれ？　あんた誰？」

			「俺はセイジ、【雷精霊召喚】を使ったんだけど、お前はもしかして雷精霊か？」

			「うん、あたいは雷精霊。へー、あんたが、あたいを召喚したんだ」

			　会話としては、いたって普通なのだが、なぜか空気がピリピリしていた。

			「あたいを召喚したからには……覚悟、出来てるんでしょうね？」

			　雷精霊がそう言って、ニヤリと笑った瞬間！

			【警戒】魔法が激しい『危険』を知らせた。

			　俺が【瞬間移動】で５ｍ横に移動したと同時に、俺のいた場所に、何本もの雷が降り注いだ。

			　そして雷は、けたたましい音を立てて弾けた。

			　危なかった！

			　一瞬でも【瞬間移動】が遅れていれば、一発でやられていた。

			　パチパチパチ。

			「すごーい！　アレを避けるなんて」

			　奴は、のんきに手を叩いてヘラヘラしている。

			「いきなり何をしやがる！」

			「あれ？　もしかして何も知らずに、あたいを呼び出したの？」

			「ああ、何も知らん！」

			「まあ、どっちでもいいわ。とりあえず、あたいを負かしてみなさい」

			　負かせればいいのか、なら話は簡単だな。

			　俺は模造刀の刃を返して峰打ちの構えを取った。

			　雷精霊と向かい合い、俺はジリジリと間合いを詰めていた。

			　真上から雷が落ちてくるのを【警戒】魔法で予期し、それを前方にダッシュして避けると、そのままダッシュで一気に奴との間合いを詰めた。

			　俺のとっさの行動に雷精霊は驚き、スキができている。俺はそのまま奴の胴を斬りつけた。

			　雷精霊の胴に模造刀の棟(むね)が当たる、その瞬間！

			　雷精霊の体は、一筋の雷となって模造刀をすり抜け、俺の後ろへ瞬間移動した。

			　後ろからの『危険』を察知し、とっさに横っ飛びすると、俺のいた場所に後ろからの電撃が通過していった。

			「うわ！　さっきの攻撃もすごいし、その後で後ろからの攻撃を避けるのもすごいわねー！　あんた何者なのよ！」

			「お前こそ、俺の攻撃を変なふうに避けたな」

			「まあ、あたいは雷だから～」

			　くそう、俺がゴム人間だったら、こんな奴ぶん殴ってやるのに！

			　俺は刀だけで倒すのは諦めて、作戦を変えることにした。

			　模造刀をインベントリにしまうと、エレナから預かっておいた魔力のロッドに持ち替えた。

			　さらに、自分に【クイック】と【運動速度強化】、雷精霊に【スロウ】をかけた。

			　そして、一気に距離を詰めて、さっきと同じように胴をぶん殴った……と思ったら避けられていた。

			「うわ、何このスピード!!」

			　俺はそのまま、連続攻撃に繋げていった。

			　雷精霊は、俺の連続攻撃を、ものすごい勢いで上下左右に避けまくっていた。

			　雷精霊が地面すれすれに逃げた時、魔力のロッドが地面を殴りつけてしまって、激しい地響きが起こり、小さなクレーターができていた。

			「なに、その武器！　そんなので叩かれたら死んじゃうじゃない!!」

			「じゃあ、降参するか？」

			「するわけないでしょ！」

			　俺はさらにフェイントも混ぜながら連続攻撃を続けると、雷精霊もさすがにたまらず、また雷になって、少し離れた位置に逃げやがった。

			　しかし、俺はその瞬間を見逃さず、逃げた先に【瞬間移動】で先回りして、雷精霊の顔面を、思いっきり殴りつける……。

			　俺は、雷精霊の顔面ギリギリ手前で、寸止めしていた。

			　雷精霊は、顔面を殴られると思ったらしく、目を瞑(つむ)っていた。

			「参ったか？」

			　雷精霊は、そーっと片目を開けて、俺のことを見た。

			　そして、すーっと後ろに下がると、あっかんべ～をした。

		

	
		
			[image: p_88.jpg]
		

	
		
			「攻撃が当たってないから、まだ負けてないぞ!!」

			　まだ降参しないつもりかよ！

			「じゃあ、本当に当てていいのか？」

			「知るか！」

			　そんなに負けるのが嫌なのか？

			　精霊とはいえ、さすがに女の子を殴りつけるのは気がひけるので、別のプランに変更することにした。

			　俺は、普通にダッシュして、普通に殴りかかると、雷精霊も普通に避けた……のだが……。

			　雷精霊は避けた先で、見えない壁にぶつかった。

			「あれ？　何これ？」

			「バリア！　バリア！　バリア！」

			「え？　え!?」

			　さーて、なんとか勝ててよかった。

			　俺が歩み寄ると、雷精霊は逃げようとして、俺の作り出したバリアに、またぶつかってしまった。

			「あれ？　あれ？　何この壁は!?」

			　上下左右６方向にバリアを張られた雷精霊は、鳥かごの中の鳥だった。

			「こんなの、あたいの【電光石火】で！」

			　雷精霊が雷になってバリアを突破しようとして、ものすごい勢いでバリアにぶつかり、弾き返されてしまった。

			「な、なんで通れないの!?」

			「それは、電気属性を通さないようにしたバリアだから無理だよ」

			【バリア】の魔法は、属性魔法を覚えていると、その属性を通さないバリアを張ることができるのだ。

			【雷の魔法】がレベル５の俺なら、雷を完全シャットアウトできるわけだ。

			「そ、そんな……　属性精霊最強のあたいが、こんな簡単にやられるなんて……」

			　雷精霊は急に借りてきた猫のようにおとなしくなってしまった。

			「で？　なんで俺は君に襲われたんだ？」

			「分かったよ、説明するよ」

			　雷精霊がしぶしぶ説明を始めたが、内容はだいたい以下の通りだった。

			・精霊と戦って勝つと、精霊と契約できる。

			・もし負けていたら、負ったケガは治してくるつもりだったたらしい。

			・契約すると、召喚された精霊が戦いに参加してくれる。

			　ということらしい。

			「というわけ。契約するから、ここから出してくれよ」

			「分かった」

			　バリアを解いて出してやる。

			　雷精霊は、スーッと近づいてきて、いきなり、俺に『でこちゅー』してきた。

			　その瞬間アナウンスが聞こえた。

			『レベルが23に上がりました。【棒術】を取得しました。【棒術】がレベル３になりました。【雷の魔法】がレベル６になりました』

			　これで契約成立か。

			「って！　【雷の魔法】がレベル６!?」

			「そうよ、契約が成立するとレベル６になるんだよ」

			「レベル５が最大じゃなかったのか？」

			「いわゆる『限界突破』ということだ」

			　まさかレベル６があったとは……。

			　自分自身を鑑定してみると、ステータスが激しく上昇していた。

			　特にＭＰは５０００を超えていた。

			　魔法に長けたエレナですら１０００を超えていないのに、これは結構ヤバイ数値なんじゃないだろうか。

			〈ステータス〉

			名前：丸(まる)山(やま)　誠(せい)司(じ)　職業：ＳＥ　年齢：30

			レベル：23

			ＨＰ：１２３６　ＭＰ：５５７４　力：97　耐久：97　技：２５３　魔力：５５７

			スキル：

			【時空魔法】（レベル：５、レア度：★★★★★）

			・クイック　・スロウ　・バリア　・未来予測　・インベントリ　・瞬間移動

			【情報魔法】（レベル：５、レア度：★★★★）

			・警戒　・地図　・鑑定　・隠(いん)蔽(ぺい)　・追跡　・言語習得　・スキル習得度上昇

			【雷の魔法】（レベル：６、レア度：★★★★）

			・電撃発生　・電撃コントロール　・電熱線　・白熱電球　・電気分解　・落雷

			・雷精霊召喚　・電光石火

			【水の魔法】（レベル：４、レア度：★）

			・水のコントロール　・水生成　・乾燥　・浄化　・水の玉　・水流カッター

			【氷の魔法】（レベル：４、レア度：★）

			・氷のコントロール　・氷生成　・氷の矢

			【肉体強化魔法】（レベル：３、レア度：★★）

			・体力回復速度強化　・運動速度強化　・耐久強化

			【体術】（レベル：３、レア度：★★）

			・足払い　・カウンター　・武器取り　・電(でん)撃(げき)拳(けん)　・電(でん)撃(げき)蹴(しゆう)

			【剣術】（レベル：２、レア度：★）

			・斬り下ろし　・足払い

			【刀術】（レベル：４、レア度：★★★）

			・二段攻撃　・鍔(つば)迫(ぜ)り合い　・武器破壊　・抜き胴　・フェイント

			【棒術】（レベル：３、レア度：★★）

			・殴りつけ　・吹き飛ばし

			【薬品製作】（レベル：３、レア度：★★★）

		

	
		
			０６３　職人ギルド

			　

			　翌朝、アヤとエレナと合流し、宿屋の食堂で朝食を食べていると……。

			「兄ちゃん、昨日の夜はどこに行っていたの？」

			「へ？」

			「トボけたって無駄なんだからね！」

			「セイジ様、昨日の夜、遠くでものすごい雷が何度も鳴ってて、怖くなって私たち、セイジ様の部屋に行ったんです」

			「か、勘違いしないでよね！　私は別に全然怖くなかったけど、エレナちゃんが怖がるから仕方なく行ったのよ」

			　アヤは、わざと言っているのだろうか？

			「別に隠してるわけじゃないよ、昨日は試してなかった危険な魔法を使ってみただけ」

			「危険な魔法……なにそれ!?　どんな魔法？」

			「【雷精霊召喚】だよ」

			「精霊!?　見たい見たい！」

			「私も見てみたいです」

			「後でな」

			　朝食を食べ終わり、食後のお茶を飲んでいる時、俺はあることを思い出した。

			　レベルと雷の魔法レベルが上がって、ＭＰや魔力がかなり増えた。

			　もしかして、それによって【追跡用ビーコン】の数も増えてたりするんじゃないか？

			　物は試しとアヤに【追跡】魔法をかけてみた。

			　成功した！

			　４つ目の【追跡用ビーコン】をアヤにかけることができた。

			　さらに、そこらへんにいた女性にも【追跡】魔法をかけてみると、５つ目の【追跡用ビーコン】もかけることが出来た。

			　６つ目はかけられなかった。

			　現在の俺のＭＰは５０１０、魔力は５０５なので、おそらく、ＭＰ１０００もしくは魔力１００毎に【追跡用ビーコン】が１個増えると考えるべきだろう。

			　今後はそれを目安にすることにしよう。

			「兄ちゃん、さっきから何してるの？」

			「いや、なんでもないよ」

			　朝食を終えた俺たちは、後片付けをしていた宿屋のおばちゃんを呼び止めて、自作した薬を買い取ってくれるところがないか聞いてみた。

			　どうやら職人ギルドというものがあって、そこで買い取ってくれるそうだ。

			　俺たちは、早速職人ギルドに向かった。

			　職人ギルドは、市場のような雰囲気だった。

			　でかいショッピングモールのような広さで、エリアがいくつかに分かれていた。

			　調理、薬品製作、革細工、木工、石材加工、金属加工などのエリアがあった。

			　薬品製作エリアの入り口にエリアの総合窓口があったので、話を聞いてみた。

			「すいません、薬品を買い取ってもらいたいんですが」

			「薬品の買い取りでしたら、３番窓口にお願いします」

			　窓口のお姉さんに無愛想に説明され、３番窓口へ。

			「すいません、薬品を買い取ってもらいたいんですが」

			「ここに出しな」

			　３番窓口のお兄さんに、無愛想に言われ、窓口の机に薬品を出した。

			「あーダメダメ、こんな容器じゃなくて、ギルド認定の瓶に移してもらわないと、瓶の販売は１番窓口なので、そっちに行って」

			「あ、はい」

			　なんかたらい回しにされてる感じだ。

			　１番窓口の受付は、若い女性だった。

			「すいません、ギルド認定の瓶が欲しいのですが」

			「えーと、薬の種類ごとに瓶が違います。どの薬の瓶がご入用ですか？」

			　なるほど、そういうシステムか。

			「えーと、体力回復薬、病気軽減薬、火傷治癒薬の３種類です」

			「それぞれ、１瓶２ゴールドです。おいくつご用意いたしますか？」

			「体力回復薬を３個、病気軽減薬を６個、火傷治癒薬が20個お願いします」

			　俺はそう言って58ゴールドをテーブルに置いた。

			　受付の女性は、俺がテーブルに置いた58ゴールドを不思議そうに見つめ首を傾げながら、変な石を並べて何かをしている。いったい何をしているんだろう？

			　しばらくして。

			「合計で58ゴールドになります」

			　と言って、ドヤ顔で俺の顔を見た。

			　俺が、テーブルの上に置いた58ゴールドを指さすと……。

			「え？」

			　女性は少しびっくりしながらゴールドを数え始めた。

			「ちょうど、58ゴールド、です……」

			　どうやら、暗算に驚いているようだ。

			　そして、女性は、さっきのドヤ顔から一転してションボリした顔になってしまった。

			　もしかしてこの人は、計算の技能が自慢だったのかな？

			　そうだとしたら、ちょっと悪いことしちゃったかな？

			　あ、そうか！　さっきの、変な石を並べていたのは計算機のようなものだったのかも。

			　女性は、しょんぼりしながら薬用の小瓶を出してくれた。

			　瓶に薬を移し替える作業ができる場所がないか聞いたところ、作業用のテーブルに案内された。

			　そのテーブルで、薬を小瓶に移し替える作業を終わらせ、やっと３番窓口に戻ってきた。

			　ここまで長かった……。

			「薬を瓶に詰めてきたので、買い取りをお願いします」

			「はい、それでは、ここに並べてください」

			　俺が、瓶を並べると。

			「あれ？　これは同じ薬ですよね？　なぜ分けて置いているのですか？」

			「えーと品質が＋１～＋３で違うので、分けたんだけど？」

			「ああ、【鑑定】技能をお持ちだったのですか、失礼しました。しかし、規則ですので、こちらで鑑定し直す形になりますが、よろしいですか？」

			「はい」

			　受付のお兄さんは、薬の瓶をトレイに乗せて裏に持っていき、薬を鑑定してもらって戻ってきた。

			「確かに、申告いただいた通りの品質でした。それで、こちらが薬の買い取り価格になります」

			　渡された紙には薬の買い取り価格が書かれていた。

			・体力回復薬　無印：５Ｇ、【＋１】：７Ｇ、【＋２】：10Ｇ、【＋３】：20Ｇ

			・病気軽減薬　無印：10Ｇ、【＋１】：15Ｇ、【＋２】：20Ｇ、【＋３】：40Ｇ

			・火傷治癒薬　無印：25Ｇ、【＋１】：37Ｇ、【＋２】：50Ｇ、【＋３】：１００Ｇ

			「この価格で買い取りますが、よろしいですか？」

			「はい、お願いします」

			　さて、この難しい計算はどうやってやるつもりだろう。

			　そんなことを考えていると、お兄さんは、並べられていた体力回復薬＋１を手に取って、代わりに７ゴールドを置いた。

			　次に体力回復薬＋２を取って、10ゴールドを置いた。

			　そして、体力回復薬＋３を取って、20ゴールドを置く。

			　なるほど、１個ずつ個別にお金に替えていくのか。

			　しばらく見ていると、病気軽減薬まで終わった所で、火傷治癒薬の【＋１】と【＋２】を飛ばして、処理を進めていた。

			　この２種類は９個と10個で、数が多いから後まわしにしているのかな？　と思っていたら……。

			「おーい、サラ！　こっち頼む」

			　お兄さんは誰かを呼んだようだ。

			　そこに現れたのは、１番窓口の女性だった。サラと言う名前なのか。

			　サラは、俺たちに気がついて恐縮したような表情で挨拶した。

			「これの計算を頼む」

			「はい」

			　どうやらサラは、ここの計算を一手に引き受けている人みたいだ。

			　サラは『37×９』と『50×10』の計算を始めた。

			　さすがに『50×10』は素早く計算を終えたが、『37×９』の計算はすごく時間が掛かった。

			　ここの人たちは、こんな計算能力で本当にやっていけてるんだろうか？　ちょっと心配になってきた。

			　結局、薬の買い取り価格は……。

			　体力回復薬が37ゴールド、病気軽減薬が１３０ゴールド、火傷治癒薬が９３３ゴールドになって、合計１１００ゴールドだった。

			　サラは一仕事終えた充実感を感じている顔をして、持ち場に戻っていった。ご苦労様でした。

			　今度は、薬の材料の販売をしている場所を聞き、２番窓口にやって来た。

			「すいません、『マンドレイクの根』はありますか？」

			「えーと、１個１００ゴールドで在庫は７個あるよ」

			　２番窓口のおばちゃんが答えてくれた。

			「それじゃあ、７個全部ください」

			「はいよ、まいどあり」

			　やった、これで『精力剤』が作れるぜ！

			　そう、マンドレイクの根はエリクサーの材料だが、精力剤の材料でもあるのだ。

			　え？　精力剤を使うのかって？

			　あはは、彼女いない歴と年齢がイコールの俺が、使うわけないじゃん！

			　まあ、あれだ、【薬品製作】のレベル上げ用だよ。

			　あー、でも、いつかそういう時が来たら、使うかもしれないけど、まあ、可能性の問題だよ、可能性の。

			「ねえ、兄ちゃん、そんな変な根っこにお金使いすぎじゃないの？」

			「そそそ、そんなことは、ないよ～」

			「お金の残りが、だいぶ少ないんじゃないの？」

			「うん、まあ、そうだけど」

			「じゃあ、さっさと魔物を倒しに行ってお金を稼ごうよ、それに精霊を見せてくれる約束忘れてないよね？」

			「ああ、忘れてないよ」

			　俺たちは職人ギルドを後にした。

		

	
		
			０６４　オーク討伐

			　

			　俺たちは職人ギルドを出たところで話をしていた。

			「スライムを倒しに行きたいんだけど、いいかな？」

			「スライム？　スライムって弱い敵なんじゃないの？」

			「一応、１匹50ゴールドの仕事だよ」

			「それなら、それなりに強そうだね」

			　強そうかどうかが判断基準とは、どこかのストリートファイターかよ！

			「じゃあ、スライム討伐で２人ともＯＫかな？」

			「はーい」「はい」

			　俺たちは、スライムのいる場所を聞くために冒険者ギルドへ向かった。

			「すいません、スライムのいる場所を教えてください」

			「あ、あなた方はセイジさんのパーティですね？」

			「え？　はい、そうですけど」

			「実は、明日行われるオーク討伐に参加してほしいのですが、どうでしょうか？」

			「お断りします」

			　俺は光の速さで返答した。

			「あ、え？　あの……お断りですか？」

			「はい、お断りします」

			「あのですね、オーク討伐に参加していただければ、報酬もそれなりに……」

			「無理です」

			　しばらく沈黙が流れたが、受付の女性は丁寧に説明を始めた。

			「最近、この街の人が行方不明になっている事件が多発していまして、オークの仕業だと判明はしたものの、事件の件数からもっと大掛かりなオークの大群がいるものと睨んでいまして、是非ご協力いただけないかと」

			　そういう理由だったのか、しかし俺は仕事で、アヤは明日から短大が始まる、エレナを一人で行かせるわけにもいかないし、やっぱりどう考えても無理だ。

			「申し訳ないけど、明日からは別の用事がありますので、無理なものは無理です」

			「そうですか、それは仕方ありませんね」

			　なんだかんだあったものの、俺たちはスライムの場所を聞いて、その場所に向かった。

			「セイジ様、オークの件は本当に良かったのですか？」

			　エレナは街に被害が出ていることを気にしているのだろうか？

			「そんなこと言ったって、俺は仕事があるし、アヤも短大だ」

			「私が１人でここに残りましょうか？」

			「ダメだ！」

			　そんな話をしながら俺たちは目的の場所にたどり着いた。昨日魔法の練習をした池のちょうど反対側の場所だ。

			　池がそれなりに広いから昨日は気づかなかったけど、反対側はスライムが湧いていた。

			「さて、スライム退治を始めるか」

			　しかし、スライムは弱く、40匹ほどやっつけたところで、１匹もいなくなってしまった。

			　俺はスライムの核をインベントリに放り込みながら、あまりの手応えのなさにガッカリしていた。

			　スライムは自然に発生するらしいから、しばらく経てばまた湧くのだろうけど……。

			「兄ちゃん、スライム弱かったね」

			「ああ」

			　しかし、困った。まだ昼前だというのに、目標を達成してしまった。これからどうしよう。

			　俺が考え事をしていると、エレナが何か言いたげに俺の方をチラチラ見てくる。まあ、言いたいことは分かる、街のためにオーク討伐に行きたいっていうんだろ？

			「分かったよ、これからオーク討伐に行こう」

			「え？　これから？」

			「本当にいいんですか？」

			「ああ、でも、日が暮れたら日本に帰るし、仕事を受けたわけじゃないからお金ももらえないけど、それでもいいのか？」

			「はい！」「まあ、しゃあないか～」

			　俺たちは、日本から持ってきたサンドイッチで軽い昼食をとってから、オークのいた森へと【瞬間移動】した。

			「セイジ様、オークはいますか？」

			「ちょっと待って、今すぐ探すから」

			　俺は、【地図】魔法に表示される『注意』マークを探した。魔力が上がったのが影響しているのか、【地図】と【警戒】魔法の範囲が広がっていて、昨日は探知できなかった遠くの場所に、何かがたくさん集まっているのに気がついた。

			「あっちの方に、何かがいるみたいだ」

			　俺たちは、少し急ぎ足でその方向に向かった。

			　いた。オークだ。しかも、数が１００匹を超えている。

			　オークたちは木で簡単な小屋を建てたりしていて、小さな村のようになっている。

			「数が多いけど、どうする？」

			「ねえ兄ちゃん、雷の精霊は使えないの？」

			「使えるけど、あんまり気が進まないな～」

			「なんで？」

			「まあ、会えば分かる」

			　俺は仕方なしに【雷精霊召喚】の魔法を使用した。

			「こんちは～」

			「よう、昨日ぶり」

			　今回はいきなり襲ってくることもなく、いたって普通に登場した。

			「コイツが、雷精霊だ」

			「え？　コイツってこの雷の球みたいなのが精霊？」

			「え？　お２人とも何を言っているんですか？　私には何も見えませんよ？」

			　なんか２人の様子が変だ。

			「あたりまえだよ、あたいは雷精霊だから、【雷の魔法】が使えない人には見えないし、魔法のレベルが低いと玉が浮いているようにしか見えないし、話も聞こえないんだよ」

			「そういうことは、先に言えよ！」

			　俺は、アヤとエレナに事情を説明した。

			「お話できないのか～。残念！」

			「私も【雷の魔法】が使えるようになりたいです」

			　仕方ないので、俺が通訳をすることにした。

			「それでだ、あのオークの集団を倒すのにお前の力を借りたいんだけど、いけるか？」

			「あんなの余裕で全滅できるよ」

			「セイジ様、ちょっと待ってください」

			「エレナ、どうした？」

			「オークたちは街の人を誘拐しています。あの場所にはその誘拐された人たちがいるはずです。このまま攻撃してしまうと、その人たちも巻き込まれてしまいます」

			「あ、そうか！　危ないところだったな」

			「あたいが様子を見てこようか？」

			「オークに見つかったりしないか？」

			「オークに【雷の魔法】を使える奴がいたら見つかるかもだけど、そんなことはありえないから平気よ」

			「そうか！　なるほど」

			　俺は、雷精霊に【追跡用ビーコン】をかけて、偵察に送り出した。

			　追跡映像をアヤとエレナにも見えるように映し出し、オーク村の状況を確認していった。

			　オーク村の中は料理を作っている奴がいたり、武器を直している奴がいたり、本当に村のような感じだった。

			　雷精霊がしばらく調査したところで、人質が囚われている檻を見つけることができた。精霊は檻(おり)の周りを調査してから俺たちのところへ戻ってきた。

			「人質見つけてきたよ」

			「ああ、見ていた」

			「で、どうするの？　アンタたちだけでオークと戦う？」

			「俺にいい考えがある」

			　作戦はこうだ。

			１．雷精霊が檻(おり)から少し離れた位置に移動。

			２．俺とアヤ、エレナは【瞬間移動】で檻(おり)の側に移動。

			３．俺が、檻(おり)と俺たちを【バリア】で囲む。

			４．雷精霊がオークたちを攻撃。

			５．残ったオークを俺たちが片付ける。

			「この作戦でどうだ？」

			「ＯＫ」「分かった」「はい」

			　雷精霊が檻(おり)の近くまで移動して合図を出した。俺たちはそれを追跡映像で確認して【瞬間移動】で檻(おり)の近くに移動した。

			　何匹かのオークが、いきなり現れた俺たちに気がついて攻撃しようとしてきたが、アヤとエレナの魔法で押し返した。

			　その隙に俺は、檻(おり)を囲むようにバリアを展開し、雷精霊に合図を送った。

			　ドガガガガアアアン!!

			　くそう、バリアで音も遮断しとけばよかった。

			　激しい爆音とともに辺りは光に包まれ、真っ白になってしまった。

			　後ろを振り向くと、あまりの爆音に檻(おり)の中にいた10人の男女が全員気絶してしまっていた。

			　俺は【警戒】魔法で生き残りがいないかチェックしてみると、虫の息ではあるものの、何匹かまだ生き残っているオークがいた。

			　３人で生き残りのオークをひと通り退治する。

			『レベルが27に上がりました』

			　レベルが４つも上がった、まああれだけの数のオークを倒したんだから当たり前か。

			「お疲れさん」

			「お疲れ～」「お疲れ様です」

			　俺たちが、作戦の成功を労い合っていると、「じゃあ、あたいは帰るね」と言って雷精霊はさっさと帰ってしまった。

			「さて、この人たちをどうしようか？」

			「まずは、私がケガをしている人を治します」

			　俺が魔法で檻(おり)を壊すと、エレナは10人全員を治療して回っていった。その間に俺は、倒したオークをインベントリに仕舞っていく。

			　エレナの治療が終わると10人は全員意識を取り戻していた。

			　いろいろ聞かれると面倒くさい。

			『ものすごい音がしたから見に来たら、10人の男女が倒れていたので治療しただけ、俺たちはオークを見ていない』

			　ということにしておいた。

			　とりあえず、10人を街の近くまで送っていって、俺たちはさっさと日本に帰宅した。

		

	
		
			０６５　商店街と短大

			　

			　異世界から帰ってきた翌日、俺はいつも通り会社で働きながら、日課となったエレナののぞき…もとい、追跡を行っていた。

			　今日からはアヤの追跡も同時に行える。普段ならアヤをわざわざのぞきたいとは思わないが、今日から短大に通うので、少し気になっていた。

			　アヤは短大のオリエンテーションの真っ最中で、資料を大量にもらって説明を受けたり、部活の勧誘を受けたりしていた。アヤは、もらった資料をじっくり読んだりしているだけなので特に問題とかはなさそうだ。

			　今度はエレナを見てみるか。

			「エレナちゃん、こんにちは」

			「こんにちは」

			「あ、エレナちゃん、こんにちは」

			「こんにちは」

			　エレナは、次から次へと挨拶されていた。ど、どういう状況だ!?

			　エレナは商店街を歩いていた。そして、商店街の店のおっちゃんやおばちゃんから次々に声をかけられている。まるでご当地アイドルのような有り様だ。

			　まあ、エレナの容姿は日本では目立つし、性格もいいし、本物のお姫様だけあってオーラもあるし、注目されるのは仕方のないことなのだろう。

			「あ、エレナちゃん、ちょうど良かった。うちのばあさんが、腰を痛めてしまって。またあの『おまじない』をしてくれないかい？」

			「はい、いいですよ」

			　ん？　おまじない？

			　エレナは、和菓子屋さんの奥の部屋に上がり込んで、寝ていたおばあちゃんと楽しそうに会話をしている。

			「それじゃあ、おまじないをしますからね」

			「いつもすまないね～」

			『いつも』ということは、何度か来ているということか？　『おまじない』とは何なんだ？　すると、エレナは魔法を使い始めた！　だ、大丈夫なのか、これ？

			「はい、終わりましたよ」

			「はー、エレナちゃんのおまじないは、よく効くね～」

			「また痛くなったらおまじないしますから、いつでも言ってくださいね」

			「エレナちゃん、こんな物で悪いけど、これ、持って行きな」

			「ありがとうございます」

			　エレナはお礼に和菓子をもらっていた。買い物に行って色んな物を買ってくると思ったら、もらい物だったのか。

			　その後もエレナは何人かの病気やケガなどをおまじないという名の魔法で治療し、いろんな物をもらいつつ、商店街を進んでいった。

			「きゃっ、痛い！」

			　小さな女の子が転んで擦りむいてしまったようだ。

			「あら、大変」

			　エレナは、女の子のケガを魔法で治してしまった。周りを見ると驚いている人もちらほらいる。さすがにマズイかも。

			「お姉ちゃんありがと～」

			「どういたしまして」

			　仕事中で抜け出すこともできず、やきもきしていると、商店街のおばちゃん連中がエレナを囲んでしまった。

			「アンタのおまじないはすごいね～、あたしの捻(ねん)挫(ざ)も見ておくれよ」

			「私の関節痛も見てくれないかい？」

			　何だかどんどん大(おお)事(ごと)になってきている。

			　結局エレナは全員に魔法をかけて、いろんな物を持ちきれないほど渡されていた。
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			「こんなにたくさん、もう持てません」と、エレナが断ると、商店街で働いている朴(ぼく)訥(とつ)フェイスのお兄さんが荷物持ちで付いてきてしまった。

			「荷物を持ってもらってすいません」

			「い、いえ……ぼ、ボクは暇ですから」

			　エレナと朴訥フェイスは楽しく話をしながら家に向かっていた。しかしなぜ、この２人の話題は魔法少女もののアニメなんだ!?

			「エ、エレナさんは、コ、コスプレとか、しないんですか？」

			「『こすぷれ』とは何ですか？」

			　エレナになんて話題を振るんだ、コイツ！

			「え、えっと、ですね、魔法少女と同じ衣装を着て、しゃ、写真を撮ったり、するんです」

			「それは、面白そうですね～」

			　この朴訥フェイス、ヤバイ奴なんじゃないか!?

			　結局エレナは朴訥フェイスに見送られて家に帰宅してきた。

			「お荷物運んでいただいて、ありがとうございました」

			「い、いえ」

			　俺は、ヤキモキしながら映像を確認していた。しかし朴訥フェイスは、お辞儀をしてさっさと帰っていった。どうやら俺の杞(き)憂(ゆう)だったようだ。まあ【警戒】も反応しなかったし、商店街の皆さんの依頼で送ってきたのだから変なことをするわけないか。

			　エレナはもらい物を冷蔵庫や棚などにしまい、自分でお茶を淹(い)れて、ＤＶＤを見始めた。

			　ちょっとハラハラしたが、とりあえず大丈夫だったかな？

			　エレナはしばらくＤＶＤを見ているみたいなので、今度はアヤの様子を見てみよう。

			　

			　アヤは、女子数人のグループでおしゃべりをしながら部活勧誘の中を進んでいた。もう友達を作ったのか!?　俺にはまったく理解できないコミュニケーション能力だ。

			「アヤさんは、どこの部活に入るの？」

			「格闘技系に入ってみたいかも」

			「え？　アヤさんはそっち系の人？」

			　アヤが格闘技!?　小さいころ俺にボディプレスとかやってきたことがあったけど、まさかそういうのに興味があるとは意外だな。異世界で戦ったりしてるうちに変なものに目覚めてしまったんだろうか？

			　結局アヤは、女子グループで部活勧誘を見て回ったり、短大の周りの店をのぞいたり、ファーストフードでお茶したりしていた。

			　アヤは本当に格闘技を始めるのだろうか？

			　そして、エレナは魔法がバレて大変なことになったりしないんだろうか？

			　そんなことを考えつつ俺は、すっかり疎(おろそ)かになってしまっていた仕事を、自分に【クイック】の魔法をかけつつ終わらせていくのであった。

		

	
		
			０６６　狼と黄色い朝日

			　

			　エレナが『癒やし系ご当地アイドル』っぽい状態であることが判明したその夜、３人仲良く夕飯を食べていた。

			「あー、エレナさんや」

			「はい、何ですか？　セイジ様」

			「昼間は何をしていたのかな？」

			「えーと、商店街に買い物に行きました」

			「兄ちゃん、エレナちゃんたら商店街の人たちから色んな物をもらってきたんだよ」

			「ほうほう、それはすごいですなー」

			　俺の心配を知ってか知らずか、アヤとエレナはもらい物の品定めを始めた。

			　和菓子、トンカツ、メロンパン、たい焼き、鍋、サンダル、傘、米、塩、砂糖、醤油、味噌、せんべい、トイレットペーパー、電動マッサージ機、バラの花束、食用油、アロマキャンドル、化粧品、などなど……。

			　途中に変なのもあったけど、心のきれいな人には変に見えないらしい。

			「それで、商店街の皆さんは、なんでこんなにいろいろなものをくれたんだい？」

			「それは、ケガや病気の方を魔法で治療したお礼です」

			「え？　エレナちゃん魔法使っちゃったの!?」

			「いけなかったですか？」

			「まあ、商店街の皆さんもいい人みたいだし、大丈夫でしょ」

			「ま、いいか～。エレナちゃんに何かあったら私と兄ちゃんで守ればいいだけだし」

			「お２人とも、ありがとうございます」

			　まあ、ケガや病気で苦しんでる人を目の前にして魔法を使うなと言ってもムリだろうし、なんとかなるだろう。

			「ところでアヤは、短大の初日どうだったんだ？」

			「友達が３人できて、クラブ勧誘とか、キャンパスの中を一緒に見て回って、その後はファーストフードでダベってた」

			「どこかのクラブに入るのか？」

			「格闘技系のクラブに入ろうかと思ってて、考えてるのは空手道部かな」

			「もっと女の子らしいクラブにしろよ」

			「なにそれ？　別にいいでしょ、私の勝手なんだから」

			「まあ、そうなんだけどさ。もし、空手道部に入っても、試合で魔法とかを使うなよ？」

			「分かってるって」

			　そんな会話をしつつ、夕食を食べ終えた俺たちは薬品製作の続きをすることにした。

			「アヤも、もうちょっと薬品製作してみないか？　スキルを上げるとステータスにボーナスがもらえるぞ？」

			「本当？　それなら少しやってみようかな」

			　俺たちは薬品製作を始めたのだが、アヤは病気軽減薬を３本作ってレベルが２になった段階で飽きて止めてしまった。

			「もうちょっと、頑張れよ」

			「私、理科の実験とか苦手なのよね～。後はエレナちゃんに任せた」

			　アヤは、そう言うと部屋に戻ってしまった。どうしてあんな子に育ってしまったのやら、お兄さん悲しいよ。

			「私たちは、何を作るんですか？」

			「【薬品製作】レベル３だと、傷治癒薬だな」

			　レシピはこれだ。

			〈薬品製作〉

			【傷治癒薬】

			材料：

			薬草50ｇ

			紫草の根20ｇ

			魔力水２００㎖

			必要スキル：

			【薬品製作】レベル３

			　

			「魔力水はどうするんですか？」

			「レシピには、蒸(じよう)留(りゆう)水に回復魔法を使うことで作れると書いてある。これはエレナにしかできないからよろしくな」

			「はい、やってみます」

			　エレナは蒸(じよう)留(りゆう)水を手に持ち、【回復魔法】を込めようと試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)している、俺はその間に【水の魔法】で蒸(じよう)留(りゆう)水を多めに準備しておいた。

			　やっとエレナが魔力水の製作に成功し、十分な量の魔力水ができあがったので、エレナにはいったん休んでいてもらって、俺が先に傷治癒薬の製作に取り掛かった。

			　まずは紫草から根だけを取り分け、乾燥させ、後は他の薬と同じ手順で進めていくだけだ。

			【傷治癒薬】の製作は上手くいくものの、一向に薬品製作のレベルが上がらない。傷治癒薬を30個作った所で、やっとレベルが３から４に上昇した。

			　どうやらレベル０→１が１回、１→２が３回、２→３が10回、３→４が30回でレベルが上がっていくようだ。レベル５に上げるためには１００回必要になるのかな？

			「さあ、次はエレナの番だよ、頑張って」

			「はい！」

			　エレナも傷治癒薬を30個製作し、【薬品製作】レベルが４に上がった。

			「次のレシピは呪い治癒薬だけど、材料がないから、また今度だね」

			「どんな材料が必要なんですか？」

			「えーと、レシピは～」

			〈薬品製作〉

			【呪い治癒薬】

			材料：

			紫刺草(いらくさ)50ｇ

			塩10ｇ　※Ａランク以上。

			聖水２００㎖

			必要スキル：

			【薬品製作】レベル４

			　

			「これだ。塩はあるから、紫刺草(いらくさ)と聖水を探さないと」

			「聖水は魔力水みたいに魔法で作れないんですか？」

			「聖水は魔力水に【光の魔法】を込めて作るそうだから、今の俺たちには作れないな」

			「そうですか、残念です」

			　今日作成した薬品は以下の通りになった。

			　病気軽減薬＋１×２、病気軽減薬＋２×１、傷治癒薬＋１×29、傷治癒薬＋２×30、傷治癒薬＋３×１。

			　そんなこんなで今日の薬品製作は終了した……のだが、俺は自分の部屋に戻って続きを始めるのであった。

			　俺が１人で作る薬品はこれだ！

			〈薬品製作〉

			【精力剤】

			材料：

			マンドレイクの根50ｇ

			体力回復薬２００㎖

			必要スキル：

			【薬品製作】レベル３

			　

			　このために高いマンドレイクの根を買ったのだからな。

			　マンドレイクの根は７個しかないので、それに合わせて材料の体力回復薬も７本作成しておく。そして、高かったマンドレイクの根を贅沢に使い、精力剤を作成してみると……。

			　俺の【薬品製作】レベルがすでに４に上がっているからなのだろう、精力剤＋３の品質となった。

			「やったぜ!!」

			　俺は、試しに一口だけ飲んでみた。

			「っ！！？」

			『後悔先に立たず』とは、まさにこのこと。俺はその夜、飢えた狼のようになってしまい、隣の部屋でスヤスヤと眠る子羊ちゃんを襲おうという欲望を、素数を数える事で必死に抑えこみ、一睡もできずに黄色い朝日を拝むこととなった。

		

	
		
			０６７　おっさん２人の怪しげな密談

			　

			　こっそり精力剤＋３を作った翌日、俺は昼休みに部長のデスクへ赴き、声を掛けた。

			「部長、実はお話したいことがありまして、お昼ご一緒してもいいですか？」

			「あ、ああ、かまわんよ」

			　部長は変な顔をしていたが、部長の勧めで高級寿司店に入り、昼食を取ることにした。しかも個室。

			　席につくやいなや、部長は真剣な表情で話し始めた。

			「丸山くん、最近の君の活躍は眼を見張るものがある。それだけの才能を十分に発揮できる仕事を用意できていないことは私の不徳のいたすところだ。だからといってすぐに独立というのは……なんとかもうちょっと待ってくれないか？」

			「えーと、部長？　いったい何の話ですか？」

			「だから、君が独立したいという話……じゃないのか？」

			「違いますよ！」

			「ち、違うのか！　なんだ、ビックリさせるなよ。では、何の話なんだ？」

			「少し前の飲み会の時、夜の方の元気がないという話をしていましたよね？」

			「は？　そそそ、そんなこと、話したっけ？」

			「してましたよ」

			「だからなんだって言うんだ。歳なんだから仕方ないだろ！」

			「それでですね～。実はすごいのを手に入れてしまいまして」

			「すごいのだと!?」

			　俺は、昨日作った精力剤＋３を１００円ショップで買ったそれらしい瓶に入れたものを、コトリと机の上に置いた。

			　ごくり。

			　部長が期待と不安に満ち溢れた表情で、小瓶を見つめる。

			「実は、俺も試してみたのですが。そりゃあもうすごい効き目で大変でした」

			「そ、そんなになのか!?」

			「ええ」

			「それで、これはいくらしたんだ？」

			「すいませんけど、これはちょっと特殊なルートから手に入れたものでして、値段がどうこうというシロモノじゃないんですよ。ただ、部長には日頃からお世話になっていますので、この１本は差し上げます」

			「『１本は』と言うことは、それ以降は違うということか？」

			「ええ、さすがに元手も掛かっているものですので、そう何本もというわけには……」

			「分かった、その時は改めてということでいいかな？」

			「はい」

			　おっさん２人の怪しげな密談は終了し、２人で仲良く美味しい高級寿司（部長のおごり）を食べて会社に戻った。その日一日中、部長はそわそわしていて、いつもは遅くまで残っているのに終業時間になるやいなやそそくさと帰宅してしまった。

			　

			　しばらくして俺の仕事も終わり、帰宅しようと会社を出たところで、怪しい人物がウロウロしていた。

			　大きなリュックを背負い、地図を片手にキョロキョロしている金髪の美女だった。その人は俺と目が合うといきなり話しかけてきた。

			『ちょっといいですか？』

			『はい、なんでしょう？』

			『よかった～、英語が話せる人がいて』

			　え？　英語？　あ、そうか！　前に英語の資料が読みたいからって【言語習得】魔法で英語を習得したんだった。

			『実は、ホテルの場所が分からなくって』

			『なんていうホテルですか？』

			『○○ホテルです』

			『○○ホテル？　ちょっと聞かないホテルですね。えーと、地図を見せてください。ふむふむ、あー、ここはですね……』

			　口で説明するのはちょっと大変な場所だったので、そのホテルまで送っていくことにした。

			　道すがら話を聞いてみると、この人はカリフォルニア在住のナンシーさんで、休暇を取って世界一周旅行をしている最中、一カ国目の日本でいきなり迷子になったんだそうだ。

			　ピコン！

			　なんだか、神様からのお告げがあったかのようにいいアイデアを思いつき、このナンシーさんに【追跡用ビーコン】を取り付けさせてもらった。

			　うっしっし、これで世界中にタダで旅ができるようになるぜ！

			　ナンシーさんをホテルまで案内すると、「Ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ」とハグされて、なんかポヨンと大きかった。

			【追跡用ビーコン】を付けておいてもらう代わりに、危険が迫ったらいつでも助けますからね。そしたらまたハグしてくれたりするかもなんてことは全然考えていないんだからね！

			　５つ目の【追跡用ビーコン】は、雷精霊に付けておいたのだが、どうやら精霊が帰還すると同時に【追跡用ビーコン】は外れてしまうようだ。精霊の世界とかがあってそこで暮らしてるところが見れるわけじゃないのか、ちょっと残念。

			【追跡用ビーコン】も５つになってごちゃごちゃしてきたので、整理しておくか。

			１．エレナ

			　今は自宅で魔法少女のＤＶＤを鑑賞しているところだった。

			２．アジド

			　忘れてる人もいるかもしれないけど、ドレアドス王国の各街を旅して廻っている商人さん。現在はまだスガの街で商売をしている。

			３．ライルゲバルト貴族連合騎士団長

			　いまだに目立った動きがなく、体を鍛えたり書類仕事をしたりしてばっかりだ。

			４．アヤ

			　短大はまだオリエンテーション期間らしく、今はファーストフードで短大の友達とダベってる。

			５．ナンシー

			　さっき、【追跡用ビーコン】をつけた世界一周旅行の金髪美人。世界一周旅行ってどれ位の日程なんだろう？　聞いとけばよかった。

			【追跡用ビーコン】も５つ使い果たしてしまっているので、早く６個目が使えるようになりたいものだ。

		

	
		
			０６８　万里の長城から札(さつ)幌(ぽろ)へ

			　

			　土曜の朝、いつものように異世界に行こうとして、問題が発生した。

			「アジドさん、まだスガの街にいる」

			「アジドさんって誰だっけ？」

			「忘れちゃったのかよ、ドレアドス王国を旅して廻っている商人さん。俺が【追跡用ビーコン】を付けさせてもらってる人だよ」

			「あ～、あの人ね」

			「それじゃあ、まだイケブの街にはいけないんですね」

			「ああ、そういうことだ。どうしようか？」

			「今行ける場所は、王都、ニッポ、スガの３ヶ所だけですか？」

			「ああ、そうだ」

			「こっちの世界で行けるところは、東京と札(さつ)幌(ぽろ)だけ？」

			「いや、北京にも行けるぞ」

			「え？　北京!?　なんで??」

			「この前、世界一周旅行で日本に来ているナンシーって人に会ってな、その人に【追跡用ビーコン】を付けさせてもらったんだ」

			　地図を確認してみると、北京市内や万里の長城などが表示されているので、ナンシーはその範囲を観光したのだろう。今現在は、中国出国する所らしく、北京空港にいる。

			「今日は異世界に行くのを休んで、中国に行ってみるか？」

			「じゃあ、ちょっとだけ」

			「はい、私も色んなところを見てみたいです」

			「それじゃあ、万里の長城をちら見してくるか」

			「はーい」「はい」

			【瞬間移動】で万里の長城へ飛ぶと、急に辺りが白くなった。

			「あ、いい景色。でもちょっと煙たいかも」

			「ケシキいいです」

			「あれ？　エレナちゃん？　急に変な話し方になったよ」

			「【言語一時習得の魔石】が中国語に対応しちゃったんだろう」

			「日本語、すこし、しか、分からない、です」

			「この短期間でこれだけ話せれば十分すごいよ」

			　そんな話をしていると、急にエレナが咳き込みだした。

			「ごほんごほん！」

			「エレナ、大丈夫か？」

			「ちょっと、くるしいです」

			　うーむ、今日はＰＭ２・５が多く飛んでる日なのかな？

			「中国はやめにして、やっぱり札(さつ)幌(ぽろ)に行ってみるか」

			「うん、そうしようか」「はい」

			「では、【瞬間移動】！」

			【瞬間移動】で札(さつ)幌(ぽろ)へ移動した。

			「ここが札(さつ)幌(ぽろ)ですか、空気が美味しいです」

			　札(さつ)幌(ぽろ)に到着すると、エレナの咳きは止まったようだ。

			　それと、日本語も普通に戻っていた。

			「東京とはちょっと雰囲気が違いますけど、東京と同じくらい栄えてますね」

			「ああ、札(さつ)幌(ぽろ)は日本の５大都市圏の１つだからな」

			「５大都市圏って、あと、大阪、福岡、名古屋だっけ？」

			「そそ」

			　とりあえず５大都市圏くらいは行けるようになっておきたいな。会社で出張に行く人がいたら【追跡用ビーコン】を付けてみようかな。

			「兄ちゃん、さっそく札(さつ)幌(ぽろ)ラーメン食べに行こう！」

			「行かないよ！」

			「なんでよー！」

			「まだ、昼には早いだろ」

			「そうか～、そういえばお腹すいてなかった」

			　お前は子供か！　エレナもクスクス笑ってるぞ。

			　アヤには再教育が必要かもしれない。何か神様的な人がそう仰っている気もする。どうしたものか……。

			「じゃあ、どこに行くの？」

			「まずは、製粉工場かな」

			「「製粉工場？」」

			　俺たちは、札(さつ)幌(ぽろ)から少し行ったところの製粉工場へとやって来た。

			「大きな建物ですね」

			「ああ、ここで小麦粉が作られてるんだぜ」

			「小麦粉って、あの小麦粉ですか!?」

			「ああ」

			「こんなに大きかったら、石臼がたくさんあるんでしょうね」

			「さあ、それはどうかな？」

			　工場の受付に工場見学ができないか聞いてみた。

			「はい、工場見学ですね。いつでも見学できますよ」

			「工場見学なんて、小学校以来かも～」

			「どんな風になってるか楽しみです」

			　清潔感あふれるお兄さんが案内役をしてくるそうだ。

			「それではまず、この作業服を着てください」

			　俺たちは、完全防備の真っ白な作業服とヘアネットを着させられた。

			「こ、こんなのを着るんですか!?」

			「工場内は衛生管理が欠かせませんから」

			　エレナは衛生管理の厳重さに驚いている様だ。

			「まずこのロール機で、小麦を細かく砕きます」

			「石臼じゃないんですね」

			「石臼は下の石と上の石で小麦を潰して砕きますが、ロール機は２つのロールで潰して砕く原理になってます」

			「そのロールは、人が動かしているんじゃないんですね」

			「はい、この工場は全部、電気の力で動いています」

			「電気って……すごいものだったんですね」

			　エレナさんや、驚くところがちょっとズレてますよ。案内役のお兄さんも苦笑いしているぞ。

			「次にシフターとピュリファイヤーで、小麦粉をふるいに掛けていきます」

			「その２つはどう違うんですか？」

			「シフターは、小麦粉をふるいに掛ける機械で、ピュリファイヤーは、風の力で『ふすま』と呼ばれる部分を吹き飛ばす機械です」

			　お兄さんは、実物の小麦を持ってきて、ふすまの部分を教えてくれた。

			「ふすまの部分を取り除くから、日本の小麦粉はこんなに白いんですね」

			「他の国でも取り除いていると思いますが……ふすまを取り除かないと品質が劣化しやすくなるんです」

			「それであんなに美味しいんですね」

			　案内役のお兄さんも、エレナが食い付くように聞いてくれるので何だか嬉しそうに説明してくれている。

			　その後、袋詰の機械も見学し、結局工場には人がほとんどいないことにエレナはすごく驚いていた。

			「工場、すごかったです！」

			　エレナは、いつになく興奮している。連れてきてよかった。

			「特にあの、ピュリファイヤーですが、風の魔法が使えれば、もしかしたら私でもできるかもしれません」

			「なるほど、そうすれば小麦の品質を魔法で上げられるわけか。じゃあエレナも風のことをもっと勉強して【風の魔法】を覚えないとな」

			「はい、頑張って風のことを勉強します」

			　エレナが勉強に燃えている。アヤも見習ってほしいところだ。

			　見学が終わったあと、受付で業務用の25㎏入の強力粉が１袋５千円で購入できるということを聞いて、思い切って４袋購入した。購入した25㎏の袋がいつの間にか消えていたので、工場の人は驚いていたが、なんとかごまかしておいた。

			「兄ちゃん、小麦粉をこんなに買ってどうするの？」

			「ドレアドス王国は戦争の影響で小麦不足って言ってただろ？　これだけあれば、少しは足しになるかと思って」

			「セイジ様、ドレアドス王国のためにありがとうございます」

			　こういうセリフを聞くと、エレナもやっぱりお姫様なんだな、と思ってしまうな。

		

	
		
			０６９　味噌バターコーン

			　

			　製粉工場を出ると、もうすぐお昼という時間になっていたので、俺たちはラーメン屋を探すことにした。

			「さーて、どこのラーメン屋にするかな～」

			　ラーメン屋を探していると、エレナが何か上の方を見つめていた。

			「セイジ様、あの大きな髭(ひげ)の男の人の肖像画は何ですか？」

			　どうやらエレナは広告の看板が気になっていたようだ。よく見るとあの看板、どことなくドレアドス王に似ている気がする。

			「あれはウイスキーの看板だな」

			「ういすきーですか？」

			「麦から作ったお酒だよ」

			「それであの男の人は麦の穂を手に持っているのですね」

			「じゃあ、ウイスキーでも買っていくか」

			「兄ちゃん、エレナちゃんにウイスキーを飲ませる気？」

			「わ、私はお酒なんて飲めませんよ？」

			「違う違う、ドワーフの武器屋さんがいたろう？　あの人へのお土産にしようかと思ってな」

			「なるほど、あの人お酒が大好きだったもんね」

			「あのー、お土産でしたら、アリアさんのところの子供たちにも、何か買って行ってあげてもいいですか？」

			「そうだなー、小麦粉も大量にあるし、小麦粉で何か美味しいものを作りに行くか」

			「はい、それはいいですね！　あの子たちもきっと喜びます」

			「それじゃあ、ちょっと買い物してラーメン食べた後は、お土産渡しにやっぱり異世界に行くか」

			「はい」「はーい」

			　そうと決まれば買い物だ。

			　まず、有名なコンテストで金賞を受賞したというウイスキーを購入した。たった１８０㎖で５千円もしやがった、たけーよ！

			　あとは小麦粉料理に使う、北海道の新鮮な牛乳や卵なども購入した。お土産はこんなもんでいいかな。

			　俺たちはやっと、美味しそうなラーメン屋を探し出し、カウンター席に座り、３人それぞれ別々のラーメンを注文した。

			　俺は、チャーシューメン、アヤは、ホタテラーメン、エレナは、味噌バターコーンラーメンにした。

			「ホタテうまうま～。エレナちゃんにもホタテ１個あげるね」

			「アヤさん、ありがとうございます」

			　むむむ、アヤのくせに生意気だ。

			「じゃあ、俺はチャーシューを２枚やろう」

			「セイジ様、ありがとうございます」

			　俺とアヤが睨み合いで火花を散らしている真ん中で、エレナは味噌バターコーンホタテチャーシューメンを美味しそうに食べていた。そういえば、エレナは箸を普通に使って食べてるけど、もうこんなに箸の使い方が上手くなったんだな。

			「それじゃあ、まずはスガの街に行くぞ」

			「はい」「はーい」

			　

			　俺たちは札(さつ)幌(ぽろ)の裏路地からスガの街へと飛んだ。

			　そこからは、いろんな街の各ギルドをいろいろ周った。

			１『スガの街』

			　・『冒険者ギルド』

			【スライムの核】の納品。＋50Ｇ×40＝２０００Ｇ

			【狼の牙】の納品。＋１００Ｇ

			◆ギルドポイント：＋70（合計１０５）

			　・『商人ギルド』

			【小麦粉】25㎏×１袋の納品。＋２５００Ｇ

			　・『職人ギルド』

			【マンドレイクの根】×10本購入。マイナス１００Ｇ×10＝マイナス１０００Ｇ

			薬品の売却

			【病気軽減薬＋１】×２。＋15Ｇ×２＝30Ｇ

			【病気軽減薬＋２】×１。＋20Ｇ

			【傷治癒薬＋１】×29。＋１５０Ｇ×29＝４３５０Ｇ

			【傷治癒薬＋２】×30。＋２００Ｇ×30＝６０００Ｇ

			【傷治癒薬＋３】×１。＋４００Ｇ

			２．『ニッポの街』

			　・『冒険者ギルド』

			【大ネズミの前歯】納品。＋50Ｇ×４＝２００Ｇ

			◆ギルドポイント：１０５（合計１１１）

			　・『商人ギルド』

			【小麦粉】25㎏×１袋の納品。＋２５００Ｇ

			　・『職人ギルド』

			【マンドレイクの根】×３本購入。マイナス１００Ｇ×３＝マイナス３００Ｇ

			３．『ドレアドス王都』

			　・『商人ギルド』

			【小麦粉】25㎏×１袋の納品。＋２５００Ｇ

			　・『職人ギルド』

			【マンドレイクの根】×10本購入。マイナス１００Ｇ×10＝マイナス１０００Ｇ

			　スガの街でスライムの核を納品した時点で、３人のギルドポイントが１００を超え、冒険者ランクは『Ｅ』から『Ｄ』に上がった。ちなみに、次の『Ｃ』ランクに上がるために必要なギルドポイントは３００だそうだ。

			　ゴールドは、なんと合計で１万８３５０ゴールドも増えてしまった。しばらく金策はしなくても済みそうだ。これを日本円に両替できれば、日本でも贅沢な暮らしができるんだけどな～。

			　

			　そんなこんなで、お土産第一弾、武器と防具の店のドワーフのおっちゃんに会いに来た。

			「こんにちは～」

			「おぉ、この前の兄ちゃんじゃねえか、って名前なんて言ったっけ？」

			「ははは、お互い名前を言ってませんでしたね、俺はセイジです」

			「そうだったけか、わしはガムドって名だ。改めてよろしくな」

			　俺とガムドさんは、ガッチリと握手をした。

			「ところで、今日は何の用だ？　武器か？　防具か？」

			「その前に、今日はお土産を持ってきたんですよ」

			「土産ってまさか……」

			　俺はニヤリと笑みを浮かべてウイスキーをテーブルの上に置いた。

			「エールじゃないのか。でも、これは酒、なんだろ？」

			「ええ、俺の故郷の酒の大会で１位になった酒ですよ」

			「なんじゃと!?」

			　ガムドさんは、身を乗り出してきた。

			「まあ、まずはストレートで」

			　俺は、インベントリからグラスを取り出し、ほんの少しだけウイスキーを注いだ。それと同時に、やわらかく甘いモルトの香りが辺りに広がった。

			「な、なんだ、この香りは！　これが酒の香りなのか!?」

			「では、一口どうぞ」

			「う、うむ」

			　ガムドさんがおそるおそるグラスを口に近づけると、強い香りが鼻を通り抜けた。ガムドさんは一瞬たじろいだが意を決して口に流し込んだ。

			　口に入れた瞬間にガツンと来た後に、スッキリしているのにコクのある濃厚な味わいが口いっぱいに広がった。

			「……」

			　ガムドさんは無言で後味の余韻に浸っていたが、いつの間にか目から一滴の涙がこぼれ落ちていた。

			「おじさま！　どうなさったのですか!?」

			「嘘だ……こんな旨(うま)い酒が、この世にあるはずがない……」

			「そんなに美味しかったの？」

			「ああ、ああ、もう旨(うま)いなんてレベルじゃない……」

			「喜んでもらえてよかったです、俺も持ってきた甲斐がありましたよ」

			「くそう、こんな旨(うま)い酒を持って来られたら、ワシはどうすればいいんだ！　こんな旨(うま)い酒を買うような金はないぞ！」

			「今日は酒を売りつけに来たんじゃなくて、防具を買いに来たんですよ。それに、これはお土産で持ってきたんですから、差し上げますよ」

			「そうか、防具か！　ようし！　お前たちにぴったりな最高の防具を作ってやるからな!!」

			　俺たちは、ハイテンションになってしまったガムドさんに寸法を測ってもらったり防具の希望を伝えたりしたが、防具ができあがるのに一週間掛かるということなので、ガムドさんに任せて店を後にした。

		

	
		
			０７０　新魔法（地味）

			　

			　夕方近くなってやっとアリアさんの所にたどり着いた。ちょっといろいろな場所を巡りすぎたかな。

			「あ、セイジおじ……兄ちゃんだ！」

			　おい！　今、何か言いかけなかったか!?

			「これは、セイジさん、アヤさん、エレナさん、いらっしゃい。また来てくださったんですね」

			「アリアさんも、お元気そうで何よりです」

			　挨拶もそこそこにエレナは子供たちのケガの有無や健康状態をチェックし、アヤは【風の魔法】を使って子供たちと遊び始めた。

			　俺はアリアさんに台所を借りて料理の準備を始めた。

			　まずは小麦粉をふるいに掛けた物にベーキングパウダーと砂糖と塩少々を混ぜ合わせておく。

			　次に、別のボールに牛乳と卵を入れてよくかき混ぜ、さっきの粉を少しずつ入れながら、よく混ぜていき、食用油とバニラエッセンスをひと垂らしして生地は完成だ。

			「おーいみんな、テーブルの上を片付けてくれ～」

			「「はーい」」

			　みんなが注目するなか、俺はテーブルの中央に、とあるものをデーンと置いた。

			「なにこれ～!?」

			「魔道具？」

			「兄ちゃん、こ、これは！」

			「ホットプレートだ!!」

			　俺はドヤ顔でそう言った。

			「兄ちゃん、電気のホットプレート出してどうするのさ。ここにはコンセントがないんだよ？」

			　アヤは、呆れ顔でそう言った。

			「ふふふふ、甘いなアヤ。俺が、何も考えなしにこれを出したとでも思ってのか？」

			「な、なんだって!?」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今を去ること数日前、俺は夕食後の自室に篭もり、とある機械を取り出し、いじくり回していた。

			「テスター！」

			　某猫型ロボット風にその機械を取り出してみたが、その叫びは孤独な一人の部屋に虚しく響き渡るだけだった……。

			　説明しようテスターとは、電圧、電流などを測定する携帯用の計器なのである。ちなみに俺のテスターは交流にも対応していて、さらに周波数まで計測可能な優れものなのだ！

			　俺は、テスターのスイッチを電圧測定モードに切り替え、黒と赤のテスター棒を左右の手で１本ずつ持ち、ゆっくりと【雷の魔法】を発動させた。

			　デジタル表示の数字が徐々に増えていき、１００Ｖ(ボルト)になった時、俺は魔法の威力をその強さで固定し、それを維持するようにした。

			「とりあえず、直流で１００Ｖを保つのはできるようになったな」

			　今度は、テスターを交流の周波数測定モードに変更し、同じように魔法を発動させる。

			　しかし今度は、表示が動かない。俺は【雷の魔法】をコントロールしてプラスとマイナスを何度も入れ替えるようにした。

			　少しずつ周波数の値が上がるが、とても50㎐には遠く及ばない。俺は１秒間に50回転する発電機を思い浮かべ周波数を一気に上昇させた。

			　やっと１００Ｖ50㎐の交流電源を作り出すことに成功した俺は、魔法を安定して実行できるようにしばらく練習を重ねた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さーて、とくと見よ！　これが俺の新魔法、【コンセント】魔法だ!!」

			　俺がホットプレートのコンセント部分を右手の人差指と親指で挟んでから魔法を発動させると、ホットプレートの電源ランプが淡く光った。

			「……兄ちゃん」

			「なんだ？」

			「なんか地味だね」

			「まあな……」

			「それでセイジ様、この後どうなるんですか？」

			「えーとね、そのプレートが暖かくなっていくんだよ」

			「これが暖かくなるんですか……」

			　エレナはホットプレートを恐る恐る触ってみた。

			「あ、暖かいです！」

			　エレナがそう報告すると、子供たちも一斉にプレートを触りだした。

			「ほんとだ、あったかい～」

			「こら！　あんまり触るんじゃない、もうチョットするともっと熱くなるから、危ないぞ！」

			　エレナと子供たちは、急に手を引っ込めておとなしくなった。よしよし、いい子だ。

			「さーて、料理を始めるぞ～」

			　と、ここで重大なミスに気がついた。

			　右手でコンセント魔法を維持しているので、左手しか使えないのだ。俺は、左手１本でなんとか材料をインベントリから取り出したが、さすがに料理まではムリだ。

			「アヤ、悪いけど俺の代わりに焼いてくれない？」

			「いいけど、これってホットケーキ？」

			「うんそう」

			「まあ、これくらいだったら私でもできるよ」

			　アヤはいきなり、おたまで生地を掬(すく)って、ホットプレートに流し込もうとした。

			「待て待て！　まずは、油を引けよ」

			「あ、そっか」

			　そっかじゃないよ！

			　本当にアヤに任せて大丈夫なんだろうか？

			「それじゃあ、アヤお姉さんが美味しいホットケーキを焼くからね～」

			「わーい、アヤお姉ちゃん、大好き～」

			　くそう、俺の右手が使えさえすればアヤなんかに遅れを取ることもなかったのに。俺は自分の戦略ミスを嘆くばかりだった。

			　アヤが不格好なホットケーキをなんとか焼き上げると、周りから拍手が起こった。よく見ると、ちょっと焦げてるじゃないか！

			　アヤはホットケーキを８等分にして、みんなの皿に配った。が、しかし、俺の皿には配られていない！　俺の分の行方を追うと、アヤの皿に２枚も載っているではないか！

			「おーいアヤさん、俺の分がなぜアヤさんの皿に載っているのですかな？」

			「だって兄ちゃん、右手が使えないから食べられないでしょ？」

			　ひどいよ、ひどすぎるよ、こんなのあんまりだ！

			　俺が項垂れていると……。

			「だから、はい、あ～んして」

			　アヤは俺の分を一口大に取り分けて、フォークで俺の口元に持ってきてくれた。

			　アヤ、ごめん、お前を疑ったりして。

			「あーん」パクっ

			　ああ、旨(うま)い。妹に食べさせてもらうホットケーキは一味違うな。なんというか、少しビターな感じの味が……。

			　ビターな味？

			「おい、アヤ、俺の分のホットケーキ、一番焦げてるところじゃないか！」

			「だって、兄ちゃんは一番大人なんだから、ちょっと苦味が効いてる方がいいと思って」

			「苦味って、ただの焦げだろ！」

			「別にこれくらい平気でしょ？　そんなに言うなら、ハチミツをいっぱいつけてあげる。ほら、あーん」

			「おいこら、やめろ、むぐぐ」

			　アヤに無理やり食べさせられたハチミツたっぷりのホットケーキは、甘くて苦くてなんとも言えない味がした。そして、俺の口の周りはハチミツでベトベトになってしまっていた。

			「セイジお兄ちゃん、私も食べさせてあげる」

			　なにかと思ったらネコミミ少女のミーニャも、アヤの真似をして俺にホットケーキを食べさせようとして来た。

			「はい、あーん」

			「あーん」

			　俺はされるがままにホットケーキを食べさせられていると、他の子供たちも次から次へと俺のところへやって来て、あーん攻撃を仕掛けてくる。

			　敵の波状攻撃を何とか突破すると、最後にとんでもないラスボスが控えていた。

			「セイジ様、あーんです」

			「え、エレナまで！」

			「だ、ダメでしたか？」

			「ううん、エレナのもいただくよ。あーん」

			　俺は、最後にエレナに『あーん』してもらえれば、もう何も思い残すことはない……そんなことをニヤけ顔で考えていた。

			　そう、俺はこの時、油断していたのだ。

			「いただきー！」

			「え!?」

			　俺の一瞬の油断を突き、奴はとんでもないものを盗んでいきました。

			　そう、それはエレナのホットケーキです。

			「アヤさん、ひどいです、それはセイジ様のだったのに、食べちゃうなんて」

			「エレナちゃんのホットケーキ、超～美味しかった～」

			　俺は、その場でがっくりと膝を落とした。
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			０７１　アジド危機一髪

			　

			　大好評の内にホットケーキパーティが終了し、子供たちはもうベッドに入って寝てしまった。

			　しかし、俺は重大なことに気がついた。

			「しまった、宿を取るのを忘れていた」

			「セイジさん、でしたらここに泊まっていってください」

			「アリアさん、ありがとうございます」

			「でもセイジ様、ベッドが足りないのでは？」

			「俺は寝袋で我慢するか」

			　そんな話をしていると、急に【警戒】魔法が『危険』を感じ取った。

			　俺はとっさに身構え、辺りを見回した。

			「セイジ様、どうかなさったんですか？」

			「なにか危険を感じたんだが、ここではないみたいだ」

			　俺は地図を開き確認してみると、危険に晒(さら)されているのは……アジドさんだった。

			「アジドさんが危険に晒(さら)されているみたいだ」

			「アジドさんが？」

			　アリアさんがいるけど緊急事態だし、しょうがないか。

			　俺は、アジドさんの状況をその場に写し出した。

			　そこには、30人近い盗賊に襲われているアジドさんの姿があった。

			「あ、アジドさんが！　こ、これは遠くを見れる魔法ですか!?」

			　アジドさんは数人の冒険者に守られているのだが、完全に劣勢で、今にも負けそうだ。

			「アヤ、エレナ、助けに行くぞ」

			「セイジさん、どうやって行くのですか？」

			「アリアさん、これから俺がすることは内緒でおねがいしますね」

			「は、はい」

			「瞬間移動！」

			　俺は、アヤとエレナを連れて、アジドさんのもとへと飛んだ。

			　

			「ぐわぁ！」

			　俺たちが到着した時、ちょうど最後の１人の冒険者が傷を負って倒れた。

			「バリア！」

			　とっさに冒険者と盗賊の間にバリアを張り、盗賊たちの前進を阻んだ。

			「エレナ、冒険者たちのケガを見てくれ。アヤは右の方を頼む」

			　俺はバリアの左側を回りこんで、盗賊たちと対峙した。

			「まだいやがったのか！」

			　３人同時に襲いかかってきたが、模造刀で３人の武器をたたき落とした。

			　俺たちと手強いと見た盗賊たちは、むやみに飛び込んでこようとはせずに間合いを図っている。

			　ふと、アヤの方を見ると……なぜかアヤはエレナの近くで構えているだけで、動こうとしていない。アヤの奴、何やってるんだ！

			　とうとう、盗賊たちはバリアの右側から回りこんで、アヤとエレナを取り囲んでしまった。「くそう！」

			　俺は、【電光石火】を使って移動し、そのまま盗賊の１人に背後から体当たりをした。

			「ぐあ！」

			　俺の体が電気になったように盗賊の体をすり抜け、その盗賊は短い悲鳴を残し、感電して気を失った。

			　急に俺が移動してきた事に驚いた盗賊たちには、電撃を浴びせかけ、半分ほど無力化させたところで、盗賊たちはいったん距離を取った。

			「アヤ、どうした!?」

			「あ、あの、兄ちゃん」

			「アヤ、震えてるのか？」

			　アヤの様子がおかしい。まあ、いきなり人同士の殺し合いだから、無理もない。実際俺も、普段より緊張してしまっている。

			　しかし、息つく暇もなく、遠くから『危険』を感じ、そちらを見てみると……。

			　弓を持った盗賊がこちらを狙っていた。

			　ドカン！

			　俺は、そいつに向かって【雷】を落とした。

			　そいつの周囲にいた者も巻き込み、数人の盗賊が黒焦げになって倒れた。

			「ヤバイ、逃げろ！」

			　盗賊のリーダーらしき人物がそう叫ぶと、盗賊たちは一目散に逃げていった。

			　20人ほどの盗賊は逃げてしまい、あとの10人ほどはその場所で死んでいた。

			　盗賊とはいえ人を殺してしまった。切羽詰まってしまって手加減なんてする暇がなかった。初めてこの世界に来た時、騎士団長の手を切り落としたが、その時はこんな気分にならかなった、きっとあの時まだ俺は、ゲーム感覚でいたのだろう。

			「セイジ様、大丈夫ですか？」

			　エレナが心配して俺の顔をのぞきこんだ。

			「人を殺してしまったのは初めてなんだ。ちょっと動揺してしまって」

			「そうだったんですか!?」

			　うなだれる俺は、エレナに頭を抱きしめられてしまった。

			「っ!?」

			　エレナさん、いったい何を……。

			　しかし、エレナの心臓の鼓動を聞いていると、徐々に気持ちが落ち着いてきた。

			「エレナ、もう大丈夫だよ」

			「そうですか？」

			「ありがとう」

			　俺は、居心地のいいエレナの腕の中から自ら抜け出し、アヤのもとへ向かった。

			「アヤ、大丈夫か？」「アヤさん、大丈夫ですか？」

			「ご、ごめんなさい。私、全然動けなかった……」

			　アヤは俺の胸の中で泣き出してしまった。

			　俺は、さっきエレナにしてもらったようにして、アヤを落ち着かせた。

			「兄ちゃん、もう大丈夫」

			「そうか？」

			　アヤは俺の胸の中から抜け出し、涙を拭っていた。

			「兄ちゃんごめん、大事な時に動けなくって」

			「まあ、俺だってビビっちゃったし、仕方ないさ」

			　俺がアヤの頭を撫でてあげると、アヤは悔しそうに頭を撫でられていた。

			「セイジさん！　なぜここに!?　盗賊たちはどうなったんですか？」

			　あ、アジドさんのこと、すっかり忘れていた。

			　どうやらアジドさんは馬車の中で布をかぶって隠れていたらしい。

			「いやあ、アジドさん、偶然デスネー。まさか助けた一行にアジドさんがいるなんてー」

			　演技がちょっと、ぎこちなくなってしまった。

			「他の冒険者さんたちは？」

			「皆さん、気を失っていますが、なんとか傷は治せそうです」

			　エレナの回復魔法により、５人の冒険者たちの傷はすっかり癒え、意識も取り戻した。

			「セイジさん、エレナさん、アヤさん、本当になんとお礼を言っていいやら」

			「ありがとうございます」

			　アジドさんや冒険者さんたちから、激しく感謝されてしまった。

			　盗賊の死体は、冒険者さんたちによって全部その場で埋めてしまった。下っ端の盗賊では賞金は出ないそうで、ボスなどの賞金首の場合は、言葉通り首を持って行って金に替えてもらうんだとか。

			　死体の処理が終わると、少し場所を移動してキャンプを張ることになった。

			　しかし、ここでマズイことになった。

			「セイジさん、寝泊まりの道具はどうなさったんですか？」

			　どうしよう、そんなの持ってない！

			「実は～、さっきの盗賊に荷物を取られてしまってー」

			「それなら、私のテントを使ってください。私たちは馬車の荷台で寝ますから」

			「どうもすいません、ありがとうございます」

			「あなたたちは命の恩人なのですから、これくらい当たり前ですよ」

			　うーむ、一応寝泊まりの道具ぐらいは持っておいたほうがいいな。

			　そんなこんなで俺たちはテントで寝ることになった。見張りは冒険者さんたちがやってくれるそうだ。

			「兄ちゃん、狭いね」

			「仕方ないだろ」

			　俺たちは狭いテントで川の字になっていた。

			　俺はアジドさんの使ってた布切れの布団、エレナは俺の寝袋、アヤは毛布にくるまっている。

			　そして、なぜか俺は川の字の真ん中だ、なぜいつも俺は真ん中なんだ？　いつもなんとなくこのフォーメーションになってしまう。なんでだろう？

			　エレナは回復魔法をたくさん使って疲れたのか、すぐに寝息を立て始めた。

			「兄ちゃん、起きてる？」

			「ああ」

			「さっきは、ちゃんと戦えなくてごめんね」

			「今回は、いきなりだったし仕方ないさ」

			「でも、次似たようなことがあった時、また戦えなかったら……」

			「うーんそうだな～、闘技大会では動けたのに今日はなぜ動けなかったんだ？」

			「盗賊たちの顔を見たら怖くなっちゃって」

			「あの鉄壁のリルラが襲ってきた時は平気だったじゃないか」

			「あの人たちは、なんか怖くなかった」

			　いろいろ話を聞いてみて分かったのだが、どうやらアヤは男性から敵意を向けられると体が強張ってしまうらしい。新宿での一件がトラウマになっているのかもしれない。

			「アヤ、男と戦う時いい方法があるぞ」

			「なあに？」

			「股を蹴りあげるんだ」

			「兄ちゃんのエッチ！」

			「俺はまじめに言ってるの！」

			「そうか、私、決めた！　空手道部に入って護身術を教えてもらう」

			「そうか、それはいいかもしれないな」

			　決意を固めたアヤは、やっと落ち着いたらしく、しばらくして寝息を立て始めた。

			　俺はアヤとエレナの寝息をステレオで聞きながら、やっと眠りについた。

		

	
		
			０７２　兄妹マラソン大会

			　

			　朝起きると、またもや身動きが取れなかった。なぜいつもこうなってしまうのだろうか。

			　しばらく安静にしてテントｉｎテントもなんとか収まったので、テントから這い出ると、冒険者さんたちが朝食を用意してくれていた。みんなで朝食を食べて、アジドさんから借りたテントを片付け、アジドさんや冒険者さんたちとイケブの街へ向けて移動を再開した。

			　馬車は２台編成で、冒険者さんたちの乗る馬車が先に行き、アジドさんの乗る馬車はそれに続いていた。

			　俺たちはアジドさんの馬車に乗せてもらったのだが、荷物がある上に４人も乗っているために重量オーバーになってしまい、馬車の速度が落ちてしまっている。

			「お馬さん、頑張ってください」

			　エレナが馬に回復魔法をかけてあげてなんとか速度を保っているが、このままでは今日中にイケブの街に着けないかもしれない。なるべく瞬間移動の事は秘密にしておきたいところだ。ちなみに、昨日助けに来た時は、みんな意識を失っていたり混乱していたりして、瞬間移動を見られていなかったらしい。

			「アヤ、お前は馬車から降りて走れ」

			「なんでよ～！」

			「定員オーバーなんだよ、馬がかわいそうだろ」

			「じゃあ、兄ちゃんが走ればいいじゃん」

			「大丈夫ですよ、命の恩人を走らせるわけにはいきません。それに、人が走っても馬車に追いつけませんよ。今日中に着けなければ、もう一晩野営をすればいいだけですから」

			　もう一晩野営をするのはマズイ。アヤの短大はともかく、仕事を無断で休むわけにはいかない。

			「じゃあ、２人で走るか！」

			「まあ、しゃあないか」

			「それでは、私も走ります」

			「エレナは、そのまま馬車に乗って、馬の面倒を見ていてくれ」

			「はい、分かりました」

			「ちょっとセイジさん、いくらなんでも無茶ですよ」

			「大丈夫ですって」

			　アジドさんが止めるのを聞かずに、俺とアヤは馬車を飛び降り、走り始めた。

			「セイジ様、アヤさん、頑張ってー」

			「おう」「はーい」

			　ステータスの影響か、全力疾走に近い速度で走ってもあまり疲れなかった。しかし、馬と一緒に走るなんてそうそう経験できることじゃないな。

			「セイジさん、本当に大丈夫ですか？」

			　馬車の御者台からアジドさんが話しかけてきた。

			「平気平気」

			「さすがセイジ様です」

			　エレナも御者台に座り、俺たちを応援してくれている。

			　しばらく走り続けていたのだが、アヤがだんだんバテてきた。

			「兄ちゃん、飴(あめ)、ちょうだい。ＭＰ、切れてきた」

			　アヤは、なんかもう息が上がってしまって、セリフが途切れ途切れだ。

			「何だ、アヤは魔法を使ってズルしてたのか？」

			「え!?　兄ちゃん、魔法、使って、なかったの!?」

			「鍛え方の差だ」

			「くそう！」

			　飴(あめ)をあげると、アヤは【体力回復速度強化】、【運動速度強化】、【追い風】を使用して、また元気に走り始めた。

			「セイジさん、今アヤさんに渡した物は何ですか？」

			「あれですか？　あれは魔力を回復する食べ物ですよ、アジドさんも食べてみます？」

			「え？　いいんですか？」

			「たくさんありますから、どうぞ」

			　飴(あめ)を渡すと、アジドさんは珍しそうに品定めしてから口に放り込んだ。

			「これは、甘いですね～。魔力が回復するわけだ」

			「ん？　甘いと魔力が回復するんですか？」

			「ご存じなかったのですか？　甘い食べ物は魔力を、塩辛い食べ物は体力を回復すると言われてるんです」

			　そういえば、体力回復系の薬には塩が使われていたな。もしかしたら、糖分と塩分でＭＰとＨＰ回復するのか？　今度確かめてみよう。

			　そんなことを考えながら走っていると【警戒】魔法が『注意』を知らせてきた。

			　確認してみると、前方に魔物がいるみたいだ。

			「アヤ、前方に魔物発見だ。アヤ隊員出撃せよ！」

			「あいあいさー」

			　俺がアヤに【クイック】をかけると同時に、アヤは自分に【突風】魔法をかけて一気に加速し、前方に走り去った。

			「セイジさん、アヤさんはどうしたんですか？　ものすごい勢いで走って行っちゃいましたけど」

			「前方に魔物がいるので、倒しに行ったんですよ」

			「え!?　お１人で大丈夫なんですか？」

			「平気ですよ」

			　しばらくすると、道の脇にゴブリン５匹を倒したアヤが待っていた。

			「耳は取ったのか？」

			「兄ちゃんやってよ～」

			「ダメだ、昨日の悔しさをもう忘れたのか？」

			「ぐぬぬ、分かったよ～」

			　アヤがゴブリンの耳を取っていると、冒険者さんたちも止まって馬車を降りてきて、俺たちの代わりにゴブリンを埋めるための穴を掘ってくれた。いい人たちや～。

			　どうやら、倒したゴブリンは穴に埋めるのが冒険者のマナーらしい。今まで倒したゴブリンは全部インベントリに入れてあるけど、利用価値がないそうなので、今度穴を掘って埋めておこう。

			　何度かゴブリンを倒しながら進んでいったが、毎回事前に魔物を見つけることについていろいろ聞かれてしまった。上手くごまかしておいたけど、やっぱり珍しいスキルなんだな～。

			　

			　しばらくすると、木々の隙間から高い塔が見えてきた。

			「なんか塔が見えてきた～」

			「やっと見えてきましたね。あれはイケブの街の『日の出の塔』ですよ」

			　日の出の塔について、アジドさんにいろいろ聞いてみたところ、60階層くらいまであると言われているが、まだ３階層までしか到達したものがいないらしく、３階層をいくら探しても上に登るための階段がないのだそうだ。

			　これは、俺たちに登れと言っているようなものだな。戦争関連の調査が終わったら、ぜひ登ってみたいものだ。

			　日の出の塔を見ながらさらに進むと、日が沈みかけた頃にやっとイケブの街に到着した。

			　アジドさんから無事に到着したことを祝う宴会にしつこく誘われたが、俺たちはそれを断って、街の探索もせずに、さっさと日本に帰宅した。

		

	
		
			０７３　和菓子パワー

			　

			　せっかくイケブの街にたどり着いたのに、街の中をほとんど見ずに帰ってきてしまった。ちょっとぐらい見てからにすればよかったな。

			　その日の夜は、買ってきたマンドレイクの根を使って精力剤＋３を23本作ったので、合計で29本になってしまった。部長が使うかと思って取っておいたけど、さすがに多すぎるので、今度いくつか売ってしまおう。

			　あと、精力剤の材料として体力回復薬も作ったのだが、材料の薬草を全部使ってしまった。これも仕入れておかないといけないな。

			　作りすぎてしまった体力回復薬＋３が７本だけ手元に残っているが、これは何かに使えるかもしれないので持っておこう。

			　翌日、会社に行くと部長から昼食の誘いを受けた。例の件で話があるらしい。

			　高級うなぎ店で美味しいウナギに舌鼓を打ちつつ、部長は嬉しそうに語り始めた。

			「例のモノをもらった日に使おうかと思ったんだが、家内が無断で旅行に出かけてしまっていてな、金曜日にやっと旅行から帰ってきて、チャンスだと思って、例のモノを少しだけ飲んでみたんだ。お猪口(ちよこ)に一杯、たったそれだけだった」

			　部長は、いつもなら絶対見せないようなハツラツとした笑顔で、少しぎこちなくなっていた夫婦の関係が改善したこと、金土日で例の薬を飲みきってしまったことを教えてくれた。

			「喜んでいただけて、俺としても嬉しいですよ」

			「それでだ！　あまり例のモノに頼るのは良くないことだとは分かっているのだが、もしもの時のために何本か持っていたいのだ。お願いできるか？」

			　俺は出し渋っておくことにした。

			　勘違いしないでよね、あまりたくさん飲むと部長の体に悪影響が出ないか心配したからであって、希少価値を釣り上げようなんて全然考えていないんだからね！

			「すいませんけど部長、今は手元に１本だけしか用意できていません」

			　俺はそう言って、１本だけ精力剤＋３をテーブルに置いた。

			「そうか、１本か、そりゃあそうだよな。これだけの物がそう安々と手に入るわけないもんな」

			「ですから、もうちょっと使用間隔をあけて飲まれたほうがいいかと思います」

			「そうだな……」

			　部長も納得してくれたみたいなので、今後はペースを落としてくれることだろう。

			「部長、これはまた別のものなのですが……」

			　俺はそう言って体力回復薬＋３を１本とり出して精力剤＋３の隣に置いた。

			「これは？」

			「体力を回復させる飲み物です。もし激しい運動などで疲れてしまったら、こちらをどうぞ」　歳をとってからの激しい運動は、危険なこともあるらしいからな。

			「そうかそうか、これもいいものなんだろうね？」

			「コチラは、例のものよりかは若(じやつ)干(かん)手に入れやすいので、それほどではありませんよ」

			「なるほど、こちらも２本目以降ということでいいのかね？」

			「ええ、それでかまいません」

			　部長と俺はニヤリと笑みを浮かべあった。

			　しかし、部長はテーブルの上に置きっぱなしになっている薬が気になるようで、そわそわしている。

			「そ、それでだ……。２本目のお礼を用意してきたのだが、受け取ってもらえるか？」

			「え？　あ、はい」

			　部長は辺りを気にしながら、懐から茶封筒を取り出して、スッと差し出してきた。

			　俺がその封筒を隠すように受け取り懐に仕舞うと、部長は精力剤＋３と体力回復薬＋３の小瓶を、大事そうにハンカチで包んでカバンにしまった。

			「ははは、いやあ俺も君みたいないい部下を持って幸せだよ。さあ、うなぎを食べて今日も頑張らないとな！」

			　部長、頑張るのは午後の仕事のことですか？　それとも夜の仕事のことですか？　あまり考えないことにしよう。その後、俺と部長は高級うなぎのパワーで午後の仕事をバリバリ終わらせた。

			　帰宅してから茶封筒の中身を確認してみたところ、諭吉さんが10人もいらっしゃった。部長、さすがに多すぎ……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日の夜、夕飯を食べ終えて３人でお茶を飲んでいると、インターフォンのチャイムが鳴り響いた。こんな時間に誰だろう？　なんだか嫌な予感がする。

			「はーい」

			　扉を開けてみると、いつぞやの商店街の朴訥フェイスだった。

			「君は確か、商店街の……」

			「え？　あ、はい。え、えーと、えーと……」

			　青年よ、落ち着け。

			　そういえば、俺は【追跡】の魔法で見てたけど、コイツとは初対面だった。

			「前に、うちのエレナが送ってもらったそうだな。エレナから聞いているぞ」

			「あ、はい。そ、それでででですね、エ、エレナさんは、いらっしゃいますでございますでしょうか？」

			「いるが、どういったご用件で？」

			　しかし、コイツはなんでこんなに怖がっているんだ？

			　エレナが一人暮らしだと勘違いして、襲いに来たのだったらただじゃおかないぞ！

			「えーとですね、う、うちの、ば、ば、婆ちゃんが、最後にエレナさんに会いたいって、言ってまして」

			「こんな時間にか？　ん？　最後に??」

			「あ、あのですね、婆ちゃんの体調が急に悪くなって……」

			「それでか！　でも、それに最後にって！　もしかしてヤバイ状態なのか？」

			「は、はい」

			「それだったら早く言えよ！　エレナ！　出かけるぞ、準備しろ」

			　俺が、家の中に向かって叫ぶと、エレナは顔を出した。

			「セイジ様、どうなさったんですか？」

			「コイツのお婆さんの体調が悪くてエレナに来てほしいって」

			「分かりました、すぐに準備します」

			　しばらくして出かける準備が整った俺たちは、アヤも入れて３人で、朴訥フェイス君に連れられて商店街の和菓子屋さんにやってきた。

			「婆ちゃん、エレナさん連れてきたよ」

			「ホントに連れてきてしまったのかい？　いいって言ったのに」

			「だ、だって、婆ちゃん……」

			　お婆さんは、布団で横になり、顔を力なくこちらに向けた。

			「エレナちゃん、ごめんなさいね。この子が無理言ったみたいで……」

			　エレナはお婆さんに駆け寄り、手をとった。

			「今すぐお治しします」

			「エレナちゃん、いいの。最後に、あなたが来てくれただけで……。短い間だったけど、こんなお婆さんに親切にしてくれて、ありがとうね……」

			　お婆さんは、そう言ってゆっくり目を閉じていった。

			「ダメです！　私が治します!!」

			　エレナは思いっきり【回復魔法】を使い始めた。

			　これはもう『おまじない』じゃごまかしきれないな。

			　しかし、俺にはエレナを止めることはできない。

			「エレナ、いいか、くれぐれも無茶をしたらダメだぞ」

			「はい！　セイジ様、体力を見ててください」

			「分かった」

			　俺はお婆さんのステータスをチェックした。

			〈ステータス〉

			名前：本(ほん)田(だ)　梅(うめ)子(こ)　職業：和菓子屋　年齢：80　状態：（末期悪性腫(しゆ)瘍(よう)）

			レベル：１

			ＨＰ：５／60　力：４　耐久：２　技：10

			　

			「ＨＰが危険だ」

			「はい」

			　エレナの【体力譲渡】で、お婆さんのＨＰも少しずつ回復し始めた。

			　しかし、『末期悪性腫(しゆ)瘍(よう)』が気になる。

			「おい青年、お婆さんは悪性腫(しゆ)瘍(よう)なのか？」

			「はい、薬で痛みを抑えていたのですが、最近はそれも効かなくなってきてて」

			　つまりは終末期医療というやつだな。

			「エレナ、お婆さんの体の中に悪性腫(しゆ)瘍(よう)があるらしい」

			「悪性しゅよう？　ですか？」

			「体の中に、悪いできものがあるみたいなんだ。分かるか？」

			「魔法で分かるかどうか……でも、やってみます」

			　エレナは、お婆さんのＨＰを維持しつつ、魔法でお婆さんの体を調べる事ができないか試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)している。

			　エレナのＭＰもどんどん減っていってしまっている、飴(あめ)でなんとか持ちこたえているが、これでは飴(あめ)でも回復しきれない。

			「おい、青年」

			「はい、何でしょう」

			「糖分の多い物を何か持ってきてくれないか？」

			「はい、分かりました」

			　青年は、和菓子を持って戻ってきた。

			「婆ちゃんが、最後に作ってた和菓子です」

			「よしエレナ、この和菓子を食べるんだ」

			「はい」

			「私が手伝ってあげる」

			　魔法で手が離せないエレナは、アヤに和菓子を食べさせてもらった。

			　すると、エレナのＭＰが見る見るうちに回復し始めた。やった、これでＭＰもなんとかなるぞ！

			「セイジ様、分かりました！　悪性腫(しゆ)瘍(よう)が見えました」

			　エレナのステータスを確認してみると、【病(びよう)巣(そう)発見】の魔法が新たに追加されていた。

			「よし、いいぞ！　その悪性腫(しゆ)瘍(よう)を治していくんだ」

			「はい！」

			　アヤは、エレナの汗を拭いたり、和菓子を食べさせたりしている。少しシュールな光景だな……。

			　青年は、わけも分からずに、ただただ祈り続けている。

			　エレナはお婆さんの悪性腫(しゆ)瘍(よう)を治そうといろいろやっているのだが、どうも上手くいかない。悪戦苦闘は２時間にも及び、全員に疲れの色が出始めていた。

			「セイジ様、上手くいきません。どうしましたら……」

			「うーむ、どうすればいいんだ……」

			「手術だったら悪性腫(しゆ)瘍(よう)は取っちゃうよね」

			　アヤ、いいことを言った。

			「取る？　のですか？」

			「そうだな、日本の手術だといったん切除して、その後で再生するのを待つ」

			「分かりました、それでやってみます」

			　しばらくして、エレナがニコリと笑った。

			「やったのか？」

			「はい、少しだけですが、腫(しゆ)瘍(よう)が減ってきました」

			「いいぞ、その調子だ！」

			「はい！」

			　しばらくして、エレナはニコリと笑って魔法をかけていた手をお婆さんから離した。

			「やりました、悪性腫(しゆ)瘍(よう)が治りました」

			「よくやったぞ」

			　俺は早速お婆さんのステータスをチェックした。

			　しかし、（末期悪性腫(しゆ)瘍(よう)）の状態が解除されていなかった。なぜだ！

			「エレナ、まだだ、まだ治しきれていない」

			「え!?　そ、そんな」

			　エレナは驚いてもう一度、お婆さんに【病(びよう)巣(そう)発見】の魔法を使用した。

			「そ、そんな……」

			「どうした？」

			「さっきと同じ病(びよう)巣(そう)が、体中に何個も……」

			　絶望的な状況にエレナはうなだれてしまっている。

			「エレナ、諦めるのか？」

			「い、いえ！　諦めません!!」

			　エレナは、もう一度気合を入れなおして、お婆さんの方に向き直った。

			　

			　それから何時間も経ち、夜が明け始めたころ。

			　やっと、お婆さんの悪性腫(しゆ)瘍(よう)をすべて取り除くことができ、ステータスからも（末期悪性腫(しゆ)瘍(よう)）が消えていることを確認した。

			　さらに驚くべきことに、エレナの【回復魔法】がレベル５に上がっていた。自力で魔法レベルを５まで上げるとは……。エレナは本当にすごいな。

			「よく頑張ったな、エレナ」

			「は、はい、お婆さん……よかった……」

			　エレナはとうとう力尽きて、眠ってしまった。

			「青年、もう大丈夫だ。後は頼んだ」

			「は、はい。本当にありがとうございました」

			　青年は深々と頭を下げた。

			「そのセリフは、今度エレナにあった時に言ってやってくれ」

			「はい」

			　俺は、エレナをお姫様抱っこして、今にも寝落ちしそうなアヤと共に、家に帰ってきた。

			「つ、疲れた……」

			　エレナとアヤをベッドに寝かせると、俺は疲れた体にムチを打って……会社に向かうのであった。

		

	
		
			０７４　空手道部

			　

			　その日は一日中眠かったが、【体力回復速度強化】で体力を回復させつつ、なんとかしのいでいた。

			【追跡】魔法でアヤを見ていると、昼ごろにようやく起きだして、短大へ行った。

			　エレナは、昼を少しすぎた頃に起きたが、冷蔵庫のプリンを寝ぼけまなこで食べると、二度寝してしまった。

			　

			　短大に行ったアヤを見ていると、放課後に空手道部の稽古場に突撃していた。

			　そして、空手道部の稽古場に入るやいなや叫んだ。

			「たのもー！」

			　道場破りかよ！

			「あなた誰？」

			　稽古場には子供が１人だけだった。子供？　ここは短大の空手道部の稽古場だよな？
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			「私は、空手道部に入りに来たんだけど……あなたこそ誰？」

			「ボクは、君が入りたいって言う空手道部の部長だよ」

			　部長？　この子供が？　どう見ても小学生くらいにしか見えない。

			「で、本当の部長さんはどこにいるの？」

			「まあ、こんななりだから勘違いされるのは覚悟してるけど……。君、新入生だろ？　先輩に対してその態度はちょっと失礼だよ」

			　そう言うと、その子供は急に雰囲気が変化した。

			「っ!?」

			　アヤもそれに気がついて、構えを取った。

			「ほう、妙な構えだね、我流かい？」

			　そんな会話が終わるかどうかというタイミングで、その子は床を蹴ってアヤに襲いかかった。

			　アヤはギリギリその子の攻撃を避けて、間合いを取った……のだが、靴下を履(は)いているせいで滑って転んでしまった。

			「ここは板張りだから、靴下だと滑るよ～」

			　子供部長に言われて、アヤは靴下を脱いで投げ捨てた。

			「それじゃあ、ちょっとスピード上げるよ？」

			　子供部長は、さっきより素早い動きで突進してきた。アヤも靴下を脱いだことで、ちゃんと動けるようになり、その攻撃を簡単に躱(かわ)すことができた。

			「なんだい、その避け方は！　少なくとも空手じゃないね」

			　その後も、子供部長の素早い攻撃を、アヤは避け続けた。

			「いやあ、君の動きは面白いね。そんななりで良くそんなに動けるね」

			「あなたに言われたくない」

			「あはは、そう言えばそうだね」

			　何度目かの攻防が続き、子供部長の足払いをアヤはジャンプで避けてしまった。

			「いただき！」

			　子供部長は足払いをキャンセルして、竜が昇るようなアッパーを繰り出してきた。アヤは空中にいるため、避けることができない。

			　ドコッと鈍い音が稽古場に響いた。

			　アヤはギリギリで腕をクロスして防いでいたが、アッパーの威力に押されて後ろに吹っ飛び、背中から稽古場の壁にぶち当たった。

			「くっ！」

			「よくアレをガードできたね、君って本当にすごいね」

			　子供部長にとってそれは本当に賞賛の声だったのだが、アヤはそうは思わなかったようだ。

			　アヤは怒りに満ちた表情で子供部長を睨みつけ、【体力回復速度強化】を使い始めた。

			　おい、バカやめろ、魔法を使うんじゃないよ！

			「あれ？　君、それ何してるの？　なんか君の体ちょっと変じゃない？」

			　子供部長は何かを感じ取ったみたいだ。勘が鋭いのかな？

			「君、なにか裏技を持ってるんでしょ？　もうちょっと見せてよ」

			　子供部長はそう言うと、手招きをしてアヤを挑発してくる。アヤは頭に血が上って、その挑発に乗ってしまい、子供部長に向かって突進した。

			　アヤは子供部長の周りを回りながら、隙をついて手刀で攻撃を加えようとするが、すべて避けられてしまう。

			「面白い動きだね、でもちょっと単調すぎるよ！」

			　子供部長の鋭い蹴りが、アヤの鼻をかすめた。アヤはいきなりの蹴りを避けようとして、転げるように距離をとった。多分その蹴りも、わざと当たらないように蹴ったのだろう。

			　アヤはとうとう、【運動速度強化】の魔法を使い始めてしまった。

			「おお、なんか変な感じだ。それが裏技かい？　なんかすごそう！」

			　尋常じゃない速度で子供部長の周りを回るアヤが繰り出す攻撃に、さすがの子供部長も避けきれなくなり、たまにガードせざるを得ない状況になってきた。

			「スゴイ！　スゴイ！　なんだこれー！」

			　子供部長はハイテンションではしゃいでいる。

			　アヤはここまでやっても自分の攻撃が当たらないことにいらだち、【追い風】や【突風】まで使い始めた。アヤ、やりすぎだ！

			「風が……」

			　さすがの子供部長も、事態の異常さに気が付き、顔が強張ってきている。

			　だんだんとアヤの攻撃が、子供部長にかすり始めてきた。子供部長の顔も、もう真剣そのものになっている。

			　２人の攻防の速度が少しずつ上昇していく……。

			「は!?」

			　子供部長が何かに気がつき、大きく後ろにジャンプしてその場を離れたその瞬間！

			　子供部長のいた場所に【竜巻】が発生した！

			　子供部長がその光景を見てギョッとした時、アヤが空中にいる子供部長を目掛けて、ジャンプしながら拳を突き出した。

			　ドコッと鈍い音が稽古場に響いて、今度は子供部長が稽古場の壁に吹き飛ばされた。

			　それを見ていたアヤが、着地をしようと下を向いた瞬間！

			「くっ！」

			　アヤは鳩(みぞ)尾(おち)に激しい痛みを食らって、その場にうずくまってしまった。

			　子供部長は吹き飛ばされ壁に激突する寸前に、空中で体勢を整えて壁を蹴り、その勢いで着地しようとしていたアヤの鳩(みぞ)尾(おち)を攻撃したのだ。

			「ご、ごめん、つい本気を出してしまった」

			　うずくまるアヤ、謝る子供部長。

			　アヤは、痛みよりも負けた悔しさで、えぐえぐ泣き始めてしまった。

			「ああ、本当にごめん。泣かないでおくれよ～」

			　と、そこに、メガネを掛けた女の子が入ってきた。

			「ぶ、部長！　なにしてるんですか!!」

			「やあ、百(ゆ)合(り)恵(え)くん。この子は新入部員みたいなんだけどね、面白そうな子だから、ちょっと手合わせをしてたら……つい本気になっちゃって……」

			　この子は、百(ゆ)合(り)恵(え)という名前なのか。

			「部長が本気に!?　大丈夫なんですか!?　救急車を呼びますか!?」

			　百合恵ちゃんもなんか大げさだな、まあ、普通の人があの子供部長の攻撃を食らったら、ただでは済まなかっただろうけど。

			　百合恵ちゃんはアヤに駆け寄り、アヤの顔を自分の胸に押し付けて抱き寄せた。アヤは百合恵ちゃんの巨大な胸に埋まって、泣いていたことを忘れてもがき苦しんでいる。
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			「もう大丈夫ですよ、私が慰めてあげますからね～」

			「モガモガ……」

			「よしよし、痛かったですね～」

			　子供部長は危険な人物だけど、こっちの百合恵ちゃんも別の意味で危険な人だ。デカいし……。

			　アヤが百合恵ちゃんの胸の間から上目遣いで見上げる。

			「キャー、この子かわいい！　私のところにお泊まりに来ませんか？」

			「え？」

			「あー、百合恵くんはガチだから、気をつけたほうがいいよ」

			「ひどいです部長！　ガチじゃないですよ～。かわいい女の子が好きなだけです！」

			「そういうのをガチって言うんだよ！」

			　この人はそういう人でしたか……。アヤ、骨は拾ってやるからな。

			　

			　やっと３人とも冷静さを取り戻したところで、改めて自己紹介ということになった。

			「新入生の丸山アヤです。空手道部に入部希望です。よろしくお願いします」

			「ボクは、空手道部部長の河合(かわい)舞(ま)衣(い)だ、よろしくな」

			「私はマネージャーの三(み)原(はら)百(ゆ)合(り)恵(え)です。アヤちゃん、よろしくね」

			　そんな波瀾万丈な、アヤの空手道部入部なのであった。

		

	
		
			０７５　街で情報収集

			　

			　空手道部の稽古場はアヤの竜巻のせいで、物が散乱していた。

			「しかし、どう暴れればこんな風になるんですか？」

			「ボクじゃないぞ、アヤくんのせいだ」

			「ごめんなさい」

			　アヤが素直に謝るとは珍しいな。

			　アヤは１人で、稽古場の片付けを始めたが、舞衣さんと百合恵さんも、何も言わずに片付けの手伝いを始めた。

			　稽古場の片付けを終える頃には、３人はすっかり仲良しになっていた。アヤは舞衣さんの強さを認め、すっかり先輩後輩らしくなっていた。見た目は全然そんなふうじゃないが……。

			　百合恵さんは、色んな意味でアヤを気に入ったらしく、若(じやつ)干(かん)スキンシップ多めではあるものの、いいマネージャーっぽいかんじだ。

			　その後、３人は仲良くラーメン屋でささやかな新入部員歓迎会を楽しんでいた。

			　結局舞衣さんは、アヤに魔法のことを聞いたりはしてこなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕方近くになり、やっと活動を始めたエレナは、商店街に来ていた。和菓子屋のおばあちゃんの様子を見に来たのだ。

			　しかし、商店街を行き交う人たちの態度が、微妙におかしい。いつもよりなんとなく余計に優しく接してくれてる感じだ。

			　和菓子屋に着くと、朴訥フェイスが一生懸命和菓子を作っていた。

			「こんにちは、おばあちゃんの様子はどうですか？」

			「エレナさん！　今朝はちゃんとお礼も言えず申し訳ありませんでした」

			　朴訥フェイスは、いつもとちょっと様子が違っていて、礼儀正しく深々とエレナに頭を下げた。

			「いえいえ、それでおばあちゃんは？」

			「はい、もうすっかり良くなって、すぐに働きたいなどと言い出すほどです。今日くらいはしっかり寝ているように言ってあるので、奥で寝ています」

			　なんかコイツ、雰囲気が変わりすぎてないか？

			「おじゃましても、かまいませんか？」

			「どうぞどうぞ！」

			　エレナが奥の部屋に上がると、おばあちゃんが布団で寝ていた。

			「おばあちゃん、具合はどうですか？」

			「これはこれはエレナちゃん！　こんな老いぼれの命を救ってくれて、なんとお礼を言ったらいいか」

			　おばあちゃんは、布団から飛び起きて、正座から深々とお辞儀をした。なんか神様でも訪ねてきたかのような態度だ。

			「老いぼれなんて言わないで。私はおばあちゃんの和菓子が大好きなんですから、ゆっくり休んで早く元気になってくださいね」

			「私なんかの和菓子だったら、いくらでも持っていっていいからね」

			　なんか、おばあちゃんもエレナに恐縮しっぱなしな感じだ。さすがにやりすぎたか？　でも、命には代えられないし……。

			　結局エレナは朴訥フェイスから大量の和菓子をもらって帰ってきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その週は、特にこれといっておかしなことは起こらなかった。

			　アヤは空手道部で舞衣さんと稽古に明け暮れ、家でステータスを見てみたら【体術】がもうレベル３になっていた。

			　エレナは相変わらず、商店街でおまじないをしては色んな物を持って帰ってきたが、前よりもらってくる品物が高級になってるような気がする。

			　俺は部長から、例の物が次にいつ手に入るかなどをしつこく質問されてしまい『来週の月曜日くらいには』と適当にはぐらかしておいた。ってか、もうあの１本を使っちゃったのかよ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなこんなで週末。

			　まずは恒例の、地球を旅するナンシーと、ドレアドス王国を旅するアジドさんの現在地確認タイム。

			　ナンシーはタイとインドを訪問していて、インドから出国するところだった。

			　アジドさんはシンジュの街に向けてイケブの街を出発するところだった。

			　来週にはシンジュの街に行けそうだ。

			　海外旅行はドレアドス王国の戦争問題を解決してからかな……。

			「さて、イケブの街で魔王軍に滅ぼされた村についての調査をしに行くか」

			「はい」「はーい」

			　俺たちは、イケブの街へ【瞬間移動】した。

			　この前来た時は気がつかなかったが、厳つい兵士がけっこうなうろついている。こいつらは何なんだろう？

			　兵士たちを気にしつつ、俺たちはまず冒険者ギルドに向かった。

			　魔王軍に滅ぼされた村について聞いてみたところ、村の名前は『スカベ村』といい、北に数日行った場所にあるそうだ。しかし、ちゃんとした道があるものの、魔物が多く出没するようになってしまったらしく、今ではそちら方面に行く人はほとんどいないそうだ。

			　日の出の塔の情報も聞いてみたが、得られた情報はアジドさんの情報とほぼ同じ程度だった。

			　とりあえず、ギルドの仕事を確認してみたところ、Ｄランクのところにこんなのがあった。

			〈討伐依頼〉

			【オーク討伐】　（常時依頼）

			内容：オークを１匹討伐。

			討伐した証に『オークの牙』を納品。

			報酬：１００ゴールド

			　

			　マジか、オークなら１００匹以上もインベントリに入っている。その牙を全部納品したらすぐにでもＣランクに上がれちゃうんじゃないか？　まあ、特にランクを上げる意味はないし、止めとくか。

			　Ｅランクの仕事で出来そうなのは、相変わらず狼討伐だけだった。

			　次に俺たちは、商人ギルドに向かった。

			　相変わらず、小麦粉が不足しているらしく、この前教会で少し使ってしまった25㎏の小麦粉を売った。少し使ってしまった状態だったが２５００ゴールドで買い取ってもらえた。

			　小麦粉不足について聞いてみると、イケブの街を治める貴族が、戦争のためと称して兵士を集めていて、その兵士の食料を確保するために小麦粉が足りなくなってきているということらしい。

			　次に職人ギルドに寄り精力剤＋３を12本売却した。精力剤＋３は１本２０００ゴールドで売れ２万４０００ゴールドにもなった。お金が余ってきてしまった。なんという贅沢な悩みだ……。

			　次に作りたい呪い治癒薬の材料である紫刺草(いらくさ)と聖水を探したが、どちらも置いてなかった。これもどこかで手に入れないとな。

			　街で行っておくべきところは回ったので、情報収集がてら街を探索していると、神殿らしき建物を発見した。

			「エレナ、あれは神殿じゃないのか？」

			「ええ、あれは『神託者オラクル』を崇める神殿です。この神殿はマナ結晶を祀(まつ)っているのではなく、モノリスと呼ばれる平らな大岩が祀(まつ)られています」

			「そうか、マナ結晶以外の神殿もあるのか」

			　後は特にめぼしい情報は得られず、昼食がてら食堂で作戦会議を開くことにした。

			「さて、目標はスカベ村に行ってみることだけど、どうやって行くかが問題だな」

			「普通でしたら、馬車を借りて行くところですが…」

			「馬車で行っても明日までに帰って来られないし、ちょっとむずかしいかな」

			「走っていくとか」

			「私が足手まといになってしまいそうです」

			「いや、走るとしたら１人だ」

			「セイジ様１人で行くんですか!?」

			「いや、俺とアヤが交代で走ろう」

			「私も!?　でも、交代って？」

			「アヤのいる場所にだったら【瞬間移動】で飛んでいけるから、交代の時に俺が飛んでいって送り迎えすればいいだろ」

			「なるほど、じゃあ、残ってる方はエレナちゃんと留守番ってこと？」

			「わ、私も走ります」

			「悪いけど、エレナじゃ【運動速度強化】も、【追い風】や【クイック】なんかの速度アップの魔法も使えないから……」

			「そうですよね……」

			「エレナは俺やアヤが走って疲れて帰ってきたら、回復をお願いするよ」

			「はい、分かりました」

			　作戦が決まり、午後はアヤが、夜は俺が走ることになった。

			「アヤ、この道をずっと北に行けばいいだけだから迷ったりしないと思うが、魔物とかは気をつけるんだぞ？」

			「うん、任せて！」

			　アヤは俺たちに見送られながら、街の北の出口から意(い)気(き)揚(よう)々(よう)と旅立った。

			　日中なら危ない魔物と出くわす可能性も低いし、アヤのスピードなら、撒くのも簡単だろうから大丈夫だとは思うが、もし危険な時は【警戒】で気がつくだろうし、そしたら【瞬間移動】で助けに行けばいいかな。

			　俺とエレナは宿屋で部屋を借り、俺は仮眠を取ってエレナは部屋で大人しくしていてもらうことにした。

		

	
		
			０７６　スカベ村へ

			　

			　仮眠から目が覚め、時間を確認すると、そろそろ日が暮れる時刻だ。

			　エレナは静かに本を読んでいた。

			「エレナ、おはよう」

			「セイジ様、おはようございます」

			「悪いね、退屈な思いをさせてしまって」

			「いえ、スカベ村の調査は、私が言い出した事ですし。これくらいぜんぜん平気です」

			「これからアヤを迎えに行くから、ちょっと待っててね」

			「はい」

			　アヤの場所を確認すると、馬車で１日くらいの距離まで進んでいた。さすがアヤ。

			　映像を確認すると、アヤは風をまとって、猛スピードで駆け抜けていた。

			「【瞬間移動】！」

			　俺がアヤの隣に移動すると、アヤは急ブレーキを掛けてクルッとこちらを向き直り戦闘態勢に入った。

			「俺だよ！」

			「なんだ兄ちゃんか」

			「どうだ？　魔物は出なかったか？」

			「何匹か出たけど、無視して走ってきちゃった」

			「倒さなかったのか？」

			「倒しても、兄ちゃんいないから運べないし」

			「そう言えば、そうか」

			　俺は、アヤを宿屋の部屋に連れて帰ってきた。

			「アヤさん、お帰りなさい」

			「エレナちゃん、ただいま。兄ちゃんに変なことされなかった？」

			「するか!!」

			「セイジ様はずっと寝てましたよ」

			「なーんだ、つまんない」

			「くだらないこと言ってないで。俺はひとっ走りしてくるから、２人はおとなしくしてろよ」

			「はーい」「はい」

			　後のことは２人に任せて、俺はアヤが到達していた地点まで【瞬間移動】で舞い戻った。

			「さて、いっちょ走りますか」

			　俺は、【運動速度強化】と【クイック】をかけて走り始めた。

			　風が気持ちいい。左右の森の景色が後ろにすっ飛んでいく。いくら走ってもあまり疲れることがない。

			　強いて難点を言えば、足元が凸凹して走りにくいところかな。これ魔法でなんとかならないかな？

			　試しに、ちょっと先の足元に、氷の絨(じゆう)毯(たん)を生成してみた。土の魔法でもあれば、平らな地面を作れたのだろうが、今の俺が使える魔法で出せる平らなものと言ったら、氷しかなかったのだ。

			　走る勢いはそのままで、氷の絨(じゆう)毯(たん)に突入してみると、氷の上をツーっと滑ったが、少し進んだところで止まってしまった。スケート靴を履(は)いてれば、結構いけたかも。しかし、足元が滑ってしまって、そこから移動ができない。

			　仕方ないので、【瞬間移動】で氷の絨(じゆう)毯(たん)から抜け出した。

			「そうか【瞬間移動】が、あった！」

			　俺は今さらながら、【瞬間移動】を使った移動を試してみた。

			　結果は、ダメだった。

			『見える範囲の移動』の移動距離は５００ｍが限界で、長距離の【瞬間移動】だと、連続して使えないのだ。10ｍ位の移動なら、連続して使えるのだが、走りながら【瞬間移動】を使うと、移動後に走ってた勢いが止まってしまうのだ。

			　10ｍの連続【瞬間移動】をするくらいなら、走ったほうが早い。

			　仕方ないので、また【運動速度強化】と【クイック】だけで走り続けた。

			　やっぱり【風の魔法】は欲しいな。こんなふうに走っていると、風の抵抗は無視できない。急に道の真ん中に障害物が現れた時に、突風で素早く軌道修正して避けることもできるし。

			　そういえば、【電光石火】を使った時に、敵の体を通り抜けてたけど、ちょっとした障害物なら、あれで通り抜けできるんじゃね？　俺はやってみることにした。

			　しばらく、走っていると道に木が倒れていた。

			「今だ！【電光石火】！」

			【電光石火】を使うと、俺の体は電気となり、倒れていた木をすり抜けた。

			「やった、成功だ！」

			　ん？　待てよ？　【電光石火】を連続で使ったら、もっと早く走れるんじゃね？

			　やってみた。

			　すごく早かった。

			「今までの試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)は何だったんだ！」

			　俺は、【電光石火】を使いっぱなしにして、走り続けた。速い速い！　空気抵抗もなく、障害物もズバンと通り抜けて一直線だ。

			　調子に乗って【電光石火】でガンガン進んでいくと、急に倦怠感を感じた。

			　何かと思って【電光石火】を止め、自分を【鑑定】してみると、ＭＰがほとんど底をついていた。

			「うわ、俺のＭＰがこんなに減ったのを初めて見た」

			　俺は、普通に走りながら、インベントリから和菓子を取り出して、むさぼり食った。やはり和菓子はＭＰ回復量が多いらしく、どんどんＭＰが回復していく。特に砂糖菓子の回復量はすさまじかった。
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			　しかし、さっきから和菓子を食いまくっているのだが、いくら食べても腹に溜まらない。なぜだ？　もしかしたら、ＭＰ回復に使われた分は、胃袋から横取りされているのかもしれないな。

			　和菓子を食いながら、電光石火で走っていると、急にマップ上に『注意』のマークが現れた。しかも数が多い！　１００をはるかに超えている。

			　恐る恐る近づき、状況を確認してみると、人間の村の中に、ゴブリンが大量にたむろっているのが見える。

			　どうやら、スカベ村はゴブリンに乗っ取られているようだ。魔王軍に滅ぼされたんじゃなかったのかよ！

		

	
		
			０７７　新防具と作戦会議

			　

			　俺は、スカベ村の件を報告すべく、宿屋に舞い戻った。

			「あれ？　兄ちゃん、こんな朝っぱらから夜這い？」

			「セイジ様、おはようございます」

			「エレナ、おはよう。アヤ、夜這いは夜だから夜這いって言うんだぞ」

			「それじゃあ、朝這い？」

			「アヤ、そんな言葉はないぞ。スカベ村を見つけたから、急いで戻ってきたんだ」

			「え？　もう見つけたの？　兄ちゃん早いよ」

			　呆れ顔で「早い」とか言われると、なんかいやな気分になるな……。

			「スカベ村は、ゴブリンの団体がたむろってた」

			「え？　ゴブリンがですか!?　どうして？」

			「まだ、ちゃんと調査してないから、はっきりしたことは言えんが……。無人になった村をゴブリンが見つけて、住み着いてしまったのかもしれん」

			　スカベ村の現状、どうも気になるんだよな～。

			「ゴブリン、どれくらいいるの？」

			「１００以上は確実にいるはずだ。ヘタすると２００はいるかも」

			「そんなにいるんですか!?　それだと、ゴブリンの上位種がいる可能性が高いですね」

			「上位種？　ゴブリンキングとかか？」

			「２００くらいの集団ですと、治めているのはゴブリンプリンス辺りかと思います」

			　ゴブリンプリンスなんているのか。

			「あの～セイジ様、１つお願いがあるのですが」

			「エレナがお願い？　珍しいな。なんだい？」

			「ゴブリン退治、私にやらせていただけないでしょうか？」

			「え！　エレナが!?」

			「スカベ村の問題は、ドレアドス王国の問題ですので、出来れば私の力で解決したいんです」

			　なんか、いつになくエレナが積極的だ。

			「兄ちゃん、エレナちゃんがこんなにやる気を見せてるんだから、協力してあげようよ」

			「ああ、そうだな」

			「セイジ様、アヤさん、ありがとうございます」

			「それじゃあ、やっぱりアレが必要だな」

			　

			　俺たちはニッポの街に、やってきた。

			「ようセイジ、例のものはできてるぜ」

			「こんにちは、ガムドさん」

			　ガムドさんは、できあがった防具一式を見せてくれた。

			「か、カッコイイ！」

			「そうだろう、わしが腕によりをかけて作ったんだからな」

			　俺のかっこいい防具は、ハーフアーマーに、肘まで隠れる小手と、スネまで隠れるブーツだ。それに軽い！

			「どうだ、軽いだろう。重さ軽減の魔法と、おまけに防御強化の魔法も付いた逸品だ」

			「そんなすごいのか！」

			　アヤの防具は、胸当てと肘と膝の部分鎧(よろい)だ。スピード重視のアヤにはこれくらいがちょうどいい。

			「この鎧(よろい)、なんかエロくない？」

			「アヤ、この鎧(よろい)の下に普通の服を着るんだぞ？」

			「あ、そうか。一瞬、水着アーマーかと思っちゃったよ」

			　アヤ、水着アーマーなんて物は、二次元にしか存在しないぞ。

			　エレナの防具は、真っ白に輝く胸当てとブーツだった。

			「エレナ嬢ちゃんのは、魔法防御と弓矢などを弾く魔法が施してある」

			「ありがとうございます！」

			「どうだ、３人とも気に入ったか？」

			「「「はい」」」

			「ところで、今日の装備の代金なんだけど～」

			「なに言ってやがんだ！　この前もらったウイスキーが代金だ。アレ以上１ゴールドだってもらわないぞ」

			「そうか、残念だな～。せっかくまたウイスキーを持ってきたのに……」

			「なに!?」

			　俺は、ウイスキーを取り出して机の上に置いた。と言っても、前回みたいに高級品じゃなくて、スーパーで買ってきた普通のだ。

			「このウイスキーも受け取ってもらえないなら、俺が飲んじゃうかな～」

			「さっきの嘘！　ウイスキーならもらうぞ！」

			「……」

			　おっさんの物欲しそうな顔を見ていても、あまり楽しくないな。

			「冗談ですよ。せっかくお土産で持ってきたんですから。あ、でも、前回みたいに高い酒じゃないんで、あまり期待しないでくださいよ」

			「そうか、でも、それもウイスキーなんだろ。早く飲ませろ！」

			　ガムドさんは俺からウイスキーを奪い取ると、この前あげたグラスに注いで飲み始めてしまった。

			「かー！　旨(うめ)え!!　まったく、ウイスキーは最高だぜ!!」

			　なんか一言違うと危ないセリフになりそうだが、そっとしておこう。

			「それじゃあ、俺たちは帰りますね」

			「おう、また来いよ。ウイスキーの差し入れは、いつでも歓迎だからな！」

			「はいはい、また来ますよ」

			「バイバイ」「おじゃましました」

			　俺たちは、ガムドさんの新しい防具を身にまとい、スカベ村へと向かった。

			　

			「ここが、スカベ村ですか」

			「ほんとにゴブリンがウジャウジャいる～」

			　俺たちはスカベ村が見渡せる小高い丘の上で、身をかがめていた。

			「エレナ、行けそうか？」

			「は、はい……　死ぬ気で、頑張ります！」

			「そんなに気張らなくていい。俺たちも手伝うから」

			「うん」

			「ありがとうございます」

			「しかし、エレナがメインで戦うとなると、きちんと作戦を立てておく必要があるな」

			「作戦ですか？」

			「いくらなんでも、あの数と同時に戦うのは、無謀すぎる」

			「では、どのようにするのですか？」

			「こういう場合は、各個撃破が基本だ」

			「かっこ撃破？」

			　アヤの奴……分かってなさそうだ。

			「まずはアヤ、お前がゴブリンを何匹かおびき出すんだ」

			「あ、分かった！　モブをプルしてくるんだね」

			「そうそう」

			「それでエレナちゃんが、範囲系スキルでやっつけるの？」

			「敵の数が多かったら範囲系スキルで、敵の数が少なかったら、魔力のロッドを優先して使ったほうがいいかも」

			「範囲系スキルって何ですか？」

			「魔法で広範囲に攻撃することだよ。エレナだと【豪雨】から【雪】で体温を奪う連続魔法がいいかも。出来そうか？」

			「はい、やってみます」

			　作戦が決まり、俺たちはゴブリン殲(せん)滅(めつ)作戦を開始した。

		

	
		
			０７８　ゴブリン殲(せん)滅(めつ)作戦開始

			　

			　作戦が決まり、ゴブリン殲(せん)滅(めつ)作戦を開始しようとしたその時、俺の地図に新たな『警戒』の点が、別方向から現れた。

			「待て！　何かが近づいてくる」

			　俺たちは身を潜め、状況をうかがっていた。

			　幸い、その点は俺たちに向かってくることはなく、村の方へと進んでいった。

			「よかった、気づかれたわけじゃなかったらしい」

			「兄ちゃん、あれ見て！」

			　アヤの指差す方向を見てみると、そこにいたのは、ゴブリンではなくオークだった。

			「なんでこんなところにオークが!?」

			「もしかしたら、オークがゴブリンの村を攻撃しに来たのか？」

			「セイジ様、どうやら違うようです」

			　オークはなぜかゴブリンたちに向かって跪き、持ってきた大きな箱をゴブリンに渡していた。

			「なんで、オークがゴブリンに従ってるんだ？　どう見たってゴブリンよりオークのほうが強いだろうに」

			「あ、セイジ様！　あれの中に人が入っています！」

			「なんだって!!」

			　よく見るとオークが持ってきたのは、人が閉じ込められた檻(おり)だった。オークが人を拐(さら)っていたのはゴブリンに渡すためだったのか！　しかし、なぜゴブリンはオークに人を拐わせていたのだろう？　イマイチよく分からん。

			　そうこうしている内に、オークは村から立ち去っていった。

			「早く、あの人たちを助けないと」

			「待て、まずは雷精霊で様子を見てみよう」

			【雷精霊召喚】を実行し、雷精霊が登場した。

			「また偵察？　あたいは偵察精霊じゃないんだけど～」

			「仕方ないだろ！」

			「わーったわよ！」

			　アヤの【追跡用ビーコン】を一時的に雷精霊へ付けて、偵察に行かせた。

			　村にはゴブリンだけではなく、体の大きなゴブリンもいて、普通のゴブリンたちに指示を出したりもしていた。

			「あの大きなゴブリンはなんだろう？」

			「あれはホブゴブリンです」

			　エレナが教えてくれた。

			　さらに調査を続けると、人が捕らえられている建物を見つけ、精霊は中に潜入した。

			「あ、人が働かされてる」

			「何かを作らされていますね」

			「何を作らされているんだろう？」

			　精霊は作っている品物に近づいた。

			「あ、魔石です」

			「ゴブリンがオークを使って人を拐っているのは、魔石を作らせるためか」

			「でも、働いてる人たち、なんかバラバラだね」

			　そう、働いているのは12歳くらいから50歳位まで年齢も性別もバラバラ、魔石が作れる人を狙って拐ってきているわけじゃなさそうだ。

			　精霊が隣の部屋に移動すると、１人の職人っぽい人が大勢の人に魔石の作り方を教えていた。

			『もし、魔石の作り方を覚えられなかったら、ゴブリンたちに殺されてしまいます。皆さん、頑張って魔石の作り方を覚えましょう』

			『『はい』』

			　なるほど、適当に人を拐ってきて、無理やり教えこませているわけか。

			　精霊は、偵察を終えて戻ってきた。

			「ありがとう、助かったよ」

			「また魔法で村を壊滅させるか？」

			「いや、今回はいいよ」

			「そうか、それじゃ、あたいは帰る」

			　そう言うと、精霊は帰ってしまった。

			「すぐに助けに行きましょう」

			「いや、当初の作戦通りやろう」

			「なんで？」

			「人質が多すぎる。あの人たちを盾にされたら戦えない」

			「そうか～」

			「だから、ゴブリンを村からおびき出して倒す作戦のほうがいい。エレナもいいな？」

			「はい」

			　俺たちは、予定通り作戦を実行に移すことにした。

			「アヤ、初っ端はなるべく少なめで頼むぞ」

			「分かった」

			　アヤに【追跡用ビーコン】を付け直して、ゴブリン釣りに向かわせ、俺とエレナは目印となる大きな木の下に移動し、アヤの映像を見ながら待った。

			　アヤは拾った小石を、村の近くの森の中からゴブリンに投げつけた。

			「ファ!?」

			　小石がゴブリンの頭に当たり、ゴブリンが、小石の飛んできた方向を振り向くと、アヤがお尻ペンペンしていた……。お前は子供か!!

			「フゴッフゴッ！」

			　小石をぶつけられたゴブリンが、アヤに向かって走りだし、そのゴブリンの行動に気がついた他の２匹のゴブリンも、それに続いた。

			「兄ちゃん、３匹釣れた」

			「よし、いい感じだ！　エレナ、頑張るんだぞ」

			　俺は応援の気持ちを込めて、エレナに【クイック】と【バリア】、ゴブリンたちに【スロウ】の魔法をかけた。

			「ご覚悟を！」

			　エレナは、魔力のロッドを右手に持ち、驚き戸惑っているゴブリンたちに駆け寄り、テニスのバックハンドのようなフォームで、一番手前のゴブリンの脇腹を打ち抜いた。

			　スパーンッ！

			　攻撃されたゴブリンはすっ飛び、キリモミ回転しながら離れた位置の木まで飛んでいき、衝突してそのまま動かなくなった。

			　あまりの出来事に、残ったゴブリンたちは呆然としていた。そしてエレナも……呆然としていた。魔力のロッドの威力に、自分で驚いてしまったのだろう。

			「エレナ！　気を抜いちゃダメだ！」

			「あ、はい！」

			　俺の声を聞いて気を引き締め直したエレナは、残りのゴブリンに慎重に近づいた。

			　残った２匹のゴブリンたちは、おじけづいて後ずさりしている。

			「ギッ！」

			　ゴブリンたちは追い詰められ、１匹が闇雲にエレナに向かって突進してきた。エレナは少したじろいだが、グッと思いとどまり、突進してくるゴブリンを押し戻そうと、魔力のロッドをゴブリンの胸辺りに向けて突き返した。

			　ドンッ！

			　エレナの突きによって、ゴブリンは後ろに吹き飛び、もう１匹のゴブリンに衝突し、２匹はもつれ合ってぶっ倒れ、動かなくなった。

			「エレナちゃん凄い！　２匹同時に倒した！」

			「え!?」

			　エレナは自分で自分のした事が信じられないようだった。

			「エレナいいぞ！　この調子だ！」

			「はい」

			「よしアヤ、次も同じくらいでよろしく」

			「はーい」

			　アヤが次に連れてきたのは、５匹のゴブリンだった。

			「ごめん、ちょっと多くなった」

			「よしエレナ、まずは魔法で攻撃だ」

			「はい！」

			　エレナは左手に水のロッドを持ち、【豪雨】の魔法でゴブリン５匹の真上に大雨を降らせた。以前より魔力が上昇したためか、雨の勢いがものすごく、滝のようだ。

			　豪雨にもがき苦しむゴブリンたちだったが、１匹だけ豪雨から抜け出してきてしまった。

			「ちゃんと雨に当たりなさい！」

			　豪雨の周りで準備していたアヤは、雨から抜け出てきたゴブリンを蹴飛ばして、中に押し返す。

			　やがて、雨が上がると、５匹中４匹は溺れて動かなくなっていたが、１匹だけ、まだ息があった。

			「エレナ、１匹残ってるぞ」

			「はい！」

			　エレナは、右手に持った魔力のロッドで、最後のゴブリンを殴り飛ばし、トドメを刺した。ロッド二刀流もいい感じだ。

		

	
		
			０７９　ゴブリン殲(せん)滅(めつ)作戦続行

			　

			　俺たちは、ゴブリン殲(せん)滅(めつ)作戦を続けた。

			　しばらくの間、３～５匹で同じことの繰り返しだったのだが……。

			「ごめん、ちょっと多い」

			　アヤが引いてきたゴブリンは10匹。ちょっと多いが、これくらいなら、なんとかなるかな？

			「エレナ、アヤ、２人でなんとかしてみろ」

			「はい」「了解」

			　エレナは【豪雨】を発動させ、アヤが逃げようとするゴブリンを押し返して行くのだが、【豪雨】から逃げ出してくるゴブリンの数が多すぎて、アヤ１人では抑えきれていない。

			　とうとう、アヤが捌(さば)き切れなかった１匹が、エレナに襲いかかってきた。

			　助けに入りたい気持ちを、グッとこらえて見守っていると。エレナは左手の水のロッドで豪雨を降らせながら、右手の魔力のロッドで襲ってきたゴブリンを殴り飛ばし、律儀に豪雨の降っている地点に飛ばした。エレナ、そんなことしなくても、殴った時点でゴブリンは息絶えてるぞ。

			　豪雨が止み始めても、何匹かのゴブリンの息があったため、エレナはそのまま雪を降らせ始める。豪雨から雪の魔法コンボだ。

			　雪が止むとそこには、雪に埋もれ動かなくなったゴブリンが、山積みになっていた。

			「やりました！」

			「もう、10匹でも楽勝だな」

			　ＭＰが減ってきたエレナに和菓子を食べさせながら、次のゴブリンを待っていると、地図上に30匹もの『警戒』マークが現れた。

			　俺は【瞬間移動】でアヤの側に移動した。

			「アヤ、いくらなんでも多すぎだ」

			「ごめん兄ちゃん、ゴブリンたち警戒し始めたみたいで」

			「そういうことか」

			　アヤと２人でゴブリンから逃げながら、作戦会議だ。

			「アヤは、しばらくこいつらを連れて逃げとけ。俺が少しずつ奴らを分断して、エレナのところに連れて行くから」

			「了解！」

			　俺は、【瞬間移動】で木の陰に隠れ、アヤを追いかけるゴブリン集団の最後尾７匹の集団の目の前に、バリアを展開させた。急に現れたバリアにぶつかり、７匹のゴブリンは先頭集団から分断される。そいつらに小石をそっと投げつけ、俺の存在に気づかせると、そいつらを連れてエレナのところへ舞い戻った。

			　俺が急に立ち止まり、向き直って構えると、ゴブリン７匹と睨み合いになった。俺のバックステップに合わせて、測ったように豪雨がゴブリンたちを襲う。雨は雪へと素早く変わり、１匹ももらさず氷漬けになってしまった。

			「次を連れてくる」

			「はい」

			　俺は、エレナに和菓子を渡しながら、次のゴブリンを取りに行った。次の７匹も同じように倒すと、アヤは残りの16匹を連れてエレナのところへ戻ってきた。この数ならいけるだろう、との判断なのだろう。

			　アヤと16匹のゴブリンが対峙するなか、ゴブリンたちを豪雨が襲い、豪雨は素早く雪に変わって、さらに天気は雹(ひよう)へと変化した。ゴブリンたちは体力を奪われたところで雹に襲われ、簡単に全滅してしまった。

			　エレナのステータスを確認してみると、レベルが上がり、水と氷の魔法もレベルが上がっていた。

			「なんとかなったな、数が多い時は今の感じで行くぞ」

			「「はい」」

			　俺たち３人の連携が上手く決まり、村のゴブリンたちは半分くらいにまで数を減らしていた。

			「ごめん、なんかデカいのが混じってる」

			　何度目かの時に、アヤを追いかける10匹のゴブリンの集団の中に、大きな剣を持ったデカいゴブリンが１匹混じっていた。あれがホブゴブリンか！

			　俺がホブゴブリンにスロウをかけ、アヤが攻撃を躱(かわ)して戦っている間に、エレナは雹(ひよう)を降らせて、残りのゴブリンを瞬殺していた。エレナのレベルが上がったことで、雨からではなく、いきなり雹をふらすことができるようになっていた。

			「よし、あとはホブゴブリンだけだ」

			「はい」

			　エレナは水の球を作り上げて、ホブゴブリンに向け射出し、自分自身もそれに合わせて突撃した。

			　バシャッ

			　水の玉の威力は、ぜんぜんだった……。

			　エレナは豪雨や雪ばかり使っていたせいで、単体攻撃に慣れていなかったのだ……。

			　運悪く、水の玉の攻撃は、エレナの接近を教えてしまう結果となってしまい、ホブゴブリンはエレナの方を振り向き、持っていた大きめの剣を振り下ろした。

			「バリア！」

			　とっさに、エレナにバリアを張ったが、ホブゴブリンの攻撃はバリアを突き破って、エレナに襲いかかった！

			　ガキンッ！

			　鈍い音がして、ホブゴブリンの剣は……。

			　エレナの魔力のロッドで受け止められていた。

			　バリアで勢いが殺されたことと、エレナのレベルが上がっていたことで、なんとか防ぐことができたのだろう。

			「てぇい！」

			　エレナは掛け声とともに、ホブゴブリンの剣を魔力のロッドで弾き飛ばし、ガラ空きのボディをさらに殴りつけた。

			「グバッ！」

			　ホブゴブリンは、たまらずボディを抱えて蹲ったが、それを狙いすましたかのように、下がった頭にエレナの攻撃が直撃した。

			　ズドン

			　大きな音を立てて、前のめりに倒れるホブゴブリン。

			　エレナは、ハアハアと息を乱していたが、こちらを振り向いてニッコリ微笑んだ。

		

	
		
			０８０　ゴブリン王子

			　

			「兄ちゃんダメだ。ゴブリンたち、警戒しちゃって、ちょっとでも手を出したら全部来ちゃいそう」

			　ホブゴブリンを１匹倒したあと、アヤが敵を連れてくることができず、音を上げてしまった。

			「そうか、それじゃあ仕方ないな。ちょっとみんなで、様子を見に行ってみよう」

			　仕方なく、３人一緒に村の様子を見に行ってみると、ゴブリンの数は残り50匹ほどになっていた。ゴブリンプリンスらしき個体は見当たらないが、ホブゴブリンが４匹も残っていて、周辺を厳しく警戒している。どうしたものか……。

			「仕方ない、残りは一気にやるか」

			「セイジ様、さすがにあの数は……」

			「アヤも攻撃に参加してくれ。俺も参加する。それなら平気だろ？」

			「了解！」「はい」

			　俺たちが姿を表すと、いきり立ったゴブリンたちは、全員で進軍してきた。村の中で戦うわけにはいかないので、森が開けた場所で待ち構えた。

			「セイジ様、アレを見てください」

			　エレナが指差す先を見てみると、ホブゴブリンよりさらに大きい、鎧(よろい)を着たゴブリンが１匹、最後尾についていた。

			「アレが、ゴブリンプリンスか」

			「は、はい」

			　鑑定してみると、オークや黒オークよりもはるかに強い。オークたちが大人しく言うことを聞くわけだ。

			　ゴブリンたちは、少し離れた位置で止まり、俺たちと睨み合う状態になった。ゴブリンたちの隊列は、先方が普通のゴブリン、ゴブリンプリンスは最後尾にいて、ホブゴブリンたちはプリンスを守るような陣形をとっていた。

			　ゴブリンプリンスは、指示を出していたが、言っている意味は分からない。言語習得を使って見るか？　ＭＰをかなり使ってしまうが、和菓子があるから平気かな。

			　俺は思い切って【言語習得】を使用してみた。

			〈言語習得〉

			ゴブリン語を習得します。

			習得レベルを選択してください。

			・レベル１（消費ＭＰ：50）片言で話が出来る。

			・レベル２（消費ＭＰ：１００）日常会話程度は話が出来る。

			・レベル３（消費ＭＰ：２００）スラスラと会話が出来る。

			　

			　あれ？　レベル３までしかない。そうか！　ゴブリン語には字がないのか。

			　俺は、ＭＰを２００消費して、レベル３のゴブリン語を習得した。

			『あいつら、逃すな！　ヘマした奴、死刑！』

			「フゴッ！」

			　作戦とかを言っているわけじゃないのか……。あと、ゴブリン語を喋れるのはプリンスだけで、他のゴブリンは、ゴブリン語を理解することは出来ても、喋ることは出来ないみたいだ。

			「アヤ、エレナ、俺がプリンスを分断して、足止めしておくから、普通のゴブリンたちは、お前たちで片付けてくれ」

			「おう！」「はい」

			「行くぞ！　【瞬間移動】！」

			　俺は、プリンスの背後に移動して、普通のゴブリンとプリンスたちとの間に、物理攻撃と光、音を遮断するバリアを張って、分断した。

			『こっちだ！』

			　プリンスとホブゴブリンは、背後に現れた人間が、自分たちの言葉で喋ったことに驚いていた。

			　バリアの向こう側を【追跡】の魔法で確認してみると、アヤが発生させた竜巻で、ゴブリンたちがパニックに陥(おちい)っていた。

			『お前たち、人間を拐(さら)って、何をしていたんだ！』

			『お前、人間、なぜ、喋る？』

			　一応、ゴブリン語で話を聞いてみたのだが……。

			　プリンスのくせに片言なのかよ。

			『今さっき覚えたんだよ。それよりこっちの質問に答えろ』

			『人間に、ひみつ、喋らない』

			『喋らないと痛い目にあわせてやるぞ』

			『人間、弱い、おまえ、殺す』

			　ダメだ、これ以上は情報を引き出せそうにないな。

			『お前たち、人間、殺せ！』

			「ウゴーッ！」

			　プリンスが命令すると、４匹のホブゴブリンが同時に襲ってきた。俺は、インベントリから剣と盾を出して迎え撃つ。

			　４匹のホブゴブリンは、それぞれ別の武器を持っていた。斧、ハンマー、棍棒、槍、どれも重量感のある、でかい武器だ。

			　俺は４匹に取り囲まれ、４方向から攻撃をされているが、重量級武器だけに攻撃が遅く、簡単に避けれてしまう。

			　そうこうしている間に、バリアの向こう側では竜巻と雹(ひよう)が荒れ狂う、大荒れの天気になっていて、ゴブリンがバタバタ倒れていく。

			「そろそろいいかな？」

			　俺は左手で、斧を振り下ろしてきたホブゴブリンの手を掴んで、【瞬間移動】でバリアの向こう側へ移動し、ホブゴブリンを置いて、すぐに元の場所に戻った。その間実に１秒ほど。

			『１匹、消えた、何した？』

			　プリンスも何が起こったか、あまり理解していないようだ。一瞬だったし、バリアの向こう側は見えないし、音もあまり聞こえてこない。

			　しばらくタイミングをうかがい、次はハンマーの奴を連れていった。バリアの向こう側ではホブゴブリンを倒す速度が、だんだん早くなってきているような気がする。

			　棍棒ホブゴブリンに続いて、最後の槍ホブゴブリンを送り届けると、俺とプリンスは、２人きりになってしまった。

			『さて、もうお前だけだぞ。観念して何を企んでいたのか白状しろ』

			『言ったら、キングに、殺される』

			『じゃあ、俺に殺されるか？』

			『俺、おまえ、殺す』

			　やっぱりダメか、プリンスは大きな剣を抜いて、俺に襲いかかってきた。

		

	
		
			０８１　ゴブリン王子２

			　

			　プリンスは大きな剣を抜いて、俺に襲いかかってきた。さすが、プリンスだけのことはある。スピードも早く、剣筋も鋭い。

			　俺は、なんとなくコイツと戦いたくなってしまった。

			　剣の腕は俺より上なので、じっくり観察し、剣筋を見極め、避けるのではなく、盾で受けるように心がけた。

			　何度か剣をまみえていると、プリンスはだんだん苛立ち、大ぶりになってきた。腕はいいのに、精神がそれに伴っていない感じで、激しく残念な奴だ。

			「セイジ様、大丈夫ですか？」

			　どうやら向こう側は片付いたらしく、アヤとエレナが加勢に来た。

			「コイツは、それなりに強いぞ」

			　俺が話をしていると、プリンスはいきり立って、無茶苦茶な攻撃をして来た。よそ見すると切れる女の子かよ！

			　プリンスの渾身の一撃を盾で受け止めると、体が少し浮いてしまった。

			　それを見ていたプリンスは、ニヤリと微笑を浮かべ、剣に力を込めて、浮いた俺の体を剣で投げ飛ばした。

			「セイジ様！」

			　俺は吹き飛ばされ、木に激突しそうになったが、横向きに着地し、勢いを殺すことで衝突を免れた。

			「悪い悪い、ちょっと油断した」

			「兄ちゃん、そいつ、そんなに強いの？」

			「それなりに」

			　俺たちが会話していて、それがプリンスの理解できない言語なことがプリンスの癇(かん)に障ったらしい。

			『俺、無視、するな！』

			　ほんと、我儘なやつだな。きっと甘やかされて育ったんだろう。とうとうプリンスは、剣筋がデタラメになってきてしまった。

			　アヤとエレナは少し下がり、俺はプリンスの剣を縄跳びのように躱(かわ)して、注意を引きつけた。

			『おのれ！　動くな！』

			　いい感じに俺に注意が向いている隙に、アヤとエレナは後方から水や氷で攻撃を加えているのだが、プリンスの着込んでいる鎧(よろい)がそれなりにいいものらしく、魔法攻撃はあまり効いていない。

			　業を煮やしたアヤは、ナイフを構えて突っ込んできた。

			　ナイフの攻撃でも、プリンスの鎧(よろい)にちょっと傷を付ける程度で、ダメージを与えるほどには効いていない。それでもアヤがしつこく攻撃をしていると、いきなりプリンスが、アヤの方を向いて剣を振り下ろした！

			　ヤバイ！

			　アヤはナイフを捨てて真剣白刃取りをしようとしているが、タイミングが遅く、このままでは直撃を食らってしまう。

			「バリア！」

			　バリンッ！

			　俺がアヤにかけたバリアに阻まれ、剣の速度が一瞬遅れたことで。すんでのところでアヤが間に合い、プリンスの剣を白刃取りに捕らえた。

			「危なっ！　死ぬかと思った！」

			「無謀すぎだ、バカ！」

			　しかし、プリンスは諦めずに剣に力を乗せ、白刃取り状態の剣が、ズルズルと押し込まれて来ている。

			「【電撃】！」

			『グエェッ!!』

			　俺の電撃がプリンスの鎧(よろい)を貫通すると、プリンスは体がしびれ、硬直した。アヤはその隙に、ナイフを拾って後ろに下がった。

			『おまえ、魔法、何した！』

			『ゴブリンに、秘密をバラすわけないだろ』

			　またもや俺とプリンスの睨み合いが続いていると、今度はエレナが突撃してきた。エレナまで！　いったい何を考えているんだ!?

			　案の定、プリンスはエレナを狙い撃ちにしようと、剣を大きく振りかぶった。

			　バシャンッ！

			　その瞬間、プリンスの顔に、アヤが水の魔法をぶつけた！　プリンスは、急な攻撃に面食らってたじろぐ。

			　ガキンッ！

			　その隙を突いて、エレナがプリンスのスネを魔力のロッドで、おもいっきりぶっ叩いた！

			『ギャーッ!!』

			　エレナの攻撃で、鎧(よろい)のスネ部分が大きく凹み、プリンスは悲鳴を上げながら、もんどり打ってぶっ倒れ、スネを押さえて転げまわっている。エレナはその隙に、攻撃されない位置までさっさと距離を取った。なんというナイスな連携攻撃。２人ともやるな！

			　プリンスが何とか立ち上がってきたが、アヤの水攻撃を連続で食らい、完全に視界を奪われている隙に、エレナの攻撃が再びスネに決まり、鎧(よろい)のスネ部分は、壊れて外れてしまった。

			　それを見たアヤは、ここぞとばかりに突撃。エレナは水攻撃で、プリンスの視界を奪う役を買って出て、アヤのナイフはプリンスのスネを、スパッと切断した。

			『グワァー！』

			　プリンスは雄叫びとともに前のめりにぶっ倒れ、顔面から地面に激突した。

			　エレナは追い打ちをかけるように、地面に激突したプリンスの後頭部に、魔力のロッドをおもいっきり、振り下ろした。

			　何かが潰れるような鈍い音がして、ゴブリンプリンスは、完全に沈黙した……。

			「よく頑張ったな、２人とも」

			「にへへ」

			　アヤは変な笑い声を上げ、エレナはニッコリ微笑みながら、呼吸を整えるのが精一杯といった感じで、返事をすることが出来ないでいた。

			　ステータスを確認すると、俺はレベル29。アヤはレベル20、体術と短剣術がレベル４。エレナはレベル19、棒術がレベル３に、それぞれなっていた。

			　俺たちは、ゴブリンをインベントリに仕舞いつつ、村に向かった。
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			０８２　魔石

			　

			　村には数匹のゴブリンが残っていたが、素早く片付けて、人が働かされていた場所へと向かった。

			「助けに参りました、皆さん大丈夫ですか？」

			　３人で話し合い、今回に限って、エレナがリーダーということにしたのだ。

			「え!?　助けに来たって……ゴブリンは？」

			「ゴブリンは、私たちがすべて倒しましたので、ご安心ください」

			「すべて!?」

			　捕まっていた人たちに、もう安全であることを知らせ。エレナは、体力が弱っている人に【回復魔法】をかけたり、食料や水を分け与えたりしていた。

			「それじゃあ、もう、無理やり働かされることもないんですね？」

			「ええ、もう大丈夫ですよ」

			「「やったー！」」「「自由だ！」」「「ありがとうございます！」」

			　エレナは、みんなから口々にお礼を言われていた。

			　俺はみんなをいったん落ち着かせて、いろいろ質問してみた。

			「皆さんはどこから連れて来られたのですか？」

			「私は、スガの街です」「私は、イケブの街からです」

			　他の人も聞いてみたところ、５人ほどがスガの街から、残りの20人くらいは、イケブの街からだった。

			「では、皆さんどのように連れて来られたんですか？」

			「私は、街の中で、急に後ろから襲われて、気がついたらオークに捕まっていました」

			「私も、同じです」「私も」

			　どうやら、全員街の中で誘拐されたらしい。

			　前にも似たようなことがあったけど、街の中でどうやって拐われたんだ？

			「みなさんは、ここで働かされていたようですが、何をするように言われていたんですか？」

			「魔石を作らされていました」

			「魔石？　どのような魔石ですか？」

			「よく知りません」

			「作っていたのに、何の魔石だか知らないんですか？」

			「魔石を作っていたというより、魔石を複製していた、という方が正しいと思います」

			　魔石の作り方を教えていた職人っぽい人が、答えてくれた。

			「魔石の複製？」

			「はい、ゴブリンがどこからか持ってきた『魔石複製器』と、とある魔石で、その魔石の複製をさせられていました」

			「とある魔石とは？」

			「私は鑑定が出来ませんので、なんの魔石かは分かりませんが……。これです」

			　渡された魔石を【鑑定】してみる。

			〈鑑定〉

			【人化の魔石】

			持つ者を人の姿に変える魔石

			レア度：★★★★

			　

			『人化』だと！

			　もしかして、オークにこれを持たせて街に忍び込ませ、それで人を拐っていたのか!?　状況から察するにそういうことなのだろう。

			「最後に、この村の事をご存じの方はいませんか？」

			「私たちは、他の街から連れてこられた者ばかりだから。魔王軍に滅ぼされた村としか……」

			　ここまで来て手がかりなしなのか……。

			「あ！　聞いた話ですが、この村の生き残りが数人、シンジュの街にいると聞いたことがあります」

			「生き残りがいたんですか!?」

			「当初は全滅と聞いていたのですが。１ヶ月ほど経ったある日、この村の生き残りだという人たちが、シンジュの街にひょっこり現れたそうです」

			　ここまでの話しを整理しておこう。

			・ゴブリンたちは【人化の魔石】を作らせていた。

			・【人化の魔石】を持ったオークやゴブリンが、街の中に潜んでいる可能性がある。

			・シンジュの街に、スカベ村の生き残りがいる。

			　まずはゴブリンたちが【人化の魔石】を使って何を企んでいるのかだが。誘拐は、あくまでも【人化の魔石】を作らせる人族を増やすためであって、目的は別にあるはず。

			　街の中に【人化の魔石】を持ったオークやゴブリンがいるのなら、怪しい奴を片っ端から【鑑定】して見る必要がある。街の中にたまにいた『危険』を示す奴らは、犯罪者じゃなくて、『人化』したオークやゴブリンだったのかもしれない。プライバシーに配慮して、むやみに【鑑定】を使わないようにしていたのが、仇(あだ)になってしまったな。

			　まずすべきは、スガの街、イケブの街の、人化したオークやゴブリンの調査と、必要なら排除。

			　その次は、シンジュの街に行って、スカベ村の生き残りの調査といった感じかな。

			　俺たちは、捕まっていた人たちを、それぞれの街まで【瞬間移動】で輸送した。もちろん、他言しないように念を押してある。

			　職人っぽい人は、捕まっていた人たちを代表してお礼がしたいと言うので、イケブの街にあるという、その人の魔石専門店に寄ることにした。

			「どうぞ、ここです」

			　怪しげな店に入ると、中で年配の女性と若い女性が、暗い顔をして椅子に座っていた。

			　俺たちが入ってくると、２人は急に立ち上がって。

			「あなた！」「お父さん！」

			　職人っぽい人に駆け寄り、３人は抱き合って喜んでいた。

			「無事でよかった」

			「２人には心配を掛けてしまったな」

			「お父さん、どこに行っていたの！」

			「オークに拐われていたところを、この人たちに助けられたんだ」

			「そうでしたか、この度は夫を助けていただき、本当にありがとうございました」「ありがとうございました」

			　恐縮しっぱなしの親子に、魔石をいろいろと見せてもらうことになった。

			　店に置いてある魔石は以下の通り。

			〈鑑定〉

			【そよ風の魔石】

			周りにそよ風が吹く魔石。

			魔力を込めると風が強くなる。

			レア度：★★

			　

			〈鑑定〉

			【湧き水の魔石】

			魔石から少しずつ水が溢れてくる。

			魔力を込めると水の量が増す。

			レア度：★★

			　

			〈鑑定〉

			【冷やし魔石】

			周りがひんやり冷たくなる魔石。

			魔力を込めると冷たさが増す。

			レア度：★★★

			　

			〈鑑定〉

			【微光の魔石】

			ぼんやりと光る魔石。

			魔力を込めるとしばらく明るくなる。

			レア度：★★★

			　

			〈鑑定〉

			【着火の魔石】

			じんわり暖かい魔石。

			魔力を込めると熱くなる。

			レア度：★★★

			　

			　各属性の魔石があるのだが、土と闇の魔石はないらしい。

			「あれ？　じゃあ、雷の魔石もあるんですか？」

			「あることにはあるのですが、使い道がないので店には出していません」

			〈鑑定〉

			【ビリビリ魔石】

			触るとビリビリする魔石。

			魔力を込めるとビリビリが強くなる。

			レア度：★★★

			　

			「ビリビリするんですか？」

			「ええ、ビリビリするだけで、何にも使い道がないんです」

			「なるほど、では……このビリビリ魔石をあるだけ、全部売ってください！」

			「え!?　ビリビリ魔石をですか？」

			　これはいいものだ！　いくらでも欲しい。

			「分かりました、こんな物で良ければいくらでも差し上げますよ」

			　俺は、大量の【ビリビリ魔石】を手に入れた。

			「あと、魔石複製についても教えてもらえますか？」

			「はい、分かりました」

			　職人さんは、とある魔石をカバンから取り出した。

			「これは【ヌルポ魔石】という物です」

			「ぬるぽ？」

			「はい、魔石は鉱山やダンジョンなどで見つかるのですが、ダンジョンでは特殊魔石と属性魔石、鉱山では属性魔石と、この【ヌルポ魔石】が取れます」

			　職人さんは、魔石複製器を取り出し、【ヌルポ魔石】と【着火の魔石】をセットし、魔力を込め始めた。

			　しばらくすると、【ヌルポ魔石】が赤く変化して【着火の魔石】に変わった。

			「このように【ヌルポ魔石】は、魔石複製器を使って、他の魔石に変化させることができます」

			「なるほど、こうやって複製するんですね」

			「この魔石複製器と、【ヌルポ魔石】、あと、私たちが作らされていたナゾの魔石も、あの村から持ち出してきたものなので、助けてくださったあなた方がお持ちください」

			「いいんですか？」

			「私たちは、助けていただいたのですから当然です」

			「では、ありがたくいただきます」

			　魔石複製器と、【ヌルポ魔石】、【人化の魔石】をそれぞれもらって、俺たちは店を後にし、日本へと帰還した。

		

	
		
			０８３　ビリビリ魔石

			　

			　自宅に帰ってきて、玄関で靴を脱ごうとしたちょうどその時、インターフォンのチャイムが鳴り響いた。誰だろう？

			「はーい」

			　扉を開けてみると、朴訥フェイスだった。

			「……その格好は？」

			　朴訥フェイスは、俺たち３人の格好に驚いていた。

			　しまった、鎧(よろい)を着たままだった。

			「えーと、これはだな……。そう！　これはコスプレなんだよ」

			「やっぱり、そうだったんですね！」

			　ん？　やっぱり??

			「じ、実は、これを、エレナさんに持ってきたんです」

			　朴訥フェイスは、笑顔で１枚のチラシをエレナに渡した。

			『ゴールデンウィーク・コスプレ大会』そのチラシには、そのように書かれていた。

			「あ、あの、用事はそれだけです」

			　朴訥フェイスは、そそくさと帰ってしまった。

			「何だったんだ？　あいつ」

			　鎧(よろい)を着替え、リビングに行ってみると、先に着替え終わっていたエレナは、チラシに釘付けになっていた。

			　チラシをのぞいてみると、魔法少女の格好をした女性の決めポーズ写真が、でかでかと印刷されている。

			「エレナ、それに行ってみたいのか？」

			「え？　あ、はい。これは、どんなものなのですか？」

			　知らずに見入ってたのかよ。

			「それはコスプレのお祭りだよ」

			　日時は５月５日のこどもの日。

			　場所は、例の夏冬の同人誌即売会が行われる、逆三角形や『のこぎり』型のオブジェが特徴の、あの場所だった。

			「コスプレって、魔法少女の格好をしたりする、アレですか？」

			「魔法少女だけじゃなくて、色んな人が、色んなキャラのコスプレをするんだ」

			「それはすごいですね！」

			　なんかエレナが目を輝かせている。

			「エレナ、参加してみたいのか？」

			「よ、よろしいのですか？」

			「ああ、いいよ」

			「セイジ様、ありがとうございます！」

			　エレナは喜びのあまり、顔がニヨニヨしてしまっている。エレナは、かわいいな～。

			「エレナちゃん、何のコスプレをするの？」

			「えーと、どんなのがいいんでしょう？」

			「やっぱり自分の好きな作品がいいんじゃないか？」

			「エレナちゃんが好きな作品って何？」

			「えーと、この前見ていた……これが好きです」

			　エレナはＤＶＤを棚から出して見せた。

			　そのＤＶＤのタイトルは『魔法少女・シィ』という作品だった。

			「これって有名なのか？」

			「兄ちゃん知らないの？　今シーズンに３期目をやってるよ」

			「ほう、３期まで続いた作品なのか。そうとう人気あるんだな」

			「１期が『魔法少女・シィ』、２期が『魔法少女・シィぷらぷら』、今やってる３期が『魔法少女・シィ＃(シヤープ)』だよ」

			　どこかの言語のような名前だな……。

			「『オブジェクティブ・シィ』はないのか？」

			「それは、ＯＶＡだったかも」

			　あるのかよ！

			「ところで、その作品は、どんな話なんだ？」

			「『シィ』って女の子が、大学で魔法研究部に入部して、本当に魔法が使えるようになっちゃう話だよ」

			「ほうほう、それで、登場人物はどんなのがいるんだ？」

			「えーと、風の魔法を使うシィちゃん、水の魔法を使うアプレちゃん、火の魔法を使うランちゃん、土の魔法を使うシジルちゃん、の４人がメインキャラだよ」

			「その『シィ』は、エレナに似た感じなのか？」

			「うーん、どっちかって言うと、アプレちゃんの方が似てるかも。アプレちゃんも金髪だし」

			「そうですか？　じゃあ、シィちゃんはアヤさんですね」

			「４人組なのに２人だと、バランス悪くないか？」

			「そうだな～、空手道部の２人を誘ってみようかな～」

			「そのお２人は、どのような方なのですか？」

			「えーとね、部長の舞衣さんは、ちっちゃいのに、すごく強くて、マネージャーの百合恵さんは、一見優しそうだけど、なんか危ない人」

			「その人たちは、魔法少女のコスプレなんて、やってくれそうなのか？」

			「分かんないけど、明日聞いてみる」

			「何だか楽しそうになってきましたね」

			　エレナが楽しそうにしているなら、俺も全面的に協力してやらないといけないな。

			「で、兄ちゃんは、シィちゃんたちが通う大学の、近所のゲームセンターの店員ね」

			「なにそれ？」

			「だから～、兄ちゃんがやるコスプレ」

			「俺もやるのかよ！」

			「当たり前でしょ！」

			「セイジ様が、あのキャラをやってくださるのですか!?　それはとっても楽しみです！」

			　くそー、エレナがこんなに喜んでるなら、やるしかないじゃないか!!　まあ、そのキャラも重要なキャラみたいだから、別にいいか。

			　その後、エレナとアヤは、コスプレの作戦会議だとか言って、部屋に行ってしまった。

			　

			　俺は、自分の部屋に戻って、もらってきた魔石をいじってみることにした。

			　まずは、【人化の魔石】だが、俺が持ったところで、当たり前だが、何も起きなかった。

			【ビリビリ魔石】は、持つとビリビリする。

			　魔力を込めると、ビリビリが強くなり、しばらく強い状態が継続した。継続時間は、込めた魔力によって変わるみたいだ。

			　魔石によって、ビリビリの強いものもあるので、ゴム手袋をして取り扱うことにした。

			　その【ビリビリ魔石】を『テスター』で調べてみた。

			　魔石の黒い部分と、黄色い部分に、テスター棒を当てると、電気が流れ、なんと！　50～60㎐(ヘルツ)の交流であることが分かった。しかし、電圧は10～２２０Ｖ(ボルト)まで、魔石によって違うらしい。

			　さらにいろいろ調べてみた。２つの魔石をくっつけると、魔石のもともと持っていた電圧が足され、新しい電圧に変化するのだ。30Ｖと70Ｖをくっつけると、１００Ｖになった。これは面白い特性だ。

			　俺は、延長コードのコンセントプラグ部分を取り外し、プラグに接続されていた電線を、１００Ｖの魔石にハンダで取り付けてみた。俺はちゃんと『第二種電気工事士』の資格を持っているので、持っていない人は、あまり真似しないように。

			　できあがった『魔石コンセント』に、ためしに電気ケトルを差して、水を入れてみた。

			　電気ケトルは正しく動作し、当たり前のようにお湯がわいた。

			「やった！」

			　思わず、ガッツポーズを取ってしまった。

			　これで、異世界に行っても、コンセント魔法のせいで俺だけご飯が食べられない、なんてことがなくなるぞ！

			　その後の調査で、１kW(キロワツト)程度までは動くが、それ以上をつなげようとすると、ブレーカーが落ちるように、その魔石はしばらく電気が流れなくなった。まあ、しばらく時間が経てば元に戻るし、たくさんの電気を使う前に、ある程度の魔力を込めておけば、２kW(キロワツト)までは使えることが分かった。

			　考えてた以上の成果に、俺はウホウホ喜んでいたのだが……。

			　ハッと気がつくと、俺の部屋のドアの隙間から、アヤとエレナがのぞき見していた。

			「勝手にのぞくな！」

			　俺に叱られた２人は、そそくさと自分の部屋に戻っていった。

		

	
		
			０８４　会社の岐路

			　

			　ビリビリ魔石で世紀の大発明があった翌日。

			　出社すると、自席につく前に部長に呼ばれ、俺はカバンも持ったまま『社長室』へ連れて行かれた。

			「失礼します」

			「おう、来たか」

			「あの～。俺は、なんで呼ばれたんですか？」

			「実は例の薬の件なのだが……」

			　例の薬って、精力剤のことか!?

			「部長！　話しちゃったんですか!?」

			「すまん、つい……」

			　確かに、口止めはしてなかったけど、よりによって社長に話してしまうとは……。

			「実は、大口の契約を結ぶ可能性のある会社の社長が、その薬にいたく興味を示していてね。事によっては、うちの会社のプロジェクトを、社内で後押ししても良いとおっしゃられて……」

			　公私混同も甚だしいが、アレの悩みはそれほど根深いものなのだろう。俺にはよく分からんが……。

			「それでだ、その例のアレを、定期的に手に入れて欲しいのだが、頼まれてくれるかね？」

			「部長には週１本でお約束していますが、もう１本くらいなら」

			「できれば、週２本用意してもらえると助かるのだが」

			「２本？」

			「大事な取引先なので、事前にわし自身が実験台となってだな。いや！　けっして自分のためにではなくてだな、我が社のために我が身を犠牲にして、実験台にだ。勘違いしてもらっては困るぞ、わしは24時間いつも元気だからな！」

			　なんか、疲れてきた……。

			「分かりました。部長とは別に週に２本、なんとか調達してみます」

			「おう、そうかそうか！」

			　社長は満面の笑みを浮かべていた。

			「ただし、これ以上は他言無用に願いますね」

			「分かっておる」

			　社長は、急に真剣な顔をして。

			「……ところで、今日何本か持ってきてたりは、しないのか？」

			「ちょっと待ってください」

			　俺はカバンを探る振りをして、インベントリから精力剤＋３と体力回復薬＋３を３本ずつ取り出した。

			「ほほう、これが例のアレで、こっちが体力を回復するやつか……」

			「くれぐれも飲みすぎには注意してくださいね」

			「ああ、分かっとるよ」

			　社長は、そう返事しながら、何やら茶封筒を机から出し、俺に差し出した。

			「これは、少ないが取っておいてくれ」

			「どうも」

			　俺は何気なく受け取ってしまったが、受け取る瞬間、激しく嫌な予感がした。

			　俺と部長が社長室を退室すると、去り際に社長がどこかに電話を掛けているのが見えた。奥さんだろうか。そういえば、社長は前の奥さんに先立たれて、若い人と再婚したんだっけか。まあ、俺には関係ないけど。

			「いやあ、すまなかったね」

			　部長は、笑顔でそんなことを言いつつ、俺が渡した２本の瓶を、そそくさとスーツの内ポケットに仕舞いこんで、代わりにまた茶封筒を俺に渡してきた。

			　その後、いったん席に戻ってからトイレに行って、個室の中で２つの茶封筒の中身を確認してみたところ……。

			　部長の封筒には、福澤諭吉が15名ほどいらっしゃり、社長の封筒には50名ほどいらっしゃった。

			「わっ!?」

			　思わず変な声が出てしまった。いくらなんでも多すぎだよ！

			　

			　午後になり、仕事も落ち着いてきたので、日課となったアヤとエレナののぞきを行っていた。

			　エレナは、公園で小さい子供たちに囲まれて、遊んでいた。微笑ましい限りだ。

			　子供たちのお母さん方も一緒にいて、エレナと何やら話をしている。

			　音声も聞いてみると、『アレルギー』とか『アトピー』とか『おまじない』とかの単語が聞こえてきた。

			　エレナは、子供たちを１人ずつ抱っこしては、何かをしている。絶対魔法を使ってるだろこれ。

			　まあ、見た目が急に変化するようなものじゃないから、大丈夫だとは思うが…‥。

			　

			　アヤは、空手道部の稽古場で、先輩方と話をしている。

			　どうやら、コスプレについての話をしているみたいだ。

			「アヤちゃん、コスプレするの!?」

			　百合恵は、なぜだかすごく興奮している。

			「家にエレナちゃんって子がホームステイしてるんですけど、その子がコスプレ大会に参加したいって言ってて」

			「その子はどんな子なの？」

			「写真、見ます？」

			　アヤはスマホで撮ったエレナの写真を、先輩方に見せている。

			「キャー！　かわいい!!　お人形さんみたい！」

			「でしょー」

			　アヤはなぜかドヤ顔だ。

			「ぜひそのエレナちゃんに、お会いしたいです」

			「じゃあ、今から家に来ます？　のぞきが趣味の変態お兄ちゃんもいますけど、実害はあんまりないので、大丈夫ですよ」

			　なんだと！　言い返せないのが悔しいけど。実害があんまりないって、どういうことだよ！　まあ、実害があっても困るけど。

			「行きます！　部長も一緒に行きましょ」

			「アヤくんには、お兄さんがいるのか。それは会ってみたいな」

			「じゃあ、決まりですね！」

			　そんなこんなで、空手道部の面々は、家に来ることになった。

			　仕方がないので、俺は帰宅時にスーパーによって、高級メロンを買って帰った。まあ、高額な臨時収入もあったしな。

		

	
		
			０８５　第１回コスプレ会議

			　

			「ただいま～」

			「セイジ様、おかえりなさいませ」

			　俺が家に帰ると、いたのはエレナだけで、アヤはまだ帰ってきていなかった。

			　買ってきた高級メロンを、わざと冷蔵庫に入れ。いつもとは違う、ダンディーな部屋着に着替えた。

			「セイジ様、いつものお召し物じゃないのですね」

			「ああ、今日はアヤの友たちが遊びに来るから、それなりの格好で出迎えようと思ってね」

			「まあ、それじゃあ私も、着替えてきます」

			　エレナは、着替えに行ってしまった。いま着ていた服でも十分なのに。

			　着替えて戻ってきたエレナは……。

			「エレナさんや、その服装はいったい……」

			「セイジ様、なにか、おかしかったですか？」

			　エレナは、お姫様のドレスを着ていた。

			　なんと言って説明しようかと考えていると……。

			「ただいまー」

			　アヤが帰ってきてしまった。

			「はーい」

			　エレナは、その格好のまま玄関に。

			「エレナちゃん！　なんでそんな格好をしてるの!?」

			「アヤさん、お帰りなさい」

			「お邪魔するぞ」「お邪魔します」

			　アヤに続いて、舞衣さんと百合恵さんが顔を出した。

			「いらっしゃいませ」

			　エレナはお客さん２人に対して、優雅な挨拶をした。スカートを摘(つま)んで、ちょっとだけ姿勢を低くする、例のアレだ。

			「お姫様だ！」「お姫様がいます！」

			　舞衣さんは、少し驚いた程度だったが、百合恵さんは、大興奮してエレナに近づき、かぶりつきそうな勢いで、エレナの手の甲にキスをした。エレナも少し引いている。

			「いらっしゃい。君たちが、アヤの部活の先輩だね。話は聞いてるよ」

			「ああ、コイツが私の兄ちゃんだよ」

			「ん!?　こんばんは……」

			　俺が出迎えると、舞衣さんはなぜか俺を少し警戒しながらジロジロ見てきた。百合恵さんはエレナに夢中で、俺にはほとんど見向きもしなかった。

			　２人をリビングに案内したのだが、百合恵さんはまだエレナの手を握っていて、挙句の果てに手の甲にキスするのではなく、ペロペロし始めた。さすがのエレナも苦笑いしている。

			「こら百合恵、いい加減にしないか。皆さんが引いてるぞ」

			「あら、ごめんなさい。つい欲望が抑えきれなくなって」

			　ヤバイ人だとは知っていたが、ここまでとは……。

			　

			「それではこれより、第１回コスプレ会議を行います！」

			　パチパチパチ。

			　アヤが高らかに開会を宣言し、エレナが拍手をして、舞衣さんと百合恵さんは、小さい子供を見守るような表情でニッコリ微笑んでいた。

			「まずは、兄ちゃん！　美味しいものを用意して」

			「ああ、分かった」

			　まあ、アヤがこんな事を言い出す事ぐらい、お見通しなのだ。

			　わざわざ冷蔵庫で冷やしておいたメロンを取り出したが、入れたばかりであまり冷えていなかったので、【氷の魔法】でちょうどいい温度に冷やし、８等分に切り分け、４つの皿に、２つずつ載せて、４人に出してあげた。

			「「「ありがとうございます」」」

			「あれ？　兄ちゃんの分は？」

			「俺？　俺はいいよ」

			「お客さんの前だからって、なに格好つけてるの。私のを半分あげようか？」

			「半分って！　お前が渡そうとしている方は、もう皮しか残ってないじゃないか！」

			「兄ちゃん、皮好きでしょ？」

			「それは、鮭の皮の話だろ！」

			「そうだっけ？」

			　お客さんの前だっていうのに、なんで漫才しなくちゃいけないんだよ！

			「ご兄妹で仲がいいんですね」

			「「どこが！」」

			　アヤと被ってしまった。は、恥ずかしい……。

			「そんな事より、会議を進めなきゃ！」

			　アヤの進行により、会議は進み。件の『魔法少女・シィ』のＤＶＤを、みんなで見てみることになった。

			　１話の内容はこんな感じだった。

			１．大学に入学したシィは、魔法研究部に無理やり入れられてしまう。

			２．一緒に入部したランとアプレと友達になる。

			３．初めのうちは、魔法に対して空想科学的に検証するだけの部活だったのだが……。

			４．部長のシジルに河原に呼び出され、魔法を見せられる。

			５．３人は部長のシジルから魔法のバトンを手渡される。

			６．新入部員３人は、本当の魔法少女になってしまう。

			　しかし、１話を見終わった後、アヤはなぜか６話を再生し始めた。

			「アヤ、なんで１話の後が６話なんだ？」

			「まあ、見てれば分かるよ」

			　６話の内容は、こんな感じだ。

			１．秋葉原に『バグ怪人ロリコーン』が出現。

			２．バグ怪人を退治するため４人の魔法少女が出動。

			３．火の魔法使い『ラン』が『バグ怪人ロリコーン』の『ロリロリ光線』を浴びてしまい、『ロリっ子』にされてしまう。

			４．『バグ怪人ロリコーン』が一時撤退してしまい、『ラン』は『ロリっ子』から元に戻れない。

			５．『ラン』は『ロリっ子』のまま、波瀾万丈の１日を過ごす。

			６．『バグ怪人ロリコーン』が再び現れる。

			７．散々辱(はずかし)めを受けた『ラン』が怒り狂って『バグ怪人ロリコーン』をボコボコにする。

			８．『バグ怪人ロリコーン』を倒したことで『ラン』が元に戻るが、元に戻ったことで、着ていた服が……。

			　なにげに面白かった。特に最後が……。

			「あの、ちっちゃくなった『ランちゃん』、部長に似てるかも」

			「百合恵、何言ってるんだ。ボクは、あんなにちっちゃくないよ！」

			　いやいや、すごく似てると思うぞ。

			　結局、『ロリっ子』にされた時の『ラン』を、舞衣さんがやることになった。

			　そして、消去法で、土の魔法使いの『シジル』を、百合恵さんがやることになる。

			　俺はやっぱり、ゲーセン店員の男をやることで決定らしい。まあ、かっこいい感じのキャラなので、よしとするか。

			　キャラの割振りが決まった後は、衣装をどうするかという話になった。

			「はいはい！　衣装は私が作りますよ！」

			「そういえば百合恵は、そういうの得意だったな」

			「というわけで、体の寸法とかをいろいろ測りまくっちゃうので、エレナちゃんから服を脱いでくらさい～」

			　なんか、百合恵さんが壊れてきた……。

			「おい、百合恵やめろ！　エレナちゃんを脱がそうとするな！」

			　舞衣さんの必死の説得により、なんとか百合恵さんのセクハラを止めさせ、普通に採寸することになったのだが。

			　百合恵さんは、息をハアハアと乱しながら、みんなのサイズを測っていた。この人本当に大丈夫だろうか……。

			　もちろん、俺はみんなのサイズを聞いたりなどは、していないよ？

			「あら、エレナちゃんの髪飾り、凄く綺麗ね」

			　百合恵さんは、息を乱してエレナのサイズを測りながら、エレナが付けている回復の髪飾りに目をつけた。

			「この髪飾り、まるで本当に魔法の力が宿ってるみたいに綺麗ね」

			　百合恵さん鋭い！　まさにその通りでございます。

			「変身した後の髪飾りにも似てるな」

			「そういえば、そうね。色がちょっと違うけど」

			　各魔法少女の髪飾りの色は、シィが緑、ランが赤、アプレが青、シジルが黄だ。

			「後は、魔法のバトンをどうするかだけど……」

			「あ、バトンは似た感じのがあるから、ちょっと待って」

			　俺は、自分の部屋でインベントリから水のロッドを取り出し、リビングに戻ってみんなに見せた。

			「すごい。重厚な作りですね。色はアプレちゃんの持ってる魔法のバトンにそっくり」

			「もうちょっとハートマークとかが付いてれば、そっくりになるかも」

			「髪飾りとバトンは、他の色も調達できるかどうか、俺のほうであたってみるよ」

			「ありがとうございます。じゃあ、私はそれ以外の衣装を、頑張って作ってきますね」

			　そんな感じで、第１回コスプレ会議は終了したのであった。

		

	
		
			０８６　戦争の気配

			　

			　その週は、ゴールデンウィーク中の活動に備えて、キャンプ用の大きなテントと、異世界で売却する用の小麦粉25㎏を10袋購入した。

			　小麦粉は結構な量なので、購入する時、誤魔化すのに苦労してしまった。

			　そして、土曜日になり、アジドさんは、シンジュの街で仕事中。ナンシーは、インドからトルコを経由して、ギリシャに滞在中だった。

			「さて、今日からゴールデンウィークだから、この連休中に、異世界の戦争問題を一気に解決するぞ！」

			「あれ？　兄ちゃん今日からゴールデンウィークなの？」

			「そうだよ、有給を６日使って、16連休にしてある」

			「いいな～。私も有給欲しいな～」

			「あ、そうかアヤは短大があるから、月曜日には戻らないといけないのか。今回アヤは、留守番してるか？」

			「やだよ、置いてかないでよ！」

			「仕方ないな。じゃあ日曜の夜に一度戻ってきて、月曜の朝にまた向こうに行くか」

			「月曜に向こう行ったら、次はいつ戻ってくるの？」

			「金曜日かな」

			「えー、昭和の日は？」

			「昭和の日は、水曜日で１日だけだから、行ったり来たりはできないよ」

			「じゃあ、今週はずっとひとりぼっち？」

			「戦争問題の解決のために行くんだから、仕方ないだろ」

			「アヤさん、すいません」

			「エレナちゃんは悪くないよ。うん、ごめん、エレナちゃんの国の問題だもんね」

			「それじゃあ、出発するぞ」

			「はーい」「はい」

			　俺たちは、瞬間移動でシンジュの街へ飛んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シンジュの街は、騒然としていた。

			「何だ、この兵士の数は」

			　兵士っぽい雰囲気の、厳つい男たちで溢れかえっていた。

			「とうとう戦争が始まるのかもしれません」

			「どういうこと？」

			「このシンジュの街は、魔王の治める魔人族の国に、一番近い街なんです」

			「なるほど、この街に兵士を集めて、ここから魔人族の国に向かうのか」

			「そうだと思います」

			「しかし、今の状態では動きようがない。まずは、情報収集をしないと」

			「はい」

			　俺たちは、冒険者ギルト、商人ギルド、職人ギルドを巡って情報収集をした。

			・スカベ村の生き残りは、街の北のスラム街に住んでいる。

			・王様の命令を受けて、各街を治める貴族たちが、それぞれ集めた兵士をシンジュの街に集結中。

			・兵士が集まったため、シンジュの街は食料が不足している。

			・近日中に部隊を編成し、進軍するとの噂。

			・戦争特需を見越した商人たちも集まっているため、宿屋はどこも満室。

			　収集した情報はこんなところだ。

			　俺たちはまず、街の北にあるというスラム街に行ってみることにした。

			　しかし、スラム街に向かっている途中、異常な事に気がついた。

			「アヤ、エレナ、ちょっと待ってくれ」

			「はい」「兄ちゃんどうしたの？」

			「この先に、『注意』を示す何かが、大量にいる」

			「え？　魔物ってこと？　街の中だよ？」

			「魔物かどうかは分からん」

			「大量って、どのくらいいるんですか？」

			「１０００以上だ」

			「１０００！！？　何かの間違いじゃないの？」

			「分からん。けど、慎重に行くぞ」

			　慎重に進んでいくと、異臭が漂ってきた。

			　このにおいは、知っている。イカ臭いにおいだ。

			　イカ臭いにおいの中をさらに進むと、５人ほどの頭の悪そうなスキンヘッドがいて、道を塞いでいた。

			「お前、何の用だ。この先、俺たちの街。用ないなら、引き返せ」

			「スカベ村の生き残りが、ここにいると聞いてきた。話を聞きたいので、通してもらえるか？」

			「知らん、帰れ」

			　取り付く島もない。

			　俺は、違和感を感じて、そいつらを【鑑定】してみた。

			「……そうか、邪魔したな。２人とも、帰るぞ」

			「え？　帰るの？」

			　奴らが見えない位置まで戻ってきたところで、俺は振り返り……。

			「あいつら、オークだ！」

			「え!?　オーク？」

			「そういえば、オークと同じにおいがしていました」

			「あいつら【人化の魔石】を使って人間に化けてるんだ！」

			「えぇ!?」

			　ゴブリンが作らせていた【人化の魔石】を使って、オークを人間の街に潜り込ませている？　いったい何を企んでいるのだろう。

			「もしかして、『スカベ村の生き残り』と言うのも、あいつらが街に潜り込むための嘘だったのかもしれない」

			「そんな……」

			　俺は、雷精霊を呼び出し、アヤのビーコンを付けてスラム街を偵察しに行ってもらった。

			「あたい、攻撃専門なんだけど。最近偵察ばっかりじゃない！」などと雷精霊はボヤいていた。

			　きっと近いうちに、雷精霊に大暴れしてもらうような事態になるのではないかと、俺は危(き)惧(ぐ)していた。

			「さて、俺たちは街に戻ってスラム街についての情報収集をしよう」

			「「はい」」

			　街に戻った俺たちは、商人ギルドの年配の職員から、話を聞くことができた。

			「じゃあ、スラム街は数年前から徐々に大きくなってきているんですね」

			「ああ、そうだ。あそこは嫌なにおいがするから、誰も近づかないんだ。困ったもんだよ」

			「あそこの人たち、食料なんかはどうしてるんでしょう？」

			「この街を治める貴族様が、スラム街に食料などを、大量に差し入れているんだそうだ。スカベ村の生き残りだから、ほっとくわけにもいかないんだろうな」

			「スカベ村とスラム街は、どんな関係があるんですか？」

			「その点はよく知らないが……。このスラム街出身の商人が、よくスカベ村に出入りしていたらしいから、その人を頼ってこの街に来たのかもな」

			「スラム街出身の商人ですか!?」

			「なんでも、その商人がスカベ村が魔王軍に襲われているところを目撃したらしいよ」

			「もしかして、今回の戦争の発端って……」

			「そう、その証言が元で、魔人族との間に亀裂が出来て、そしてこの有り様ってわけだ」

			「なるほど……」

			　

			　商人ギルドの職員さんの話しを聞き終わり、ギルドを出たところで雷精霊も戻ってきた。

			「あの、スラム街にはオークしかいなかったよ」

			「オークしか!?」

			　映像を確認してみると。

			　入口付近は【人化の魔石】を使った奴が守っているが、スラム街の中はオークだらけだった。

			「エレナ、これはマズイかも」

			「お父様は、ゴブリンとオークに騙(だま)されているんじゃないでしょうか」

			「その可能性は高いな」

		

	
		
			０８７　エレナと王様

			　

			「セイジ様、お父様に、このことを話さないと」

			「まあ、行ってみるか」

			　俺たちは、謁(えつ)見(けん)の間に【瞬間移動】してきた。

			「お、お前は！　あ、エレナ！　よくぞ無事で戻ってきた。さあ、こっちに来るんだ！」

			　謁(えつ)見(けん)の間には、王様と俺を召喚した時にいた魔法使い以外には、少数の兵士しかいなかった。

			「私は、戻ってきたのではありません」

			「エレナ、それはどういうことだ？」

			「私は、勇者様とスカベ村に行ってきました」

			「なんだと!?」

			「スカベ村は、ゴブリンプリンス率いるゴブリン軍に支配され、拐(さら)われてきた人たちが、無理やり働かされていました」

			「働かされていた？　どういうことだ」

			「その人たちは、ゴブリンに脅されて、【人化の魔石】を作らされていたんです」

			「【人化の魔石】？　何だそれは」

			「ほら、これがその【人化の魔石】だ」

			　俺が【人化の魔石】を王様に見せると、王様は魔法使いに命令して【鑑定】させた。

			「確かに【人化の魔石】です。『持つ者を人の姿に変える魔石』と、あります」

			「なんだと!?」

			「オークたちが、この【人化の魔石】を持ってシンジュの街のスラム街に入り込んでいるのも見ました」

			「シンジュの街のスラム街といえば……」

			「そうです。スカベ村が魔王軍に襲われたと報告したスラム街出身の商人も、【人化の魔石】で人に化けたゴブリンかオークだったと思います」

			「そんなばかな」

			「お父様は、ゴブリンとオークに騙(だま)されているんです！　すぐに戦争を止めてください」

			「……」

			「お父様！」

			「……いや、違う」

			「何が違うというんですか？」

			「魔王軍との戦いの発端は、スカベ村ではない」

			「え!?　では、いったい何が原因なのですか？」

			「魔族は、よりにもよって、この城に忍び込み、エレナ、お前を拐おうとしたのだ」

			「え!?　そんな話は聞いていません」

			「お前を怖がらせまいと思って、黙っていたんだ」

			「で、でも、それが本当に魔族だったのですか？」

			「ああ、間違いない。忍び込んだ魔族は、見つかるとすぐに逃げてしまったが。メイド３人と庭師がその姿を目撃している」

			「王様、ちょっといいか？」

			「なんだ勇者よ」

			　まだ俺のことを勇者と呼ぶのか。まあいいけど。

			「そのメイドと庭師を、ここに呼んでくれないか？」

			「わ、分かった。おい、誰か、呼んで参れ」

			　しばらくすると、兵士の１人が、メイド３人と庭師の男を連れてきた。

			　しかし、この庭師、何かにおうな。

			「お前たち、魔族を目撃した時のことを話せ」

			「はい」

			　メイドの１人が、答え始めた。

			「お城に何者かが侵入したとの報告があり、私たちは姫様の安否を確認しようと向かっておりました。姫様の部屋の前に着くと、いきなり人族の何倍もある何かが姿を現しました。私たちが悲鳴をあげると、ソレは逃げ出していきました。以上でございます」

			　あれ？　今の証言、何か変だな……。

			　次に庭師が、答え始めた。

			「おでが、庭の、様子を、見に、行くと。魔族、いた。魔族、逃げて、行った」

			　目撃証言が終わり、俺の尋問タイムだ。

			「まず、メイドさんたちに聞きます。あなたたちの見た者は、本当に魔族でしたか？」

			「えーと、暗くてハッキリとは分かりませんでした」

			「３人とも同じですか？」

			「「はい」」

			「でも、人族ではなかったのは確かです」

			「では次に庭師さんに質問です。……お前、何が目的だ？」

			「……質問、分からない」

			「じゃあ、分かりやすく言い直そう。オークが人間の城に潜り込んで、何をしているんだ？」

			「っ!?」

			「勇者よ、何を言っておる！」

			「っていうか、お前イカ臭いんだよ！」

			　においを指摘された庭師は、いきなり逃げ出した。

			「【電撃】！」

			「ギュアー！」

			　庭師は、電撃を食らって体がしびれ、その場に倒れた。とりあえず、息はまだあるみたいだ。

			　俺は庭師に近づき、体をまさぐって『あるもの』を見つけ出した。

			　俺が、庭師の持っていたあるものを取り上げると、庭師の体が、ブアッと霞(かす)んだかと思うと、黒オークの姿に変化した。

			「オーク!?　ゆ、勇者よ、これはどういうことだ！」

			「エレナが言っていたじゃないか。【人化の魔石】だよ」

			「ま、まさか……」

			「メイドさんたちが見た、人族ではない何かは、コイツだったんじゃないのか？」

			「わ、分かりませんが……そうかもしれません」

			「王様、どうするんだ？　魔族は、とんだ濡れ衣だぞ」

			「お父様、魔族の仕業じゃないと分かったのですから、早く戦争を止めてください」

			「……」

			　王様は黙ってしまった。まあ、いきなりこんなことを知らされれば、混乱するのも当たり前か。

			「お父様！　早くなさってください！」

			「エレナ……。もう遅い、戦争はもう止められない……」

			「なぜですか！」

			「これだけ大掛かりに兵を動かしたのだ。魔王軍も黙ってはいまい」

			「そんな……」

			　謁(えつ)見(けん)の間は重苦しい空気に包まれていた。

			「じゃあ、俺たちで戦争を止めるか」

			「セ、セイジ様！」

			「ば、バカな、そんなことができるわけがない！」

			「そんなこと、やってみなきゃ分からないさ」

			「わ、分かった。だが、エレナは置いていけ！」

			「お父様！」

			「王様、分かってねえな～。エレナは強いぞ、ゴブリンプリンスを倒したことだってあるんだぜ？」

			「なん、だと……」

			「なあ」

			「はい」

			「しかし……エレナは狙(ねら)われているのだ。戦争に巻き込まれれば、何があるか分からん」

			「狙(ねら)われている？　どういうことだ？」

			　

			「魔族が……いや、このオークが侵入した時、エレナの部屋を目指していたのだ。おそらくエレナを拐うのが目的だったはずだ」

			「よく言うぜ、お前だってエレナを牢屋に閉じ込めてたくせに」

			「それは違う」

			「何が違うっていうんだ」

			「それは……この城で一番安全なのは、あの牢屋なのだ」

			「え!?」

			「何重にも鍵を掛け、見張りの兵士も大量に配置した。しかし、勇者、お前は、そんな中からエレナを連れ去った」

			　まあ、【瞬間移動】は鍵とか関係ないし。

			「その後も、大掛かりな捜索を行って、やっと手がかりをつかみ、卑怯な手を使ってでも取り戻そうとしたにもかかわらず、簡単に看破されてしまい、その後は、また手がかりを掴めなくなってしまった」

			　まあ、日本に戻ってた期間もあるし、移動は【瞬間移動】を使っていたから、そう簡単に見つかるわけないんだけどね。

			「わしとライルゲバルトは、協議の末、エレナをこのまま勇者に守らせておくことにしたのだ。このまま取り返すために大掛かりに動けば、敵に知られる可能性もあった。何より、勇者の庇護のもとにあった方が、城で保護するより、安全だと判断したからだ」

			「なるほど、それで追手がぜんぜん来なかったのか」

			「ですがお父様、私は勇者様とともに戦争を止めに行きます。これは、王族として生まれた私の『責務』です」

			「え、エレナ……」

			「ま、そういうわけだから、諦めてくれ」

			「わ、分かった。だが勇者よ、エレナだけは絶対に守り抜いてくれ」

			「ああ、分かった」

			　コイツはコイツで、ちゃんとエレナを大事にしてるんだな。王様としてはダメダメだけどな……。

			「さてと、それじゃあ、戦争を止めに行く前に、いろいろやることを済ませておこう」

			「兄ちゃん、何をするの？」

			「まずは、コイツだ！」

			　俺は気を失っている黒オークに近づき、黒オークの破れかけの服の胸ポケットに【人化の魔石】をねじ込んで、庭師の姿に戻した。

			　そして、後ろ手に縛り上げ、水の魔法で顔に水をぶっかけて、無理やり目を覚まさした。

			　オークの姿のままでは、言葉を話せないみたいだからな。

			「おい！　起きろ！」

			「ブモッ」

			「おい、きさま、ゴブリンとオークが何を企んでるのか、洗いざらい白状しろ！」

			「うぐ……おで、失敗……情報、話す、ダメ」

			「話さないと、ひどい目に合わせるぞ！」

			「失敗、殺される……グッ！　グゲッ!!」

			　庭師は、急に苦しみだし、瞬く間に息絶えてしまった。

			　姿も黒オークに戻っていた。

			「だ、ダメです。もう死んでしまっています」

			「なぜ、こんなに急に！」

			「呪いのたぐいがかけられていたのかもしれません」

			　俺たちは、情報を聞き出すことが出来ず、苦虫を噛み潰していた。

		

	
		
			０８８　闇風

			　

			「セイジ様、いろいろやることって何ですか？」

			　俺は、アヤとエレナに予定を伝えた。

			１．食料を売却してシンジュの街の食糧事情を改善。

			２．土の神殿に参拝（ついでに風の神殿も）。

			３．魔法を強化する装備を購入。

			４．各街の様子を見てくる。

			「兄ちゃん、なんで魔法を強化する装備を買うの？　コスプレ用？」

			「実は気になることがあって、それの対策用に持っておきたいんだ」

			「気になることって？」

			「ゴブリンやオークは、人間と魔族に戦争をさせようとしている」

			「うん」

			「戦争している間に、あいつらは何をする気だ？」

			「あ！　隙を突いて攻めてくる!?」

			「ああ、その可能性は高い」

			「そのことと魔法を強化する装備に、どんな関係があるの？」

			「ゴブリンの厄(やつ)介(かい)なところは、とにかく数が多いことだ。プリンスが指揮していた部隊だけでもあの数だから、キングが指揮する部隊はもっと多いと考えるべきだろう」

			「魔法攻撃で一(いち)網(もう)打(だ)尽(じん)にするんだね！」

			「まあ、あくまで、もしもの時のためだけどね」

			「じゃあ、各街の様子を見てくるっていうのも……」

			「ゴブリンやオークがどこを狙うか分からない。しかも各街ともに、戦争に兵士を取られて手薄な状態だ」

			「兄ちゃん、シンジュの街のスラム街も注意が必要だよ」

			「そうか、あそこも危険か……もし同時に攻めてきたりでもしたら、手が足りなくなるな」

			　作戦会議は置いておいて、他の予定を済ませてしまう事にした。俺たちは、シンジュの街に戻り、商人ギルドへ向かった。

			「食料であれば、何でも通常の３倍の金額で買い取ります！」

			「３倍!?　どうしてそんな高く買ってくれるんですか？」

			「実は……各貴族軍の持ってきた食料が、何者かによって、かなりの量盗まれてしまったんです。それで、各部隊とも、街の食料を買いあさっておられる様子でして……」

			　これは、だれかによる『兵(ひよう)糧(ろう)攻め』なのでは？

			「ある程度の量の小麦粉を、持ってきています。あとオークの肉って食べられるんですよね？」

			「それはありがたい！　オークの肉も兵士の方々には人気が高いです。品物はどちらに置いてありますか？」

			「こちらで運びますので、納品する場所を教えてください」

			「では、裏の倉庫の方にお願いします」

			「分かりました」

			　裏の倉庫にまわると、空っぽの倉庫の前でマッチョマンが暇そうにしていた。

			「何の用だい？　倉庫は空っぽで食料はないよ」

			「食料の納品に来たんですよ」

			「マジか！　品物はどこにあるんだ？」

			「魔法で運んできました」

			「魔法だと!?」

			　王様から追われることもなくなったし、少しくらいなら能力をばらしても良いよね？

			「ただし、ここで見たことは、他言無用でお願いしますね」

			「ああ、もちろんだとも」

			　俺は、インベントリから小麦粉25㎏×10袋、オーク×１００匹を取り出し、倉庫に収めた。

			「なんじゃこりゃ――!!」

			　結局、小麦粉は７５００ゴールド×10袋で、７万５０００ゴールド

			　オークは６０００ゴールド×１００匹で、60万ゴールド

			　合計67万５０００ゴールドにもなった。

			　日本円に換算すると６７５０万円。

			　さすがのギルドにも、そこまでの金貨はないので、この食料を貴族の各部隊に売りに行き、そのお金で後日支払ってもらうことになった。

			　商人ギルドは、大量の食料確保で活気を取り戻し、職員全員でてんやわんやの大騒ぎになっていた。

			　売りに行った貴族たちの間では、小麦粉が特に喜ばれたらしい。なんせ『Ｓランク』の小麦粉だからな！

			　とりあえず、売った小麦粉の袋の１つに、【追跡用ビーコン】を仕掛けておいた。人以外にビーコンをつけるのは初めてだが、問題なく機能していた。

			　その時に気づいたのだが、ビーコンを設置できる数が５個から６個に増えてた。どうやらゴブリンプリンスを倒した時に増えていたみたいだ。

			　

			　次に俺たちは土の神殿に来ていた。

			「土のマナ結晶を参拝したいのですが、参拝料はいくらですか？」

			「今は、一般の参拝はできないよ」

			「え!?」

			「今は、戦争に参加する人の参拝が優先なので、どうしても参拝したいのでしたら、冒険者ギルドで義勇兵を募集しているので、そちらに参加してみてはいかがですか？」

			　マジか！　これは困った。

			「アヤ、エレナ、どうする？」

			「私はパス。どうせ、日曜日に帰らないといけないし」

			「そうか、アヤは参加できないか」

			「参加してしまうと、自由に行動できなくなりそうですね」

			「それじゃあ、他のことを全部済ませてからまた来るか」

			「はい」

			「あのー、すいません」

			　立ち去ろうとしていた時、いきなり、受付の人が話しかけてきた。

			「はい、なんでしょう？」

			「闇のマナ結晶の方は、お１人10ゴールドで普通に開放していますので、よろしかったら行ってみてはいかがですか？」

			「あ、そうなんだ。じゃあ、行ってみます」

			　闇のマナ結晶の受付に移動し、30ゴールドを支払って、３人で中に入る。

			　そこには、黒いマナ結晶が祀(まつ)られていた。

			「真っ黒だ」

			「セイジ様、私、闇についての勉強をして来ませんでしたが、大丈夫なんでしょうか？」

			「闇の魔法がどういう物なのか分からないから、しょうがないよ。まあ、ものは試しだ」

			「はい」

			　俺たちが闇のマナ結晶に触れると、うっすらと輝き、俺の体にだけ光が入っていった。

			『【闇の魔法】を取得しました。【闇の魔法】がレベル３になりました』

			　俺はレベル３か、やはりそのくらいか。

			　アヤとエレナを【鑑定】してみたが、【闇の魔法】は増えていなかった。

			「アヤとエレナは、【闇の魔法】を覚えられなかったみたいだ」

			「残念です」

			「兄ちゃんは？」

			「俺はレベル３だって」

			「どんな魔法が使えるようになったの？」

			「えーとだな」

			　闇の魔法の詳細について調べてみた。

			〈闇の魔法〉

			【睡眠】（レア度：★）

			・自分自身または標的を眠らせる。

			【影コントロール】（レア度：★）

			・影をコントロールできる。

			【夜(よ)目(め)】（レア度：★★）

			・暗闇の中でも見ることができる。

			【夜(や)陰(いん)】（レア度：★★）

			・夜間のみ姿を消すことができる。

			【腐敗】（レア度：★★★）

			・標的を腐敗させる。

			　

			　俺は、自分の影をコントロールして、影絵をしてみせた。

			「うわ、兄ちゃんの影が動いてる！」

			「セイジ様すごいです！」

			「こんなのだけど、これ、何に使うんだろう？」

			「他には？」

			「あとは、【睡眠】【夜目】【夜陰】【腐敗】だって」

			「兄ちゃん、女の子を眠らせて襲う気でしょう？」

			「そんなことするか！」

			「だって、【夜陰】に乗じて忍び込んで、【夜目】で暗くてもよく見えて、起きそうになったら【睡眠】で眠らせて。女の子を襲うためにあるようなものじゃない！」

			「せ、セイジ様……」

			「俺が選んだわけじゃないだろ！」

			　

			　なんとか冤(えん)罪(ざい)を晴らし、俺たちは風の神殿へやって来た。

			「風のマナ結晶の参拝をお願いします」

			「お一人４５００ゴールドです」

			「兄ちゃん、エレナちゃん、がんばってー」

			　９０００ゴールドを支払い、俺とエレナはマナ結晶へと進んだ。アヤは、もう【風の魔法】を覚えているので、外で留守番だ。

			　風のマナ結晶のところまで来たのだが、エレナが不安そうな顔をしている。

			「エレナ、大丈夫だよ。風についての勉強をちゃんとしてきたんだろ？」

			「は、はい。で、でも……」

			「思い切って行こう！」

			　俺は、エレナの手を取る。

			　びっくりするエレナの手を、風のマナ結晶に押し付けた。

			「あ！」

			　エレナは、思わず目をつぶってしまている。

			　そんな２人の体の中に、マナ結晶からの光が入り込んでいくのが見えた。

			『【風の魔法】を取得しました。【風の魔法】がレベル４になりました』

			　俺はレベル４か。

			　さっそく、エレナを【鑑定】してみた。

			　エレナの【風の魔法】のレベルは……３だった！

			「エレナ、【風の魔法】のレベル、３だ！」

			「ほんとですか!?」

			　風のマナ結晶の前で、俺とエレナは、２人っきりで、抱き合って喜んだ。
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			０８９　奴隷商

			　

			　エレナは唖(あ)然(ぜん)としていた。

			「エレナ、おめでとう」

			「あ、ありがとうございます」

			　なんと、風に引き続き、【雷の魔法】もレベル１ながら習得できてしまったのだ。

			「まだ信じられません。セイジ様とアヤさん以外では、今まで１人しか習得できなかった【雷の魔法】を、私が習得してしまうなんて……」

			「エレナちゃんは、日本で電化製品に囲まれて生活してたからね～」

			「それに、電気の勉強もしていたんだろ？」

			「は、はい」

			　これで闇以外は、参拝したところの魔法をすべてゲットできているわけだ。このままコンプリートを目指しちゃうぜ！

			　

			　俺たちは、魔法を強化する装備を購入しに、ガムドさんの店にやって来た。

			「こんにちは、ガムドさん」

			「ようセイジ、よく来たな。酒は？」

			「二言目に酒ですか」

			「持ってきてるんだろ？」

			「そりゃあまあ、持ってきてますけど」

			　俺は、商店街の酒屋で買ってきた『ブランデー』をテーブルに置いた。

			「ん？　ウイスキーじゃないのか？」

			「よく分かりましたね」

			「香りが違う」

			　さすが、酒好き。

			「原料が小麦じゃないので、違う酒ですが、これも美味しいですよ」

			「ああ、ありがとよ。それで、今日は何が欲しいんだ？」

			「やっと本題に入れますよ。今日は前にもらった水のロッドや回復の髪飾りみたいな、魔法を強化してくれる装備を、ひと通り揃えたくて来たんです」

			「ん？　ひと通り？　どういうことだ？　エレナの嬢ちゃんは水と回復じゃなかったか？　もしかして、仲間を増やすのか？」

			「違いますよ、他の魔法も新たに習得したんです」

			「新たに習得!?　土か？　それとも風か？」

			「風です。土もきっと習得できるので、先に購入しておきたいんです」

			「エレナの嬢ちゃん、すごい魔法使いだったんだな。ちょっと待ってな、髪飾りとロッドだったな」

			　ガムドさんは奥から髪飾りとロッドをいくつか持ってきた。

			「風のロッド、土のロッド、風の髪飾り、水の髪飾り、土の髪飾りだ」

			「あれ？　火はないんですか？」

			「そんな珍しいのは、ここには置いてないぞ。どうしても欲しいなら、スガの街の武器屋にでも行ってみるんだな」

			「ありがとうございます。後で行ってみます」

			「それで、この髪飾りとロッドは、どうする？」

			「全部で、いくらになりますか？」

			「一つ１０００ゴールドだから全部で５０００ゴールドなんだが、セイジには世話になってるから、３０００ゴールドでいいぞ」

			「ありがとうございます」

			　俺は３０００ゴールドを支払って、髪飾りとロッドを手に入れた。

			　俺たちはガムドさんの店を出て、スガの街の武器屋に向かった。

			　

			「こんにちは」

			「いらっしゃい、また店の庭を破壊しに来たのかい？」

			「勘弁してください。買い物ですよ」

			「なんだそうか。何を買いに来たんだ？」

			「火の髪飾りと火のロッドは、ありますか？」

			「えらく珍しいのを探してるんだな、あることはあるよ」

			「それじゃあ、雷氷闇光なんかもあるんですか？」

			「闇のロッドと、氷のロッドは、たしかあったはず。他のはいくらなんでも置いてないよ」

			「作ったりはできないんですか？」

			「材料があれば作れるけど、材料の属性強化魔石は、うちじゃ作れないぞ」

			「それはどこで扱っている物なんですか？」

			「イケブの街の魔石屋だ。ずっとゴブリンに捕まってて、最近救出されたらしい」

			　あの人か。

			　とりあえず火の髪飾り、火のロッド、氷のロッド、闇のロッドを、合計１万２０００ゴールドで購入したのだが、店を出たところで、俺は変なことに気がついた。

			　マップ上に『オーク』が表示されているのだ。

			「オークがいる」

			「え!?　どこに？」

			「ずっとあっちの方の、森の中だ」

			「え？　森の中ってそんな遠くの敵が分かるの？」

			「前までは分からなかったんだが……。それに魔物の種類も、なぜか分かるようになってる。どうしてだろう？」

			「セイジ様、【風の魔法】を習得した影響なのでは？」

			「あ、そうか！　【風の魔法】を習得して、においを感知できるようになったんだ！」

			「え！　におい!?」

			　アヤはなぜか、股のあたりを押さえながら、俺を睨みつけている。『すかしっ屁』でもしたのか？

			「魔物のにおいを嗅(か)ぎ分けられるようになっただけで、すかしっ屁のにおいまでは、分からないよ」

			「兄ちゃんのバカ！　死ね！」

			　アヤのすかしっ屁は置いておいて、オークの数が気になる。森の中とはいえ、20匹ものオークがいるのだ。

			　どうしようかと思案していると、20匹のオークのうち、１匹が街に向かって移動を始めた。

			「オークが１匹、こっちに向かってきている！」

			「セイジ様、１匹だけなんですか？」

			「ああ、そうだ。いったい何なんだろう？」

			　俺たちは、様子を見に、村の森側の出入口にやってきた。

			　しばらくすると、一台の馬車が街の中に入ってきた。

			「あれだ。あれにオークが乗ってる」

			　俺たちは、馬車を追った。

			　馬車はしばらく街の中を進み、奴隷商の店の倉庫に入っていった。

			「なるほど、あれがオークに手を貸してる奴のアジトか」

			「オークに手を貸してる？　人間が手を貸してるの？」

			「ああ、そうみたいだ」

			　俺たちは、奴隷商の店に、堂々と入っていった。

			「申し訳ありません。ただいま奴隷は品切れでして……」

			「品切れ？　おかしいな、さっき馬車に乗せて、１匹持ってきたのではないのか？」

			「いえ、あの、あれは……」

			「ああ、そうか、あれは奴隷ではなく、魔物でも連れてきたのか？」

			「え!?　いいえ、違います！」

			「では、なんだ？」

			「それは、その……」

			「お前の口から言えないのなら、代わりに俺が言ってやろうか？」

			「へ？」

			「山賊のお前は、オークと手を組んで、【人化の魔石】を持ったオークを、奴隷と偽って街に入れ、オークが人を拐(さら)う手助けをしている。違うか？」

			「……」

			【鑑定】で『職業：山賊』なのがバレバレなのだよ。

			　奴隷商あらため山賊は、俺のことを睨みつけている。

			「さあて、どうする？　ちなみに俺たち３人とも、お前と１対１で戦っても、余裕で勝てるくらい強いぞ？」

			「死ね！」

			　だから言ったのに、急に襲ってきた山賊は、アヤのパンチ一発で気絶していた。

			「オークは？」

			「奥の部屋だ」

			　奥の部屋に移動すると、イカ臭い男が睨みつけてきた。

			「おまえ、なんだ？」

			「オークを退治しに来た」

			「っ!?」

			　イカ臭い男がいきなり襲ってきたが、俺の【電撃拳】で気絶させた。

			「兄ちゃん、そいつ殺さないの？」

			「ああ、ちょっとした余興に使おうかと思って」

			「余興ですか？」

			「ああ。アヤ、さっきの山賊を運んでくれ。冒険者ギルドまで運ぶぞ」

			「うん」

			　俺はイカ臭い男を、アヤは山賊を、それぞれ頭の上に持ち上げて、冒険者ギルドまで運んだ。

			　

			「すいませーん！」

			「はい……って!?　その気絶した男たちは何ですか!?」

			　俺とアヤは、冒険者ギルドのフロアに、山賊とイカ臭い男を降ろした。

			「そっちの男は山賊で、こっちのイカ臭い男は、人に化けたオークです」

			「は？　何の冗談ですか？」

			「冗談じゃありませんよ」

			　周囲に冒険者やギルドの職員が集まってきた。

			「それでは、このイカ臭い男を見ていてください。これからコイツの正体を、暴いてご覧にいれます！」

			　俺は大声でそう宣言すると、イカ臭い男が持っていた【人化の魔石】を探し出し、みんなに見えるように掲げた。

			　すると、イカ臭い男は、その姿を人間からオークに変化させていった。

			「ほ、本当に、オークだ!?」

			「オークたちは、この【人化の魔石】を使って人に化け、山賊と手を組んで、奴隷のふりをして街に忍び込んでいます。そっちの男は、奴隷商のふりをしていた山賊です」

			　冒険者ギルドの中は、騒然としていた。

			「あ、コイツは！　指名手配中の山賊の手下だ」

			　ギルドの職員が、山賊の男のことを知っていたみたいだ。

			　それから、ギルドで話し合いになり、山賊の討伐のための部隊を結成する話になったのだが、俺たちは別の用があると言って断った。

			　これだけ大げさに騒いでおけば、オークに忍び込まれることもないだろう。

			　俺たちは、スガの街を後にして、イケブの街へ向かった。

		

	
		
			０９０　属性強化魔石

			　

			　俺たちは、イケブの街の魔石店にやって来た。

			「こんにちは」

			「これはセイジさん、いらっしゃいませ」

			　この前助けた、魔石店の店長さん、お名前を『キセリ』というそうだ。

			「キセリさん、その後、体調はどうですか？」

			「おかげさまで、元気に働けております。今日は何かご入用で？」

			「ここで属性強化魔石を扱っていると聞いて来ました」

			「属性強化魔石ですか、風水土でしたらすぐにでもご用意できますが」

			「欲しいのは雷氷闇光なんですが……」

			「氷と闇であれば、１ヶ月ほど待ってもらえれば、ご用意できます。雷と光はさすがに……」

			「１ヶ月って、そんなに掛かるんですか？」

			「氷や闇の属性強化魔石を作成する場合、その魔法を使える魔法使い様に、直接お願いする必要があります。連絡やらそこまでの行き来などの時間もありますので、どうしても時間が掛かります」

			　自分たちがその魔法を使えることを、バラすかどうか迷ったのだが、ひとつの提案をしてみることにした。

			「もしここに、その魔法が使える魔法使いを連れてこれたら、作り方を教えてもらえませんか？」

			「え？」

			「もちろん、作った属性強化魔石は、他で売ったりしないと約束もします」

			「え、ええ、あなた方は命の恩人ですし、別にかまいません。しかし、そういった珍しい属性魔法が使える魔法使い様は、お忙しい方ばかりなので、そう簡単には……」

			「これから話すことは、他言無用に願います」

			「あ、はい」

			「私は、闇と氷の魔法が使えるんです」

			「え？　えぇー!?」

			「しー！」

			「あ、す、すいません。本当ですか!?」

			　俺は、【影コントロール】と、【氷生成】をやってみせた。

			「す、すごい、闇と氷両方使える人がいたなんて！」

			　雷も使えるとか言おうものなら、ぶっ倒れそうな勢いだ。

			「それで、作り方を教えていただけますか？」

			「はい！　もちろんですとも」

			　キセリさんは、また例の【ヌルポ魔石】を奥から持ってきて、テーブルの上に置いた。

			「【ヌルポ魔石】ですか」

			「はい。これに２つの魔力を同時に加えることで、属性強化魔石ができあがります」

			「２つの魔力？」

			「１つは、作りたい属性の属性魔力、もう１つは、【肉体強化魔法】の【魔力強化】の魔法です」

			「【魔力強化】？　そんな魔法があったんですね」

			「ええ、【魔力強化】は私ができますので、セイジさんは属性魔力の方をお願いします。【氷の魔法】を先でもいいですか？」

			「はい、分かりました」

			　キセリさんと俺は、２人で挟むように【ヌルポ魔石】に手を置いた。

			「では行きますよ。３、２、１、はい！」

			　合図とともに、【氷の魔法】を【ヌルポ魔石】に加えていった。

			　しばらくすると【ヌルポ魔石】が光り始めた。

			「はい、これで大丈夫です」

			　手を離すと光が収まり、【ヌルポ魔石】は、水色の魔石に変化していた。

			【鑑定】すると、【氷強化魔石】になっていた。

			「こうやって作るんですね～」

			「は、はい、そ、そう、なんです」

			　ふと見ると、キセリさんの顔色が悪くなっていた。

			「キセリさん、どうしたんですか!?」

			「この、作業は、かなりの、魔力を、使うの、ですが……ハアハア……セイジ、さんは、魔力が、多いんですね」

			「そうなんですか！」

			　自分を確認してみると、ＭＰが１００ほど減っていた。

			　俺にしてみれば、たいしたことはないけど。他の人にとってＭＰ１００は結構な量なのだろう。

			「【魔力強化】は、どうすれば使えるようになるんですか？」

			「【肉体強化魔法】が、使える方でしたら、少し練習すれば、使えるように、なると思います」

			「そうなんですか、練習してみます」

			「え!?　まさか、【肉体強化魔法】も使えるんですか？」

			「あ……ええ、そうです」

			　しまった、思わず口が滑ってしまった。

			「なんとも、羨(うらや)ましい限りです……」

			「くれぐれも、他言無用に願いますね」

			「はい！」

			　まあ、真面目そうな人だし、大丈夫だろう。

			「それで、この【氷強化魔石】なのですが……買い取らせていただけないでしょうか？」

			「買い取るも何も、作り方まで教えてもらったのですから、キセリさんの物ですよ」

			「そんな、普通【氷の魔法】を込めてもらう作業は、結構なお金でやってもらっていますので、そういうわけにはいきませんよ」

			「じゃあ代わりに、何か面白そうな魔石をください」

			「分かりました。セイジさんには敵いませんね」

			　キセリさんは奥から、変な形をした魔石を持ってきた。

			「これなんか、どうでしょう」

			「変な形の魔石ですね」

			　その魔石は、『ひょうたん』のような形をしていた。

			「これは【双子魔石】といいまして、最近出土した、それなりに珍しい魔石です」

			「【双子魔石】って事は、それは２つで１つの魔石って事ですか？」

			「はい」

			　キセリさんは、くっついていた２つの【双子魔石】を、外して見せてくれた。

			「このように、２つに分かれますが、近づけると、先ほどのように、くっつきます」

			「くっつくだけですか？」

			「いえいえ。では、２つに分けた片方を持って、そこで待っていてください」

			　そう言って、俺に魔石の片方を持たせ、キセリさんはちょっと離れた位置に移動した。

			「それでは、これから【双子魔石】に振動を与えます」

			　トントン。

			　キセリさんが、自分の持っている【双子魔石】を叩くと、俺の持っていた【双子魔石】もトントンと、震えた。

			「あっ!?　なんか震えました」

			「そうです、この【双子魔石】は、片方に振動を与えると、どんなに離れていても、もう片方も同じように振動する魔石なんです」

			「なるほど、面白い魔石なんですね」

			「まあ、それだけなので、あまり役には立たないのですが。この魔石で２つのペンダントを作り、恋人同士で身につけ、愛を確かめるのが、最近流行しておりまして」

			「それは素敵ですね」

			「お役に立てるかどうか分かりませんが、いかがですか？」

			「いい!!　これいいですね!!　これ、もっと欲しいんですけど、もっとあります？」

			「すいません、今はこれ一組しかありません。魔石掘りの人たちが戦争に借り出されていて、戦争が終わるまでは難しいと思います」

			「そうですか、戦争が終わったら、これを仕入れておいてもらえませんか？」

			「はい、分かりました。仕入れておきます」

			　俺はキセリさんと握手をして、店を後にした。

			「兄ちゃん、【双子魔石】をそんなにいっぱい手に入れてどうするの？　ハーレムを作って、１人ずつ【双子魔石】のペンダントを持たせるの？」

			「まあ、見てろって」

			　俺は、インベントリから、紙コップとセロテープを取り出し、紙コップの底に、セロテープで【双子魔石】を片方ずつはり付けた。

			「エレナ、これを持ってみて」

			「は、はい」

			　俺は、少し離れ、紙コップに向かって話した。

			『もしもし、エレナ、聞こえますか？』

			　向こうのほうで、エレナがビックリしている。

			『セイジ様、聞こえます！　これって、どうなっているんですか？』

			『声は空気の振動だから、【双子魔石】でその振動を、遠くまで届けることができるんだよ』

			『す、すごいです!!』

			　さて、この思わぬ新製品を、何に使おうかな～。

		

	
		
			０９１　共同作業

			　

			　今日一日で、いろいろな街をまわったが、日もだいぶ暮れてきてしまったので、イケブの街で宿を取ることにした。

			「兄ちゃん、なんで兄ちゃんは、乙女ルームに上がり込んでるの？」

			「こっちの部屋のほうが、広いからだよ」

			「そうじゃなくて！　これから女の子同士で、キャッキャウフフな時間を過ごそうとしてたのに、なんで入ってくるのかって聞いてるの！」

			「はいはい、キャッキャウフフは後にしてもらって、みんなで【魔力強化】を覚えようぜ」

			「私も【魔力強化】覚えたいです」

			「もー、分かったよ～」

			　俺たちは【魔力強化】の特訓を開始した。

			「うーん、うーん」

			「なに『うんうん』唸ってるんだ」

			「だって、魔力強化ってどうすればいいのか、分からなくって。兄ちゃん、どうしたらいいの？」

			「俺に聞かれても、分からないよ。エレナはどう思う？」

			「うーん、魔力は心の力なので、心を強くする感じでしょうか」

			　心を強くするのか……。

			　肉体強化魔法なのに、心を強くする？　うーむ。

			　そんなことをいろいろ考えていると、頭の中で１人の男の顔が思い浮かんだ。

			　諦めんなよ！　頑張れ頑張れ！　やればできる！

			　その男は、太陽神と呼ばれた男（実在の人物とは、一切関係ありません）。

			　そうか！　『根性』か！

			　俺は心のなかで、太陽神のお言葉を、繰り返し思い描いた。

			　そして、体が熱くなるのを感じた！

			「なんか、できたかも」

			「兄ちゃん、ほんと!?」

			　俺は自分を【鑑定】してみた。

			　ステータスに『状態：魔力強化』と表示され、【肉体強化魔法】に【魔力強化】の魔法が追加されていた。

			「【鑑定】してみたけど、ちゃんと習得できてた」

			「セイジ様、すごいです！」

			「兄ちゃん、どうやったの？」

			「『根性』だよ！」

			「なにそれ……」

			　若干引き気味のアヤはほっておいて、俺はせっかく覚えた【魔力強化】を使って、属性強化魔石を作ってみることにした。

			「エレナ、属性強化魔石を作るの手伝ってくれ」

			「はい！」

			　テーブルにヌルポ魔石を置いて、エレナと向い合って座った。

			「さて、どの属性にしようか？」

			「回復魔法はどうですか？」

			「回復魔法？　属性魔法じゃないじゃないか」

			「そうでした、すいません」

			「うーむ、もしかして……回復魔法、やってみるか」

			「で、でも……」

			「ものは試しだ、ヌルポ魔石もいっぱいあるし」

			「はい」

			　俺たちはヌルポ魔石に、２人で手をおいた。

			　なんか、こうしてると、こっ恥ずかしいな。

			「セイジ様、準備できました」

			「お、おう。じゃあ、行くぞ！　３、２、１、はい！」

			　俺たちは、お互いを見つめ合いながら、ヌルポ魔石に魔力を注入した。

			　ピカーッ！

			　しばらくしてヌルポ魔石が光りだし、ヌルポ魔石は綺麗なピンク色の魔石になっていた。

			「やりました！」

			「綺麗な色だ！」

			「もうできたの!?　見せて。……本当だ、きれいな色！」

			【鑑定】してみると、それは、回復強化魔石＋３だった！

			「回復強化魔石＋３だって！」

			「『＋３』って、いいやつなんじゃないの？」

			「ああ、薬を作った時も『＋３』が最高水準だった」

			「す、すごいです！　セイジ様と私が作った魔石が……」

			　エレナは、ピンク色の魔石を手に持ち、頬ずりでもしそうな勢いで、うっとりと見つめている。

			　いい魔石ができたことが、そんなに嬉しいのだろうか？

			「兄ちゃん、私も作りたい！」

			「おう、アヤは何の魔法がいいんだ？」

			「じゃあ、風にする」

			「よし、じゃあ作るぞ」

			　俺たちは、お互いを睨み合いながら、ヌルポ魔石に魔力を注入した。

			　しばらくして、ヌルポ魔石が光りだし、ヌルポ魔石は鮮やかな緑色の魔石になっていた。

			「出来た！」

			「いい感じの色だな」

			【鑑定】してみると、それは風強化魔石＋１だった。

			「風強化魔石＋１だって！」

			「『＋１』かー、エレナちゃんいいな～」

			「まあ、エレナの回復魔法はレベル５だからな～」

			　アヤも、自分の作った魔石が、それなりに気に入ったらしく。食べてしまいそうな勢いで、眺めている。

			「あのー、お２人さん。早く【魔力強化】を覚えていただけませんか？　俺も、自分の魔石を作りたいので……」

			「はい、すいません。頑張ります」

			　エレナは、まじめに【魔力強化】の練習を始めたが、アヤは、まだ魔石を眺めて遊んでいる。アヤ、お前はエレナよりお姉さん、なんだぞ？

			　しばらくの間、エレナは練習をし続けているが、なかなか上手くいかないようだ。

			「す、すいません。難しくて……」

			　エレナは、テンパりだしてしまった。

			「そんなに焦らなくてもいいよ」

			「は、はい」

			　エレナはシュンとしてしまった。

			　仕方ない、１人でやってみるか。

			　俺は、ヌルポ魔石を右手と左手で挟むように持ち、左手に【魔力強化】、右手に【雷の魔法】を込めた。

			　やればできるじゃないか。

			　しばらくして、魔石が光ったかと思うと、透き通るような紫色の魔石ができあがってた。

			「セイジ様、すごくキレイです！」

			「キレイ、兄ちゃん１人で作っちゃったの？」

			「うん、やってみたら、できた」

			【鑑定】してみると、なんと！

			　雷強化魔石＋４だった。

			「『＋４』だ!!」

			「す、すごいです!!」

			「４も、あるのか！」

			　俺は、舐めるような勢いで、作った魔石を眺め続けた。

			　一人で作ったことは、手酌で酒を飲むみたいで、少しさみしかったけど。なぜか、うっとりと眺めてしまう。

			　２人の気持ちも、少し分かるかも。

			　その日は夜遅くまで、属性強化魔石を作り続け、以下の魔石を作成した。

			・風＋１×２（アヤ作成）

			・雷＋４

			・水＋１×２（エレナ作成）

			・氷＋１×２（アヤ作成）

			・闇＋１×２

			・回復＋３×２（エレナ作成）

			　結局、【肉体強化魔法】、【情報魔法】、【時空魔法】の強化魔石は、作ることはできなかった。

			　アヤとエレナは、【魔力強化】の習得に、かなり苦労していたが、だいぶ苦労した末に、やっと習得できた。

			　アヤとエレナにも【魔力強化】を使ってもらって、魔石を作ってみた。

			　だが、その場合は、できあがった魔石に、ほとんど『＋』が付かなかった。

			【肉体強化魔法】がレベル３以上じゃないと『＋』が付かないのかな？

			　２人に手伝ってもらって作った魔石は、以下の通り。

			・雷＋１（アヤが【魔力強化】）

			・闇（±０）（アヤが【魔力強化】）

			・氷（±０）（エレナが【魔力強化】）

			　出来の悪いのは売ってしまって、いいのは髪飾りやロッドに付けてもらうことにした。
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